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実施計画の策定にあたって 

 
 

本実施計画は、平成 14 年 7 月に策定した長期計画 『えどがわ新世紀  

デザイン ～共育 協働 安心への道～』 の着実な推進を図ることを目的に、 

平成 20 年度～22 年度に計画的に取り組む事業を示したものです。 

 

 

平成 20 年 3 月 
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第１章 実施計画策定の考え方 

 

１ 計画の目的および性格 

 

２ 計画事業 

 

３ 計画の期間 

 

４ 財政収支の推計 

 

５ 計画の体系 
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１ 計画の目的および性格 

この実施計画は、江戸川区長期計画『えどがわ新世紀デザイン』で示された 10 か年の基本計画の着実な

推進を目的とし、計画期間における毎年度の予算編成などの区政運営の指針となるものです。 

  
＜実施計画の位置づけ＞ 

 

 

 

   

 

 

   

   

   

 

 
 
２ 計画事業 

この計画では、基本計画の実現を図る主要事業に新たに開始又は拡充する事業を加えて、計画事業化を

しました。 

維持管理及び内部管理的事業、法令等で事業の内容が細目にわたって定められている事業及び臨時的

事業については、計画事業の対象外としました。 

計画事業数は、３３２事業です。 

 

３ 計画の期間  

平成 20 年度から平成 22 年度までの３か年とします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定からの 20 年間に、区民と区がともにめざすべき江戸川区の将来

都市像及び基本目標を明らかにするとともに、これを実現するための基

本的な考え方及び施策を示します。 

基本構想を実現するために、10 か年で行う施策及び事業を体系化・計

画化するとともに、その進め方を示します。 

････

････

････
基本計画を現実の行政の中でどのように実現していくかを明らかにする

３か年計画です。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 
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４ 財政収支の推計 

この計画を実現していくためには、的確な財政見通しが不可欠となります。推計にあたっては、20 年度の予

算額をベースに、過去の事業規模の推移、今後の計画等を考慮しました。 

 

〔歳 入〕 

① 特別区税は、過去の実績等を考慮して算定しました。 

② 財政調整交付金は、３か年同水準としました。 

③ 国・都支出金は、対象事業の計画や推移等を参考に算定しました。 

④ 特別区債は、３か年同水準としました。 

⑤ その他については、過去の実績等を基礎に算定しました。 

 

〔歳 出〕 

① 人件費は、退職者の見込数等を基に算定しました。 

② 扶助費は、過去の実績等を基に算定しました。 

③ 公債費は、今後の償還計画に基づき算定しました。 

④ 一般行政経費等(物件費、維持補修費、補助費など)は、過去の実績等を基に算定しました。 

⑤ 投資的経費は、都市基盤整備事業を中心に今後の計画を考慮して算定しました。 

 

３か年の財政収支の推計 

金　額 構　成 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成 増減率 金　額 構　成

197,725 100.0 204,127 100.0 3.2 205,286 100.0 0.6 607,138 100.0

特別区税 50,415 25.5 51,724 25.4 2.6 53,061 25.9 2.6 155,200 25.6

財政調整交付金 87,400 44.2 87,400 42.8 0.0 87,400 42.6 0.0 262,200 43.2

国・都支出金 34,541 17.5 35,641 17.5 3.2 36,770 17.9 3.2 106,952 17.6

特別区債 1,500 0.7 1,500 0.7 0.0 1,500 0.7 0.0 4,500 0.7

その他 23,869 12.1 27,862 13.6 16.7 26,555 12.9 △ 4.7 78,286 12.9

人件費 40,282 20.4 39,702 19.5 △ 1.4 38,595 18.8 △ 2.8 118,579 19.5

扶助費 53,324 27.0 54,741 26.8 2.7 55,609 27.1 1.6 163,674 27.0

公債費 2,395 1.2 2,155 1.1 △ 10.0 1,835 0.9 △ 14.8 6,385 1.1

一般行政経費等 75,378 38.1 80,691 39.5 7.0 81,446 39.7 0.9 237,515 39.1

投資的経費 26,346 13.3 26,838 13.1 1.9 27,801 13.5 3.6 80,985 13.3

(単位：百万円・％)

歳
　
　
出

区　　　　　分

総　　　　額

２０年度 ２２年度 合　計

歳
　
　
入

２１年度
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５ 計画の体系 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭教育の充実 

子どもの手本となる親であるために 

 
地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実）

地域教育の土台づくり 

地域教育の環境づくり 

地域での安心できる子育て支援 

青少年の地域社会の一員としての 

自覚づくり 

多様な保育サービスの提供 

人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

多様な保育サービスのネットワーク化 

 

２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

自立心をはぐくむ特色ある学校づくり 

笑顔で通える学校づくり 

開かれた学校づくり 

人生を豊かにする生涯学習 

時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと 

学習成果の活用 

江戸川区の良さを活かした 

ボランティア活動とコミュニティ活動

ボランティア立区の推進 

時代にふさわしいコミュニティの形成 

 
創造性豊かな江戸川文化 

「江戸川文化」の創造 

 

男女共同参画社会の推進 

性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 
世界の人々との交流と共生 

「地球人」の意識づくり 

世界からの人々が共生する 

地域社会の構築 

世界平和のためのまちづくり 

 
安心できる消費生活 

安心できる消費生活への支援 

参加型消費者の支援 

未来を担う人づくり 学びと協働による区民文化づくり 

生きる喜びを実感できる都市
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〔１〕区民の健康づくりのために 

 

生活習慣病と健康 

区民の生命と健康を 

守るためのしくみづくり 

区民主役の健康づくりの支援 

 
心の健康づくり 

心を元気にするためのしくみづくり 

 
生涯スポーツの推進 

健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 
感染症と健康危機への対応 

感染症対策などの充実 

 

食と住の安全性 

健康食住の推進 

 

〔２〕高齢の人々・障害のある人々のために 

 

高齢の人々の生きがいと健康 

「生涯現役」の環境づくり 

高齢の人々の健康づくり 

 
高齢の人々の生活支援 

高齢の人々が安心できる生活支援 

介護サービスの充実 

 
障害のある人々の生活支援 

障害に関する生活支援 

障害のある人々の自立的生活の環境づくり 

精神障害のある人々の社会復帰への支援 

 
福祉のまちづくり 

ユニバーサルデザインの促進 

心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

いきいきとした生活のための健康・福祉の社会づくり 
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環境啓発・環境教育 

区民と自然・地球環境との 

関連を学ぶしくみの充実 

 
資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

ライフスタイルの見直しによる 

ごみの大幅な減量化 

資源リサイクルの拡充 

 
自然との共生・ふれあい 

水と緑でネットワークする 

「いのちのオアシス」づくり 

自然とのふれあいの拡大 

 
都市環境問題・有害化学物質への対応 

生活環境の改善と保全 

新たな環境汚染問題への対応 

 
地球環境への配慮 

地球環境を考慮した区民生活の展開 

 

ものづくり産業の活性化 

自立型中小企業の支援 

企業間連携と情報化による競争力の強化 

ものづくり技術の継承 

 

商業・生活サービス業の活性化 

新しい商店街への経営革新 

 

情報産業・都市型ビジネスの育成 

情報産業などの起業・育成支援 

新たな都市型ビジネスの育成 

 

都市農業の継承 

特色ある都市農業の展開 

 

伝統的地場産業の継承、発展 

江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

 

次代の産業を担う人材の育成 

学校と地域の連携による産業教育の充実 

次代を担う人材育成の支援 

 

新たなパートナーシップの確立 

産業界の主体性を重視した行政システム 

 

働く意欲あふれる環境づくり 

働く意欲あふれる環境づくりの推進 

多様な就業の場の確保と支援 

 

区民参加による環境づくり 活力を創造する産業づくり 
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都市基盤の充実・質の向上 

土地利用と市街地整備の方針 

区民発意のまちづくりの推進 

木造密集市街地の改善 

良好な市街地環境の創出 

大規模公園予定地の整備 

地域生活圏と中心核の整備 

 
利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

道路ネットワークの形成 

鉄道の整備 

楽しく快適に移動できる交通 

情報通信ネットワーク化の推進 

 
地域の魅力を高めるまちづくり 

水と緑にあふれる都市環境の充実 

美しい都市景観づくり 

住みよく永住できる居住環境づくり 

歩いて楽しめる個性あるまち 

安心して生活できるまちづくり 

 
安全で災害に強いまちづくり 

防災まちづくり 

防災体制の充実 

みんなで守るまちづくり 

区民の暮らしを力づよく支えるまちづくり
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第２章 分野別計画 

 

第１節 未来を担う人づくり 

第２節 学びと協働による区民文化づくり 

第３節 いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔1〕区民の健康づくりのために 

〔2〕高齢の人々・障害のある人々のために 

第４節 区民参加による環境づくり 

第５節 活力を創造する産業づくり 

第６節 区民の暮らしを力づよく支える 

まちづくり 
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＜ 分野別計画の見方 ＞ 

１ 施策の考え方  

長期計画は、将来都市像「生きる喜びを実感できる都市」を実現するための 6 本柱の基本目標にそって、

各分野別に施策体系を構成しています。 

ここでは、分野別の施策体系を構成する大項目ごとに、事業策定の基本となる考え方を示します。 

 

２ 施策体系図 

分野別施策体系の大項目ごとに施策体系図を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の内容 

 

 

施策コード １３５ 年次計画 

計画内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

 ○○○の整備支援 

【新】 再掲 101 
 協議 整備支援 

事業費        千円 ０千円    ※※※千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

   （掲載例） 
１０１ 親として必要な学びの場の整備 

ア． 共育プラザ事業の充実 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 

ウ． 子育てひろば事業の充実 

家
庭
教
育
の
充
実 

 
 

 
 

親
で
あ
る
た
め
に 

子
ど
も
の
手
本
と
な
る 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 
大項目 

中項目 

小項目 

計画事業

施策コード：頭数字が分野を示し、分野ごとに通し番号を

ふっています。 

例） 100 番台 未来を担う人づくり 

空欄は、事業開始前や事業完了等により、計画事業が存在しないこと示します。

空欄は、事業開始前、事業完了等により、事業費が存在しないこと示します。 

「 ０千円 」は、事業計画はありますが、経費を必要としないものです。 

「※※※」は、検討・協議の結果に基づき、今後所要の経費を計上していくものです。

「－」は、経費を他の事業のなかで計上しているものです。 

２０年度以後新たに実施する事業は、【新】と記載しています。 

また、再掲された場合には、再掲○○○ と表示し、最初に記

載した箇所の施策コードを記載しています。 
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第１節 

未来を担う人づくり 

 

１ 家庭教育の充実 

（１）子どもの手本となる親であるために 

 

２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

（１）地域教育の土台づくり 

（２）地域教育の環境づくり 

（３）地域での安心できる子育て支援 

（４）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

 

３ 多様な保育サービスの提供 

（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

（３）多様な保育サービスのネットワーク化 

 

４ ２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

（１）自立心をはぐくむ特色ある学校づくり 

（２）笑顔で通える学校づくり 

（３）開かれた学校づくり 
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１ 家庭教育の充実 

【施策の考え方】 

家庭は、子どもにとって最も大切な生活の場であり、家庭教育がしっかりしていることが何より大切です。しか

し、家族形態、ライフスタイル等が多様化し、時代が大きく変化している今日、親が子育てを行うことはこれまで

以上に難しさを増しています。 

親が親としての自覚と自信を高めるための学び、子育て相談等に対するニーズに応えていくとともに、働く親

が増加するなかで、子育て家庭に対する支援を行っていきます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

家
庭
教
育
の
充
実 

親
で
あ
る
た
め
に 

 
 

子
ど
も
の
手
本
と
な
る 

 
 

 
 

 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

ア． 共育プラザ事業の充実 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 

ウ． 子育てひろば事業の充実 

ウー1 子育てひろば（健康サポートセンター） 

ウー2 子育てひろば（共育プラザ 

及び子ども家庭支援センター） 

ウー3 子育てひろば（民間ひろば） 

エ． 安心子育て支援 

 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 

ア． 子ども家庭支援センターの充実 （再掲 101） 

イ． 育児ストレス相談の実施 【新】 

ウ． 子育て関連情報の効果的な提供 

エ． 子育て安心パスポート事業 

オ． 子育てボランティアの育成 

 

１０３ 家庭に対する支援 

ア． 子育てに対する経済的支援 

アー1 乳児養育手当 

アー2 子ども医療費助成 

アー3 ひとり親家庭等医療費助成 

アー4 私立幼稚園等保護者負担軽減 

アー5 学校給食費保護者負担軽減 

イ． 母子家庭の就労支援 
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（１）子どもの手本となる親であるために 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

共育プラザでは、中高生の活動支援、乳幼児の保護者の子育て支援及び世代間の交流を推進し、各地域の

共育･協働を実践する拠点としての一層の充実を図ります。 

また、子ども家庭支援センターでは、児童相談所等の関係機関との連携を強化し、児童虐待予防に努めると

ともに、子育てに関する総合的な相談・支援体制の充実を図ります。 

さらに、各施設の特性に応じた子育てひろばの運営の充実を図るとともに、健康サポートセンターでは、出産

を機に親としてのこころがまえ（両親対象）、妊娠分晩期の健康管理、乳幼児等の発育・発達の確認の方法等に

ついて、相談支援・情報提供を実施します。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実及び子供家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

施策コード １０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

共
育
プ
ラ
ザ
事
業
の
充
実 

子育て支援 

地域子育て関係施設 

とのネットワーク構築 
同左 同左 

地域子育て情報の提供 同左 同左 

講座・講習の実施 同左 同左 

世代間交流 

中高生と赤ちゃん 

とのふれあい体験 
同左 同左 

中高生と熟年者 

との交流 
同左 同左 

中高生の活動支援 
地域への参画・貢献 

する事業支援等 
同左 同左 

事業費 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円

子ども家庭支援センター 

の充実 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
の
充
実 

子育てひろば 

（健康サポートセンター）

育児相談等 

常設 ６か所 

定期 ２か所 

同左 同左 

事業費 ２，９２３千円 ２，９２３千円 ２，９２３千円

子育てひろば 

（共育プラザ及び 

子ども家庭支援センター） 

育児相談、子育て講座等

１０か所 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育てひろば 

（民間ひろば） 

民間ひろばの助成 

１か所 

民間ひろば 

の助成及びその検証 
同左 

事業費 ４，９９７千円 ※※※千円 ※※※千円
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安心子育て支援 

ハローベビー教室 

新生児訪問指導事業 

妊産婦訪問事業 

２，０００人 

ハローベビー教室 

新生児訪問指導事業 

妊産婦訪問事業 

２，７００人 

ハローベビー教室 

新生児訪問指導事業 

妊産婦訪問事業 

３，０００人 

事業費 １６，９１８千円 ２０，０００千円 ２３，５００千円

 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 

保育園、共育プラザ等との協力を得ながら子育て支援事業を実施する子ども家庭支援センターの機能を充

実するとともに、育児不安等を抱えた乳幼児の養育者に対して個別相談等を実施します。 

また、子育てに関する情報を効果的に提供するしくみを構築するとともに、子育て世代が身近な区立保育園

において気軽に育児相談を行い、育児の楽しさを感じられるよう子育て安心パスポート事業の推進を図り、子育

て支援に係る事業の利用促進等に一層努めます。 

さらに、子育てひろば等の活用を図ることにより、各種サークル活動の支援、子育てボランティアの育成等を

推進します。 

施策コード １０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

子ども家庭支援センター 

の充実 再掲 101 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円

育児ストレス相談の実施 

【新】 

医師による相談  

年６回 
同左 同左 

心理相談員による相談

年２４回 
同左 同左 

事業費 ―― 円 ―― 千円 ―― 千円

子育て関連情報 

の効果的な提供 

子育て情報コーナー

（共育プラザ等）の活用
同左 同左 

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用・設置

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用 
同左 

子育てマップ・子育て支

援ガイドブック等の作成
同左 同左 

区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の充実 同左 同左 

事業費 ８，３５１千円 １，９３１千円 １，９３１千円

子育て安心パスポート事業 区立保育園にて実施 同左 同左 

事業費 ６５１千円 ６５１千円 ６５１千円

子育てボランティアの育成 
子育てボランティア講座

の実施 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

「－」：事業費は、虐待防止のための支援としくみづくり（相談支援等の充実）（施策コード 111）の中で計上しています。 
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１０３ 家庭に対する支援 

子育て世代の経済的な負担を軽減するため、乳児養育手当、子ども医療費助成等の各種手当の支給又は

助成を実施します。 

また、母子家庭の母の就労を支援するため、一定の職業能力開発等に要した費用に対して、給付金等

を支給します。 

 

施策コード １０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援 

乳児養育手当 ５，８５０人 同左 同左 

事業費 ９１３，６１２千円 ９１３，６１２千円 ９１３，６１２千円

子ども医療費助成 １０３，０００人 同左 同左 

事業費 ３，９８９，２６０千円 ３，９１８，０９８千円 ３，９１８，０９８千円

ひとり親家庭等 

医療費助成 
９，３０４人 同左 同左 

事業費 ２７５，５９７千円 ２７５，５９７千円 ２７５，５９７千円

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 
１２，８５０人 同左 同左 

事業費 ４，１１７，１２４千円 ４，１１７，１２４千円 ４，１１７，１２４千円

学校給食費 

保護者負担軽減 

小学校 ２７，４３３人 

中学校 １０，２５３人 

小学校 ２７，４８１人 

中学校 １０，４８８人 

小学校 ２７，２６４人 

中学校 １０，６７０人 

事業費 ５３２，８１８千円 ５３７，９４８千円 ５３７，８８５千円

母子家庭の就労支援 

自立支援教育訓練 

給付金の支給 

４０人 

自立支援教育訓練 

給付金の支給 

４２人 

自立支援教育訓練 

給付金の支給 

４３人 

高等技能訓練 

促進費の支給 

１２人 

高等技能訓練促進費

の支給 

１３人 

同左 

事業費 １３，３９２千円 １４，５００千円 １４，７００千円
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２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

【施策の考え方】 

一人ひとりのライフスタイルが一層多様化するなかで、子どもたちが地域に愛着をもち、次代の地域社会を担う

人材となるよう、地域の人々がともに支えあって教育していくことが大切です。 

子ども会活動等への多くの地域ボランティアの関わり、親と子の貴重なふれあいの場となる親水公園等豊か

な自然、町会、自治会等のしっかりしたコミュニティの存在、このような子どもを教育していくための恵まれた環境

を活かして、次代を担う人づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（地
域
教
育
の
充
実
） 

地
域
で
の
次
代
を
担
う
人
づ
く
り 

１０４ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

１０５ 地域教育力の担い手づくり 

ア． 学校応援団（仮称）の設置 【新】 

 

１０６ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

ア． 子育てひろば事業の充実 （再掲 101） 

イ． 親子ひろば｢あい♧あい｣事業の実施 【新】 

ウ． 身近な公園の整備 

１０７ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

１０８ 夢と好奇心をはぐくむ児童館づくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

 

１０９ ファミリーサポート制度の充実 

ア． ファミリーサポート制度の充実  

１１０ 地域における子どもの居場所づくり 

ア． すくすくスクールの充実 

１１１ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

ア． 虐待防止のための支援としくみづくり 

アー1 予防事業の充実・関連機関との連携強化 

アー2 相談支援等の充実 

イ． 子ども家庭支援センターの充実 （再掲 101） 

 

１１２ 多様な活動機会・場の提供・支援 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

イ． 「青少年の翼」事業の推進 

１１３ 相談体制の整備 

１１４ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

１１５ 青少年のための社会環境づくり 

 

土
台
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り 
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教
育
の 
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教
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援 

一
員
と
し
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青
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の
地
域
社
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（１）地域教育の土台づくり 

１０４ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

子育て及び教育に関する地域の人々の情報交換の場づくりを進める等、地域で子どもの教育に責任をもつ

意識の向上を図ります。 

 

１０５ 地域教育力の担い手づくり 

学校、家庭（保護者）及び地域が共育・協働した「地域とともに歩む学校づくり」を推進します。また、地域人材

等を活用することにより、学校を支援し、その活性化等を図ります。 

施策コード １０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

学校応援団（仮称）の設置 

【新】 
検討 設置・運営 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 
（２）地域教育の環境づくり 

１０６ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

子ども家庭支援センター及び共育プラザ内の子育てひろばにおける育児相談、子育て講座等を実施するとと

もに、健康サポートセンター内の子育てひろばにおけるボランティア活動、保健師等による子育て相談等の充実

を図ります。併せて、区立幼稚園の園庭を開放し、育児交流、親子遊び、子育て相談等の親子が一緒に参加し、

交流できる場づくりを推進します。 

また、区内の自然、施設等を活用し、親子・親同士がふれあえる環境を整備します。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実及び子供家庭支援センターの充実（施策コード 101）の中で計上しています。 

 

施策コード １０６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業
の
充
実 

子育てひろば 

（健康サポートセンター）

再掲 101 

育児相談等 

常設 ６か所 

定期 ２か所 

同左 同左 

事業費 ２，９２３千円 ２，９２３千円 ２，９２３千円

子育てひろば 

（共育プラザ及び 

子ども家庭支援センター） 

再掲 101 

育児相談、子育て講座等

１０か所 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

子育てひろば 

（民間ひろば） 

再掲 101 

民間ひろばの助成 

１か所 

民間ひろば 

の助成及びその検証 
同左 

事業費 ４，９９７千円 ※※※千円 ※※※千円
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親子ひろば「あい♧あい」事業 

の実施 【新】 

区立幼稚園に設置 

及びその運営 
運営 同左 

事業費 ３７，２０６千円 ３６，５２８千円 ３６，５２８千円

身近な公園の整備 ５か所 ４か所 ４か所 

事業費 ７６８，６７１千円 ２９０，４４０千円 １２０，０００千円

 

１０７ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

１０８ 夢と好奇心をはぐくむ児童館づくり 

各地域の共育･協働を実践する拠点である共育プラザにおいて、中高生の活動支援、乳幼児の保護者の子

育て支援等を行うとともに、世代間の交流を通じた次代の親としての学びの場づくりの一層の充実を図ります。 

 

（３）地域での安心できる子育て支援 

１０９ ファミリーサポート制度※の充実 

共育プラザ内の子育てひろばを活用した、一時預かり等を行う子育てサポートひろば事業の推進等、地域力

を活かした子育て支援事業の充実を図ります。 

※ ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ制度：育児援助を行いたい人と受けたい人を会員組織化し、援助活動を行うことで子育て世帯への育児を支援する制度 

施策コード １０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ファミリーサポート制度 

の充実 

子育てサポート 

ひろば事業の拡大 

２か所 

同左 同左 

事業費    １４，３３６千円    １４，３３６千円    １４，３３６千円

施策コード １０７・１０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

共
育
プ
ラ
ザ
事
業
の
充
実 

中高生の活動支援 

再掲 101 

地域への参画・貢献 

する事業支援 
同左 同左 

音楽映像等の各館の 

特長を生かした取組 
同左 同左 

6 館が一体となった 

事業展開 
同左 同左 

子育て支援 

再掲 101 

地域子育て関係施設 

とのネットワーク構築 
同左 同左 

地域子育て情報の提供 同左 同左 

講座・講習の実施 同左 同左 

世代間交流 

再掲 101 

中高生と赤ちゃん 

とのふれあい体験 
同左 同左 

中高生と熟年者 

との交流 
同左 同左 

事業費 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円
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１１０ 地域における子どもの居場所づくり 

放課後等の学校施設を有効に活用しながら、地域、学校及び保護者の連携を推進し、様々な体験を通して、

子どもたちの豊かな人間性を育むことを図るため、学童クラブの機能を包摂したすくすくスクール事業の一層の

充実に努めます。また、地域ボランティアによるサポートセンターの働きかけを一層推進し、各地域の特色ある活

動を支援します。 

施策コード １１０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

すくすくスクールの充実 地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 ８２０，８８７千円 ８２０，８８７千円 ８２０，８８７千円

 

１１１ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

育児支援ヘルパー派遣事業等の児童虐待予防事業の充実を図るとともに、子どもの保護に関する地域協議

会を中心に、関係機関と連携しつつ、地域における児童虐待防止活動等の充実を図ります。併せて、育児不安

等を抱える保護者に対するグループミーティング、個別相談等を実施し、児童虐待防止のための支援と仕組み

づくりを推進します。 

また、児童に対する虐待の未然防止・早期発見等を含めた、子育てに関する総合的な相談・支援を実施する

子ども家庭支援センターにおいて、児童相談所等の専門機関との連携を深める等の体制整備を一層推進しま

す。 

施策コード １１１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

虐
待
防
止
の
た
め
の
支
援
と
し
く
み
づ
く
り 

 

予防事業の充実 

関係機関との連携強化 

子育てに関する講座 

の実施 
同左 同左 

育児支援ヘルパー 

派遣事業等の充実 
同左 同左 

関係機関との連携強化 同左 同左 

事業費 ２，３５７千円 ２，３５７千円 ２，３５７千円

相談支援等の充実 

MCG※の実施 同左 同左 

育児ストレス相談 同左 同左 

虐待予防検討会の運営 同左 同左 

事業費 １，０８０千円 １，０８０千円 １，０８０千円

子ども家庭支援センター 

の充実 再掲 101 

関係機関との連携強化 同左 同左 

子育て支援事業の実施 同左 同左 

事業費 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円 ４８，７１３千円

※ ＭＣＧ（マザーアンドチャイルドグループ）：児童虐待、育児困難等を抱える母親等がグループに参加し、親子の関係づくり、問題

解決等を図る事業 
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（４）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

１１２ 多様な活動機会・場の提供・支援 

各地域の共育･協働を実践する拠点である共育プラザにおいて、中高生の活動支援等を行うとともに、世代

間の交流を通じた次代を担う青少年の健全な育成を促進します。 

また、野村･立井国際交流基金※等を活用した、青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイ、文化体験等の幅

広い体験を通して国際感覚を培った次代を担う人材の育成を図ります。 

※ 野村・立井国際交流基金：故野村喜代氏、故立井隆氏の寄付をもとにした、区民の国際化の推進等を図るための基金。 

 

１１３ 相談体制の整備 

ユースワーカー※、大学生等が青少年の日常的な悩みの相談相手となるようなしくみを整えるとともに、教育

研究所※等の活用を図ります。 

※ ﾕｰｽﾜｰｶｰ：比較的青少年に近い年齢で、ある程度の専門性をもち、青少年活動の支援を通じて青少年に社会活動のきっかけを与える人 

※ 教育研究所：教育課題に対する調査研究、児童・生徒等を対象とした各種相談、教育に関する視聴覚教材・機材の貸出を行う教育機関 

 

１１４ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

地区委員会、子ども会等の健全育成団体を支援するとともに、ジュニアリーダー※、ユースワーカー等の指導

者を育成します。 

※ ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ：子ども会の中で、レクリエーションの指導、行事の企画立案運営の援助等をする中高校生。 

 

１１５ 青少年のための社会環境づくり 

家庭、学校、地域社会、健全育成団体等が連携し、青少年のための健全な社会環境づくりを進めます。 

施策コード １１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

共
育
プ
ラ
ザ
事
業
の
充
実 

中高生の活動支援 

再掲 101 

地域への参画・貢献 

する事業支援 
同左 同左 

音楽映像等の各館の 

特長を生かした取組 
同左 同左 

6 館が一体となった 

事業展開 
同左 同左 

世代間交流 

再掲 101 

中高生と赤ちゃん 

とのふれあい体験 
同左 同左 

中高生と熟年者 

との交流 
同左 同左 

事業費 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円 ３７２，５３７千円

「青少年の翼」事業の推進 
派遣先  ５か国 

派遣人数 １００人 
同左 同左 

事業費 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円
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３ 多様な保育サービスの提供 

【施策の考え方】 

区では、０～２歳児の低年齢期は家庭で保育する世帯が多く、３～５歳児の幼年期はその９割以上が集団保

育です。低年齢児保育へのニーズ、女性の就労の増加等にともなう長時間保育に対する期待等、様々な保育

需要に柔軟に対応するために、多様な保育サービスが提供できるしくみづくりに取り組みます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

１１６ 保育ママ制度の充実 

ア． 保育ママ制度の充実 

 

１１７ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

 

 

１１８ 集団的保育の推進 

ア． 私立幼稚園就園奨励費 

イ． 私立幼稚園等保護者負担軽減 （再掲 103） 

１１９ 地域に開かれた保育施設 

１２０ 幼稚園・保育園の充実 

ア． 保育園の新設・建替え等 【新】 

イ． 幼稚園の空調設備設置工事 【新】 

ウ． 育成室の充実 

エ． 発達障害児を対象とした巡回相談の充実 

 

１２１ 保育サービスの多様化 

ア． 区立保育園の民営化 

イ． ファミリーサポート制度の充実 （再掲 109） 

ウ． 私立保育園の充実 

エ． 認証保育所の設置 

オ． 認定こども園の設置 【新】 

カ． 延長保育 

キ． 病児・病後児保育施設の拡充 

ク． 保育園・幼稚園における食育の実施 【新】 

１２２ 保育人材の充実 

１２３ 保育サービスの窓口整備 

ア． 子育て関連情報の効果的な提供 （再掲 102） 

イ． 子育て安心パスポート事業 （再掲 102） 

１２４ 保育サービスに対する第三者評価への取組み 

ア． 第三者評価の実施の支援 

家
庭
的
保
育
の
推
進 

人
間
性
の
基
礎
を
培
う 

集
団
的
保
育
の
推
進 

社
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を
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ワ
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ス
の 
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（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 
１１６ 保育ママ制度の充実 

安心・安全な保育環境を整備するため、保育ママの資質の向上を積極的に図り、０歳児を対象とした家庭的

保育を実施する保育ママ制度の充実に努めます。 

施策コード １１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

保育ママ制度の充実 
充実 

受託児数 ４２０人 
同左 同左 

事業費 ５１４，７７０千円   ５１４，７７０千円   ５１４，７７０千円

 
１１７ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

ファミリーサポート協力会員が、共育プラザの子育てひろばにおいて、一時預かりを行う子育てサポートひろ

ば事業を実施する等の地域力を活かした子育て支援を推進します。 

 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

１１８ 集団的保育の推進 

満３～５歳における、地域の人々、子ども同士等の関わりを重視した集団的保育(教育)を推進するため、子ど

もの就園を奨励し、保護者の負担を軽減するための支援を行います。 

施策コード １１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

私立幼稚園就園奨励費 ８，０００人 同左 同左 

事業費 ６５２，７７０千円 ６５２，７７０千円 ６５２，７７０千円

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 

再掲 103 

１２，８５０人 同左 同左 

事業費 ４，１１７，１２４千円 ４，１１７，１２４千円 ４，１１７，１２４千円

 
１１９ 地域に開かれた保育施設 

地域に開かれた、安全な保育施設の整備に努めます。 
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１２０ 幼稚園・保育園の充実 

鹿骨地区及び小松川防災拠点内Ｅ７街区に保育園を新設するとともに、都立住宅の老朽化に伴い、江戸川

二丁目保育園、東篠崎保育園及び東篠崎第二保育園の建替えを行います。なお、東篠崎保育園及び東篠崎

第二保育園については統合します。また、園舎の耐震性から松本保育園及び北小岩保育園の建替工事を、同

じく松島保育園の耐震性を高めるための補強工事を実施します。 

さらに、育成室において機能訓練、相談等を実施するとともに、巡回発達相談の充実を図り、障害児の成長

を支援します。 

施策コード １２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

保
育
園
の
新
設
・建
替
え
等 

【新
】 

江戸川二丁目  工事・一部開設 開設  

小松川第三 工事 開設  

東篠崎 工事 開設  

鹿骨地区 工事 開設  

松本 工事・開設   

北小岩 工事・開設   

耐震補強工事 １園   

施設改修（老朽か所）工事 ３園   

事業費 １，８０４，５５７千円 ※※※千円 ※※※千円

幼稚園の空調設備設置工事

【新】 
幼稚園 ５園   

事業費 ８０，０００千円 千円 千円

育成室の充実 

早期療育の充実 

（集団・個別療育の充実）
同左 同左 

発達相談の充実 同左 同左 

事業費 ７５，１１６千円 ７５，１１６千円 ７５，１１６千円

発達障害児を対象とした 

巡回相談の充実 

充実 

巡回 ７０回 
同左 同左 

事業費 ４，３８４千円 ４，３８４千円 ４，３８４千円
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（３）多様な保育サービスのネットワーク化 

１２１ 保育サービスの多様化 

保育サービスに関する多様な需要に柔軟に対応するために、区立保育園の民営化の促進を図ります。併せて、

私立保育園の特徴を活かした保育を充実させるとともに、地域の需要を見極めつつ、認定こども園、認証保育所及び

病児・病後児保育施設の設置を支援し、多様な保育サービスの整備に努めます。 

また、乳幼児期から生活習慣の確立を推進するため、保育園・幼稚園における食育の普及啓発に努めます。 

※ 認証保育所：大都市特有のニーズに対応するため、東京都が独自基準により認証した保育所。 

※ 認定こども園：幼稚園、保育所等のうち、東京都が認めた、就学前の教育・保育を一体として捉え一貫して提供する施設。 

施策コード １２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区立保育園の民営化 ２園 

３園 

次世代育成支援 

行動計画（後期計画）

の策定 

計画実施 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

ファミリーサポート制度の充実
再掲 109 

子育てサポート 

ひろば事業の拡大 

２か所 

同左 同左 

事業費 １４，３３６千円 １４，３３６千円 １４，３３６千円

私立保育園の充実 
保育内容の充実 

３１園 

保育内容の充実 

３５園 
同左 

事業費 ４，７３５，４６１千円 ５，３２７，８６２千円 ※※※千円

認証保育所の設置 ２園 
地域需要等の把握 

必要地域への設置誘導
同左 

事業費 ７１８，５３２千円 ※※※千円 ※※※千円

認定こども園の設置 

【新】 
１園 

認定希望、必要地域等

の把握 
同左 

事業費 ４１，４０８千円 ※※※千円 ※※※千円

延長保育 
充実 

３６園 
同左 同左 

事業費 ２５４，４７３千円 ※※※千円 ※※※千円

病児・病後児保育施設 

の拡充 

事業費の一部補助 

２か所 
検討 同左 

事業費 １６，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

保育園・幼稚園における 

食育の実施 【新】 
普及・啓発 同左 同左 

事業費 ２３２千円 ２３２千円 ２３２千円

 



25 
 

１２２ 保育人材の充実 

地域の保育人材を発掘し、その積極的な活用を図ります。 

 

１２３ 保育サービスの窓口整備 

子育て情報コーナー及び子育て情報掲示板の設置の推進、子育てマップ等の活用、区ホームページの充実

等を図ることにより、子育てに関する情報を効果的に提供するしくみを構築するとともに、子育て安心パスポート

事業の推進を図り、子育て支援に係る事業の利用促進等に一層努めます。 

施策コード １２３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

子育て関連情報 

の効果的な提供 

再掲 102 

子育て情報コーナー

（共育プラザ等）の活用
同左 同左 

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用・設置

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用 
同左 

子育てマップ・子育て支

援ガイドブック等の作成
同左 同左 

区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の充実 同左 同左 

事業費 ８，３５１千円 １，９３１千円 １，９３１千円

子育て安心パスポート事業 

再掲 102 
区立保育園にて実施 同左 同左 

事業費 ６５１千円 ６５１千円 ６５１千円

 

１２４ 保育サービスに対する第三者評価※への取組み 

保育所に係る第三者評価制度の普及啓発に努めるとともに、認証保育所について、その費用を補助すること

により、第三者評価の効果的な実施を支援します。 

※ 第三者評価：事業者の提供するサービスの質を公的に認められた第三者機関が専門的かつ客観的な立場から評価すること。 

施策コード １２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

第三者評価の実施の支援 普及･啓発・実施 同左 同左 

事業費 ８，４００千円 ８，４００千円 ８，４００千円
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４ 21 世紀にふさわしい学校教育の推進 

【施策の考え方】 

次代を担っていく子どもたちが、未来への夢や目標を抱き、創造的で活力ある社会をめざして果敢に取り組

み、世界の中で信頼される人間として成長するように２１世紀にふさわしい学校教育を推進します。 

このため、時代の変化に対応できる教育の展開、特色ある学校づくり、基礎学力の向上をめざした先進的取

組み、校内での相談体制の充実等による笑顔で通える学校づくり、学校と家庭、地域、関係機関との連携強化、

子どもの居場所づくり等による開かれた学校づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
教
育
の
推
進 

１２５ 21 世紀にふさわしい教育内容の充実 

ア． 新学習指導要領への対応 【新】 

イ． 教育課題への対応 

ウ． 学校における食育の推進 【新】 

エ． 「えどがわ大好き」「江戸川再発見」の設定 【新】 

オ． 科学教育センターの運営 

カ． 小学校段階における外国語活動の推進（ハロー先生） 

キ． チャレンジ・ザ・ドリームの充実（職場体験） 

     

１２６ 教員の資質の向上 

ア． 若手教員の育成 

イ． 教員一人ひとりの「授業力」の向上 

ウ． 教育の情報化の推進 

エ． 教育支援センターの運営 

 

１２７ 学校ごとに特色のある教育の展開 

ア． 特色ある学校づくり 

 

１２８ 教育環境の整備 

ア． 小中学校の改築 【新】 

イ． 耐震補強工事 

ウ． 空調設備設置工事 

エ． 学校緑化 

オ． 施設の改修・補修工事 

オー1 給食室の改修 オー2 外壁補修工事 

オー3 屋上改修工事 オー4 電気設備改修工事 

オー5 手洗所改修工事 オー6 プール改修工事 

カ． 機器等の整備の推進 

カー1 校内ＬＡＮの整備 

カー2 校務用パソコンの整備 【新】 

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り 

自
立
心
を
は
ぐ
く
む 

次ページへ 
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た
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１２９ いきいきと学ぶ学校づくり 

ア． 確かな学力の向上  【新】 

イ． 体力の向上  【新】 

ウ． ティーム・ティーチング及び少人数指導による授業の推進 

 

１３０ 校内での相談体制の充実 

ア． 校内相談体制の充実 

イ． 教育研究所の教育相談の充実 

ウ． 学習・教育相談室の運営 

エ． 不登校改善対策体験事業の実施 

オ． メンター制度の普及・充実 

 

１３１ 障害児教育の充実 

ア． 特別支援教育の推進 【新】 

イ． 特別支援学級の新設・移設 【新】 

 

１３２ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

ア． 学校評議員制度の推進 

イ． 学校評価の推進 【新】 

 

１３３ 子どもの居場所づくり 

ア． すくすくスクールの実施 （再掲 110） 

 

１３４ 地域の人々が集う学校づくり 

ア． 校庭、体育館･プール、特別教室等の地域開放 

前ページより 

笑
顔
で
通
え
る
学
校
づ
く
り 
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（１）自立心をはぐくむ特色ある学校づくり 

１２５ ２１世紀にふさわしい教育内容の充実 

学習指導要領改訂の円滑な実施に向けて適切な準備を進めます。併せて、教育課題等の解決を図るため、

研究奨励校及び教育課題実践推進校を指定し、その成果の活用に努めます。 

また、地域の特徴に関する学習、食育等の推進、職場体験を実施するチャレンジ・ザ・ドリームの実施状況等

の検証、科学教育センターの増設等を行い、教育内容の一層の充実を図ります。 

施策コード １２５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

新学習指導要領への対応 

【新】 

「確かな学力向上部会」の

設置及び運営 

「確かな学力向上部会」

の運営 
同左 

指導資料の作成 指導資料の周知・活用 同左 

  教科書採択（小学校） 

事業費 ５９６千円 ※※※千円 ※※※千円

教育課題への対応 

研究奨励校 

（２年間指定）  ２校 

教育課題実践推進校

（１年間指定）  ２４校 

同左 同左 

事業費 ９，７２０千円 ９，７２０千円 ９，７２０千円

学校における食育の推進 

【新】 

「食」に関する指導の全体

計画の推進及びその見直し

「食」に関する指導の 

全体計画の充実 
同左 

「生活リズム向上公開講座」

の実施 
同左 同左 

事業費 １，１７１千円 ※※※千円 ※※※千円

「えどがわ大好き」「江戸川再

発見」の設定 【新】 

活動事例集の作成 

委員会の設置・運営 
実施及びその検証 同左 

事業費 ７８８千円 ※※※千円 ※※※千円

科学教育センターの運営 

小学校  ９センター 

中学校  ３センター 

小学校  ９センター 

中学校  ４センター 
同左 

科学教育センター 

推進委員会の運営 
同左 同左 

事業費 １８，９６０千円 １８，９６０千円 １８，９６０千円

小学校段階における外国語

活動の推進（ハロー先生） 

外国人英語科指導助手 

（ハロー先生）の配置 
拡充 同左 

事業費 ３６，９９６千円 ※※※千円 ※※※千円

チャレンジ・ザ・ドリームの充実 

（職場体験） 

実施及びその検証 同左 同左 

推進委員会の運営 同左 同左 

事業費 ７，６９４千円 ７，６９４千円 ７，６９４千円
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１２６ 教員の資質の向上 

若手教員に対する研修体系の整備、教員の職層に応じた研修及び情報機器等の活用に関する研修の充実

等を図るとともに、授業内容の改善に関する研究等を行い、教員の授業力の向上に努めます。併せて、教育支

援センターが相談・助言等を行い、学校経営を支援します。 

施策コード １２６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

若手教員の育成 

若手教員育成部会 

の運営 
同左 同左 

若手教員研修の体系 

及び内容の見直し 
同左 同左 

事業費 ２５３千円 ２５３千円 ２５３千円

教員一人ひとりの 

「授業力」の向上 

授業力アップ推進 

委員会の運営 
同左 同左 

教員の職層に応じた 

研修内容の充実 
同左 同左 

事業費 ５５０千円 ５５０千円 ５５０千円

教育の情報化の推進 

「教育の情報化」 

推進委員会の運営 
同左 同左 

研修の内容の充実 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

教育支援センターの運営 人員体制の拡充 
人員体制の拡充、 

施設整備等の検討 
同左 

事業費 １０１千円 ※※※千円 ※※※千円

 

１２７ 学校ごとに特色のある教育の展開 

学校ごとの特色ある学校づくりを行えるよう支援します。 

施策コード   １２７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

特色ある学校づくり 
学校いきいき活動プラン

の拡充 
同左 同左 

事業費 ２２，０００千円 ２２，０００千円 ２２，０００千円
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１２８ 教育環境の整備 

学校施設の老朽化等に対応するため、「学校施設改築の基本的な考え方について（第一次報告）」（平成１９

年９月策定）で選定した第一期改築対象校について、先行する３校の改築準備を進めるとともに、耐震診断の

結果、補強対策となった小中学校の耐震補強工事を実施します。 

区立全小中学校の普通教室等に空調設備を設置するとともに、屋上緑化を推進します。加えて、プール等の

必要な改修等を実施します。 

また、教員一人につき１台のパソコンを配備し、校務の効率化を図ります。校内 LAN については、引き続き整

備を推進します。 

施策コード １２８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

小中学校の改築 

【新】 
基本構想・設計 １校 基本構想・設計 ３校 

実施設計 １校 

基本構想・設計 ２校 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

耐震補強工事 小学校 ７校 
小学校 ５校 

中学校 １校 
小学校 ３校 

事業費 ４８４，０５０千円 ５４６，０００千円 ２２０，５００千円

空調設備設置工事 小学校 ７２校   

事業費 ２，６５０，０００千円 千円 千円

学校緑化 屋上緑化 ２校 屋上緑化 ４校 屋上緑化 ３校 

事業費 ４，２００千円 ８，４００千円 ６，３００千円

施
設
の
改
修
・補
修
工
事 

給食室の改修 調査・設計 １校 中学校 １校 
小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 ２，９００千円 ７０，０００千円 １４０，０００千円

外壁補修工事 
小学校 ３校 

中学校 １校 

小学校 ３校 

中学校 ２校 

小学校 ４校 

中学校 ２校 

事業費 ２２８，５６７千円 ３００，０００千円 ３６０，０００千円

屋上改修工事 
小学校 ２校 

中学校 １校 

小学校 ３校 

中学校 １校 

小学校 ２校 

中学校 １校 

事業費 ２１１，８３３千円 ２００，０００千円 １５０，０００千円

電気設備改修工事 中学校 １校 小学校 １校 
小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 ７０，４０６千円 ６０，０００千円 １２０，０００千円

手洗所改修工事 
小学校 ８校 

中学校 ４校 

小学校 ８校 

中学校 ３校 

小学校 ８校 

中学校 ３校 

事業費 ５７８，６１９千円 ３５２，０００千円 ３５２，０００千円

プール改修工事 
小学校 ２校 

中学校 １校 
小学校 ２校 

小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 １９９，５００千円 １２６，０００千円 １２６，０００千円
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機
器
等
の
整
備
の
推
進 

校内ＬＡＮの整備 小学校 ３０校   

事業費 ８８，９０７千円

校務用パソコンの整備

【新】 

環境整備・機器配備 

パソコン約２，７００台 

（全小中学校に配備） 

本格稼働 同左 

事業費 １０６，５８８千円 ３８９，１４３千円 ３８９，１４３千円

 

（２）笑顔で通える学校づくり 

１２９ いきいきと学ぶ学校づくり 

「全国学力・学習状況調査」及び「東京都児童・生徒の学力向上を図るための調査」の結果を踏まえながら、

各学校が作成する「確かな学力向上プラン」に基づいた、教育内容の充実等を図ります。併せて、全児童生徒

を対象とした体力テストを実施し、子どもたちの体力の実態を把握するとともに、その向上を図るため、体育活動

の充実等に努めます。 

また、きめ細かな指導を行うため、教科に応じた少人数習熟度別指導を実施します。 

施策コード １２９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

「確かな学力」の向上 

【新】 

各学校独自の｢確かな 

学力向上プラン｣の作成 
同左 同左 

｢確かな学力向上部会｣

の設置及び運営 
同左 同左 

「家庭学習推進運動」 

の充実 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

体力の向上 

【新】 

体力テストの全校実施 

体育授業の充実 
検討 同左 

「生活リズム向上公開講座」

の実施 
同左 同左 

事業費 ８，３４８千円 ※※※千円 ※※※千円

ティーム・ティーチング※及び

少人数指導による授業の推進 

小学校 ７１校 

中学校 ２１校 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

※ ティーム・ティーチング：一つの授業を複数の教師で行うこと。理解に応じた個別指導ができるメリットがある。 

「－」：事業費は、新学習指導要領への対応、教育課題への対応、学校における食育の推進、「えどがわ大好き」「江戸川再発見」

の設定、小学校段階における外国語活動の推進（ハロー先生）及びチャレンジ・ザ・ドリームの充実（職場体験）（施策コード 125）

並びに若手教員の育成、教員一人ひとりの「授業力」の向上及び教育の情報化の推進（施策コード 126）のなかで計上していま

す。 
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１３０ 校内での相談体制の充実 

いじめ、不登校等の様々な問題に対して、児童・生徒一人ひとりの状況に応じたきめ細かな指導等を行うため、

スクールカウンセラー※と連携しつつ、校内の相談体制の整備を図ります。併せて、関係機関との連携を深め、

教育研究所の機能を充実します。 

また、学校・教育相談室において、不登校の児童・生徒に対して、基礎学力の向上、生活リズムの定着及びコ

ミュニケーション能力を高める指導を行うとともに、学校及び家庭との協力を得ながら、子どもたちの学校復帰を

支援します。併せて、地域ボランティアの協力を得ながら、不登校の傾向にある子どもたちの自主・自律性の向

上を支援するとともに、メンター制度※の普及啓発等の適切な運営に努めます。 

※ スクールカウンセラー：学校において児童・生徒の悩みの相談に応じる等教員の児童・生徒理解について指導・助言を行う人。 

※ メンター制度：不登校児のいる家庭等に、心理等を修学している大学院生、地域人材等を派遣し、話し相手をしながら、登校刺

激を行うボランティア（メンター）制度。 

施策コード １３０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

校内相談体制の充実 

スクールカウンセラー 

の配置 

（小学校拠点校からの全校

派遣・中学校全校派遣） 

同左 同左 

校内委員会の充実 同左 同左 

事業費 ５５，４４０千円 ５５，４４０千円 ５５，４４０千円

教育研究所 

の教育相談の充実 
相談室  ４か所 同左 同左 

事業費 ６，６００千円 ６，６００千円 ６，６００千円

学習・教育相談室 

の運営 
６か所 同左 同左 

事業費 １４，２００千円 １４，２００千円 １４，２００千円

不登校改善対策体験事業 

の実施 
１０事業 検討・実施 同左 

事業費 ５，６００千円 ５，６００千円 ５，６００千円

メンター制度の普及・充実 

広報活動 同左  

学校及び家庭が 

利用しやすい制度 

の拡充の検討 

実施 同左 

事業費 ２，２００千円 ２，２００千円 ２，２００千円
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１３１ 障害児教育の充実 

新たにＬＤ※、ＡＤＨＤ※、高機能自閉症※等を含めた障害を有する児童・生徒一人ひとりに応じた、適切な教

育支援を行うとともに、特別支援教育※の一層の理解促進に努めます。 

また、生徒数の増加に伴い、知的障害学級の新設及び情緒障害学級の新設・再配置を行います。 

※ LD（Learning Disabilities）：学習障害（基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又

は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの）。 

※ ADHD（Attention Deficit / Hyperactivity Disorder）：注意欠陥/多動性障害（不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状

とする発達障害）。 

※ 高機能自閉症：他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴

とする行動の障害である自閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないもの。 

※ 特別支援教育：障害のある幼児児童生徒の自立、社会参加に向けた主体的な取組等を支援するという視点に立ち、幼児児童

生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活及び学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指

導及び必要な支援を行うもの。 

施策コード １３１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

特別支援教育の推進 

【新】 

校内委員会の充実 同左 同左 

支援教育コーディネーター

の資質の向上 
同左 同左 

「個別指導計画※」 

の作成及びその充実 

「個別指導計画※」及び

「個別の教育支援計画※」

の作成及びその充実 

同左 

副籍による校内体制 

の整備 

副籍による校内体制 

の整備及びその充実 
同左 

パンフレット作成   

専門家チーム派遣等 同左 同左 

事業費 ５，９９１千円 ４，０９１千円 ４，０９１千円

特別支援学級の新設・移設

【新】 

知的障害学級の開設 

（二之江中学校） 

情緒障害学級新設 

の準備 

情緒障害学級の開設 

（松江及び小岩地区） 

情緒障害学級の廃止 

（二之江中学校） 

 

事業費 ５６，４００千円 ０千円 千円

※ 個別指導計画：児童生徒一人ひとりの教育的ニーズに対応して指導の方法及び内容の明確化を図るもの。 

※ 個別の教育支援計画：障害のある児童生徒の一人ひとりのニーズを正確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという

考えの下、長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後までを通じて一貫して的確な教育的支援を行うことを目的として、特別な

教育的ニーズの内容、適切な教育的支援の目標と内容、教育的支援を行う者・機関等を定めたもの。 
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（３）開かれた学校づくり 

１３２ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

学校評議員制度※を積極的に活用するとともに、学校評価を実施し、学校･家庭･地域が一体となった学校づ

くりを行い、学校の教育力の向上を図ります。 

※ 学校評議員制度：地域の有識者等が評議員となり、学校運営に関して意見を述べたり、助言を行うしくみ。 

 施策コード １３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

学校評議員制度の推進 

学校評議員研修 

の充実 
同左 同左 

学校評議員会 

の運営及び充実 
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

学校評価の推進 

【新】 

学校評価検討委員会 

の設置・運営 

学校評価委員会 

の設置・運営 
学校評価委員会の運営

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

１３３ 子どもの居場所づくり 

放課後等の学校施設を有効に活用しながら、地域、学校及び保護者の連携を推進し、様々な体験を通して、

子どもたちの豊かな人間性を育むことを図るため、学童クラブの機能を包摂したすくすくスクール事業の一層の

充実に努めます。また地域ボランティアによるサポートセンターの働きかけをさらに推進し、各地域の特色ある活

動を支援します。 

施策コード １３３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

すくすくスクールの充実 

再掲 110 
地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 ８２０，８８７千円 ８２０，８８７千円 ８２０，８８７千円

 

１３４ 地域の人々が集う学校づくり 

学校施設を地域の文化・スポーツ活動の拠点として位置付け、住民が利用しやすい施設整備、設備の充実

を行うことで、区民の誰もが参加できる文化・スポーツ活動を支援します。 
施策コード   １３４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

校庭、体育館、プール、 

特別教室等の地域開放 

小学校 ７３校 

中学校 ３３校 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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第２節 

学びと協働による 

区民文化づくり 

 

１ 人生を豊かにする生涯学習 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

 

２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動と 

コミュニティ活動 

（１）ボランティア立区の推進 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

 

３ 創造性豊かな江戸川文化 

（１）「江戸川文化」の創造 

 

４ 男女共同参画社会の推進 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

 

５ 世界の人々との交流と共生 

（１）「地球人」の意識づくり 

（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

（３）世界平和のためのまちづくり 

 

６ 安心できる消費生活 

（１）安心できる消費生活への支援 

（２）参加型消費者の支援 
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１ 人生を豊かにする生涯学習 

【施策の考え方】 

豊かな人生とより良い地域社会を目指し、多くの区民が実りある生涯学習に取り組めるように、様々な学習の

場及び機会を提供します。 

また、情報の提供、相談サービス、図書館等の施設の充実等、区民の自主的な学習活動を支援するための

環境づくりを行います。さらに、学習する人々の励みにもなり、地域の教育力の向上、活性化等にも繋がるよう、

学習によって得られた知識、技術、経験等を活かして地域社会に寄与できるよう支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）時代にふさわしい生涯学習機会の提供 

２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

共育・協働の学びの場として、地域での実践を念頭においた、より実効性の高い授業内容の実現を図るととも

に、篠崎文化プラザ内に活動室を整備し、同窓会の活動、学生の地域活動等を支援します。 

 施策コード ２０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

総合人生大学の充実 活動室の整備・活用等 カリキュラム等の充実 同左 

事業費 ３７，８０１千円 ※※※千円 ※※※千円
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２０１ 「江戸川総合人生大学」の充実 

ア． 総合人生大学の充実 

 

 

 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

ア． 篠崎文化プラザの運営 【新】 

イ． (仮称)子ども未来館の開設 【新】 

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 
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（２）生涯学習の裾野を広げるしくみづくりと学習成果の活用 

２０２ 学びの広報と機会づくり 

一人でも多くの区民が生涯学習に参加できるように、情報技術等の活用を図り、総合人生大学、国、都、民間

機関等が実施する講座等を紹介します。また、気軽に学びを体験できる機会の提供に努めます。さらに、生涯

学習の裾野を広げるために、実際に学んでいる人が、学びの楽しさ、充実感等を周囲の人に伝えられるよう、そ

の促進を図ります。 

 

２０３ 地域での学びの場の提供 

区の歴史、文化、産業等に関する展示、篠崎図書館、総合人生大学の活動の拠点等となる機能を併せ持っ

た篠崎文化プラザを開設・運営します。 

また、篠崎図書館を篠崎文化プラザに移設することに併せて、同跡地には、子どもの知的好奇心を刺激し、

創造力を高め、未来の可能性を広げる学びと探求の場として、近隣の篠崎ポニーランド及び中篠崎公園と一体

的な整備を図りながら、「（仮称）子ども未来館」を開設します。 

施策コード ２０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

篠崎文化プラザの運営 

【新】 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

（仮称）子ども未来館の開設

【新】 
解体・工事 工事・開設 運営 

事業費 ６３６，６０１千円 ※※※千円 ※※※千円

 

２０４ 学びの支援と学習成果の活用 

総合人生大学等における学びを契機とした区民の自発的な学習を促進するため、学習サークルを育成し、

学習サークル間の連携を促進する等の、学びのネットワークづくりを支援します。また、一定の学びの成果を得

た区民が､その成果を発表する場、他の区民に教える機会等の整備に努めます。 
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２ 江戸川区の良さを活かしたボランティア活動とコミュニティ活動 

【施策の考え方】 

地域社会において、区民の自主的な取り組みを必要とする新たな課題が生じています。このため、区民一人

ひとりがボランティアとして、活躍できるようなしくみづくりを行い、自立性の高い、思いやりと支えあいのある、豊

かなコミュニティをつくります。また、町会・自治会を基礎としつつ、テーマコミュニティ等、さまざまなコミュニティ

が自主的に活発に活動できるような環境を整えます。 

【施策体系図】 
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２０５ ボランティア活動のためのプラットフォームの構築 

ア． ボランティア活動の情報提供 

イ． コーディネート・相談機能の充実 

ウ． ボランティアの裾野の拡大 

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

ア． ボランティア人材の育成 

 

２０７ ボランティア団体などへの支援 

ア． ボランティア活動室の有効活用 

イ． ネットワーク事業の育成 

ウ． ボランティア団体活動費助成 

 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

ア． 町会・自治会の活動支援 

 

 

２０９ 地域コミュニティとテーマコミュニティの連携強化 

 

２１０ コミュニティ活動の新たな「場」の整備・充実 

ア． 平井七丁目区民施設の建設 【新】 

 

２１１ 区民と区のパートナーシップによるコミュニティづくり 
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（１）ボランティア立区の推進 

２０５ ボランティア活動のためのプラットフォーム※の構築 

様々な分野のボランティア活動に関する情報の提供等を推進します。加えて、ボランティア活動に関する相談、

紹介等を行うとともに、ボランティア活動へのきっかけづくりとなる機会を提供し、区民が様々な分野のボランティ

ア活動に参加できるよう、ボランティア立区の形成を推進します。 

※ プラットホーム：駅のプラットホームのように、様々なボランティア活動を支える共通の土台。 

施策コード ２０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア活動の情報提供

２７０団体 ２８０団体 ３００団体 

 メールマガジンの検討 メールマガジンの実施 

事業費 ７８３千円 ７８３千円 ７８３千円

コーディネート・相談機能 

の充実 

コーディネート ２３０件 コーディネート ２５０件 コーディネート ２７０件

相談  ４００件 相談  ４２０件 相談  ４５０件 

事業費 ３，３５１千円 ３，３５１千円 ３，３５１千円

ボランティアの裾野の拡大 

ボランティア出前講習 

 ４８校 

ボランティア出前講習 

 ５０校 

ボランティア出前講習 

 ５２校 

体験先 １５０か所 体験先 １５５か所 体験先 １６０か所 

ボランティア入門講座 同左 同左 

ボランティアフェスティバル 同左 同左 

事業費 １，８８８千円 １，８８８千円 １，８８８千円

 

２０６ ボランティアを支える人づくり 

ボランティア活動に関する専門的な知識等を習得する機会を提供し、人材の育成に努めます。 

施策コード ２０６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア人材の育成 手話講座等 ５講座 同左 同左 

事業費 ８５４千円 ８５４千円 ８５４千円
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２０７ ボランティア団体などへの支援 

ボランティア団体相互の情報交換等、連携して活動を行うネットワークづくりを支援します。 

施策コード ２０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ボランティア活動室 

の有効活用 

ボランティア体験会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ９６３千円 ９６３千円 ９６３千円

ネットワーク事業の育成 ネットワーク事業の検討 ネットワーク事業の実施 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

ボランティア団体活動費助成
登録団体活動費助成 

４５団体 

登録団体活動費助成 

４７団体 

登録団体活動費助成 

４８団体 

事業費 ２，４７５千円 ２，５８５千円 ２，６４０千円

 

（２）時代にふさわしいコミュニティの形成 

２０８ 町会・自治会などを基礎としたコミュニティの活性化 

地域の諸課題の解決を図る、町会･自治会等の地域団体による活動を様々な側面から支援します。 

施策コード ２０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

町会・自治会の活動支援 活動支援 同左 同左 

事業費 １６２，２４１千円 １６２，２４１千円 １６２，２４１千円

 
２０９ 地域コミュニティとテーマコミュニティの連携強化 

２１０ コミュニティ活動の新たな「場」の整備・充実 

平井地区にコミュニティ施設を開設し、区民の文化及び福祉の一層の増進を図ることに努めます。 

施策コード ２１０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

平井七丁目区民施設の建設

【新】 
土地の取得・設計委託 建築工事 開設・供用開始 

事業費 ６６２，６６１千円 ※※※千円 ※※※千円

 
２１１ 区民と区のパートナーシップによるコミュニティづくり 

区民と区との適切な役割分担を図り、町会・自治会、ボランティア団体、ＮＰＯ等の活動及び相互の連携・協

働を支援することにより、そこに住み、働き、学び、憩う人々が主体となり、誇りと愛着をもって住み続けていける

コミュニティの形成を推進します。 
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３ 創造性豊かな江戸川文化 

【施策の考え方】 

区は、都心から至近な位置にありながら、水と緑に恵まれ、地域の中で住み、働き、学び、憩うことができる等、

うるおいと楽しさのある魅力的な都市として発展しています。このような中で、文化財、伝統工芸等の伝統文化を

継承し、様々な地域の資源、特長等を活かして新たな生活文化を創造し、魅力あふれる「江戸川文化」として世

界に向けて発信していく等、創造性の豊かな江戸川文化を育みます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１）｢江戸川文化｣の創造 

２１２ 文化の創造のための活動の支援 

区民の文化・芸術活動がより活発なものとなるように活動の場や機会のさらなる充実に努めるとともに、誇りと

自信がもてるように活動の紹介、顕彰等を行います。また、文化・芸術活動を行っている個人や団体の相互交流、

自主グループの育成、さまざまな情報の提供、文化イベントの開催等を推進します。このことを通じて、豊かな広

がりと高みをもつ文化・芸術活動の振興を図ります。 
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２１２ 文化の創造のための活動の支援 

 

２１３ 豊かな生活文化の形成 

ア． 区内大会等の団体活動の支援 

イ． マラソン大会の開催 

ウ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 

エ． ウォーキングフェスタえどがわの開催 

オ． （仮称）水辺のスポーツガーデンの整備 【新】 

 

２１４ 国際文化との交流と情報発信 

 

２１５ 地域資源などの活用 

ア． 江戸川区紹介誌の作成 【新】 

 

２１６ 観光情報の発信 

ア． 篠崎文化プラザの運営 【新】 （再掲 203） 

イ． 新川千本桜計画 【新】 

 

２１７ 伝統文化の継承と積極的な活用 

ア．一之江名主屋敷の保存管理・活用 

イ．郷土資料室の運営 

ウ．篠崎文化プラザの運営 【新】 （再掲 203） 

エ．仏教美術調査と成果発表 

オ．影向の松樹勢回復事業

「江
戸
川
文
化
」の
創
造 
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２１３ 豊かな生活文化の形成 

区内大会の開催等のスポーツ活動を支援し、スポーツの振興を図ります。併せて、旧江戸川河川敷の活用を

図り、区民のスポーツレクリエーション拠点となる「（仮称）水辺のスポーツガーデン」の整備を進めます。 

施策コード ２１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区内大会等の団体活動 

の支援 
支援 同左 同左 

事業費 ３，７４６千円 ３，７４６千円 ３，７４６千円

マラソン大会 

の開催 

実行委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 ４，５００千円 ４，５００千円 ４，５００千円

公益性のある区内大会、 

講座等の支援・後援 
支援・後援 同左 同左 

事業費 １７，０００千円 １７，０００千円 １７，０００千円

ウオーキングフェスタ 

えどがわの開催 

組織委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

（仮称）水辺の 

スポーツガーデンの整備 

【新】 

造成工事 供用開始及び運営 運営 

事業費 －千円 ※※※千円 ※※※千円

「－」：事業費は、身近な公園の整備（施策コード 106）の中で計上しています。 

 

２１４ 国際文化との交流と情報発信 

国際的な文化イベントの開催、区民の多彩な文化交流への支援等により、親善及び相互理解が図れる機会

を充実するとともに、世界に向けて江戸川文化に関する情報を発信します。 

 

２１５ 地域資源などの活用 

区の概要を紹介する冊子を作成し、区の魅力を広く紹介します。また、多くの人々が集まるイベント等の積極

的な誘致活動を展開し、地域を舞台とする様々な交流を推進します。 

施策コード ２１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区紹介誌の作成 

【新】 

冊子及び別紙データ集

の制作 
別紙データ集の更新 同左 

事業費 ３，３２９千円 ２００千円 １００千円
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２１６ 観光情報の発信 

篠崎文化プラザにおいて江戸川区の様々な魅力を広く伝えるため、歴史、文化、産業等に関する企画展示

を行います。また、新川千本桜の整備に併せ、企画展示等を行う施設を開設します。 

施策コード ２１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

篠崎文化プラザの運営 

 【新】 再掲 203 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

新川千本桜計画 

 【新】 

耐震護岸・人道橋・ 

修景の整備 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、新川環境整備（新川千本桜計画）（施策コード 734）のなかで計上しています。 

 

２１７ 伝統文化の継承と積極的な活用 

耐震補強工事に伴い郷土資料室の整備を進めるとともに、区の歴史、文化、産業等に関する企画展示を行う

篠崎文化プラザを開設します。また、一之江名主屋敷の修繕等、仏教美術品の調査、善養寺影向の松樹勢

の回復等を実施することにより、区の文化財の適切な保存･継承に努めます。 

施策コード ２１７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

一之江名主屋敷 

の保存管理・活用 

消防設備の保守管理 庭園の管理方針の検討 同左 

茅葺屋根の補修 同左 同左 

事業費 １，６００千円 １０５千円 １０５千円

郷土資料室の運営 

郷土資料室の整備   

企画展の開催(年 2 回) 同左 同左 

収蔵資料の調査・ 

データベース化 
同左 同左 

事業費 ６，２２５千円 ５，２３０千円 ５，２３０千円

篠崎文化プラザの運営 

 【新】 再掲 203 
開設 運営 同左 

事業費 ５０２，５３１千円 ※※※千円 ※※※千円

仏教美術調査と成果発表 本格調査 同左 同左 

事業費 １，４７０千円 １，４７０千円 １，４７０千円

影向の松樹勢回復事業 樹勢回復事業 同左 同左 

事業費 １５，００９千円 １０，６９２千円 １２，７９０千円
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４ 男女共同参画社会の推進 

【施策の考え方】 

男女がお互いに尊重しあい、その能力と個性を発揮できる地域社会の実現をめざして、男女平等の意識

づくりを進め、区民と力を合わせて環境整備を行います。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）性別に関係しない機会平等の社会づくり 

２１８ 男女共同参画推進計画の実施 

区民等と区との協働による男女共同参画社会の実現に向けて、「江戸川区男女共同参画推進計画」の着実

な推進を図ります。 

施策コード ２１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区男女共同参画 

推進計画の着実な推進 

推進 同 左 同左 

区民会議の開催 同 左 同左 

事業費 ４０７千円 ４０７千円 ４０７千円

 
２１９ 男女平等に向けた意識の形成 

国際的な視点、多様な価値観等を踏まえながら、より広い視野のもとに男女共同参画に関する普及啓発等を

実施します。 

施策コード ２１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

意識啓発の推進 

男女共同参画週間 

記念映画会の開催 
同左 同左 

講演会等の開催 同左 同左 

情報誌の発行 同左 同左 

事業費 １，６０８千円 １，６０８千円 １，６０８千円

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進 

２１８ 男女共同参画推進計画の実施 

ア． 江戸川区男女共同参画推進計画の着実な推進 

 

２１９ 男女平等に向けた意識の形成 

ア． 意識啓発の推進 

 

２２０ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

ア． ワーク・ライフ・バランスの意識啓発及び実態把握 【新】

 

２２１ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

ア． ＤＶ被害者等の自立支援及び相談事業の充実 【新】 

機
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２２０ 男女がいきいきと働き自立できる環境づくり 

仕事と私生活の調和を図るワーク・ライフ・バランスの普及啓発及び実態調査を実施します。 

施策コード ２２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ワーク･ライフ・バランスの 

意識啓発及び実態把握 

【新】 

産業ときめきフェア出展 同左 同左 

取組企業の情報を広報 同左 同左 

  
働く女性の実態調査 

の検討 

事業費 １００千円 １００千円 １００千円

 
２２１ 性別によらず人権が確立・擁護される社会づくり 

暴力防止及び被害者保護のための基本的な計画を策定するとともに、配偶者等からの暴力に関する相

談、被害者の自立支援等の充実を図ります。 
施策コード ２２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

DV 被害者等の 

自立支援及び相談事業の充実

【新】 

法律相談の開設 同左 同左 

経済的に困難な女性のた

めのパソコン教室の開設 
同左 同左 

セミナーの開催 同左 同左 

配偶者暴力対策 

基本計画策定の検討 
同左 同左 

事業費 ６７５千円 ６７５千円 ６７５千円
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５ 世界の人々との交流と共生 

【施策の考え方】 

区内に住む世界からの人々が増加しています。環境、平和等地球規模の課題に対して、区民一人ひとりが、

同じ地球に住む「地球人」としての発想を持ち、ともに暮らしていける環境を整えます。 

【施策体系図】 
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２２２ 地球人の意識づくり 

ア． 小学校段階における 

外国語活動の推進（ハロー先生） （再掲 125） 

２２３ 世界の人々との交流の促進 

 

 

２２４ 青少年の海外派遣事業の推進 

ア． 「青少年の翼」事業の推進 （再掲 112） 

 

２２５ 日常生活の支援 

 

２２６ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

 

２２７ 地域社会との交流促進 

 

２２８ 行政サービスの充実 

 

 

２２９ 平和意識の啓発 

 

２３０ 平和教育の充実 

 

２３１ 平和への取組みの支援 

「地
球
人
」
の
意
識
づ
く
り 

地
域
社
会
の
構
築 

世
界
か
ら
の
人
々
が
共
生
す
る 

世
界
平
和
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り 



47 
 

（１）「地球人」の意識づくり 

２２２ 地球人の意識づくり 

区立小学校に外国人英語科指導助手を配置することにより、小学校における外国語に関する活動を促進し、

国際感覚豊かな人材の育成に努めます。 

施策コード ２２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

小学校段階における外国語

活動の推進（ハロー先生） 

再掲 125 

外国人英語科指導助手

（ハロー先生）の配置 
拡充 同左 

事業費 ３６，９９６千円 ※※※千円 ※※※千円

 

２２３ 世界の人々との交流の促進 

区民が異なる文化及び生活習慣にふれ、親善と相互理解を深めることができるよう、姉妹都市、友好都市等

との草の根の交流を促進します。また、国際交流に関する情報提供を行うとともに、区内ボランティアと連携しな

がら、海外の様々な団体・グループとの交流を促進します。 

 
２２４ 青少年の海外派遣事業の推進 

野村･立井国際交流基金※等を活用した、青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイ、文化体験等の幅広い

体験を通して、国際感覚を培った次代を担う人材の育成を図ります。 

※ 野村・立井国際交流基金：故野村喜代氏、故立井隆氏の寄付をもとにした、区民の国際化の推進等を図るための基金。 

 施策コード ２２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

「青少年の翼」事業の推進 

再掲 112 

派遣先  ５か国 

派遣人数 １００人 
同左 同左 

事業費 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円 ４２，２７９千円
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（２）世界からの人々が共生する地域社会の構築 

２２５ 日常生活の支援 

世界からの人々が、ひとりの区民として区で安心した生活ができるように、外国語のできるボランティアによる

支援をはじめ、日常生活におけるさまざまな相談及び生活支援を行います。また、さまざまな活動を行っている

民間交流団体、ボランティアの人々等のネットワーク化を図るとともに、効果的な支援ができるように条件整備を

進めます。 

 

２２６ 生活上の問題を解決する仲介役の確保 

食生活をはじめ、文化や生活習慣の違いに起因する様々な問題について、相互に意見交換し、解決策を見

出せるように、地域において仲介役のできる人を確保します。また、トラブルや不当な差別を招くことがないよう

に、情報提供と相談に努めます。 

 

２２７ 地域社会との交流促進 

世界からの人々が気軽に地域活動に参加できる、開かれた地域社会づくりを促進し、相互交流を通じて地域

コミュニティがさらに活発になることをめざします。 

 

２２８ 行政サービスの充実 

世界からの人々が安心した生活ができるように、相談体制の整備、防災安全対策の確立、区政情報の外国

語による提供等、行政サービスをさらに充実させます。 

 
（３）世界平和のためのまちづくり 

２２９ 平和意識の啓発 

水と緑に囲まれた郷土を次世代に守り伝えていくため、生命の尊さと平和の大切さを考える機会をもつことは

重要であり、江戸川区平和都市宣言の趣旨を踏まえて、各種のイベント等多様な機会を通じて区民への情報提

供に努めます。また、区民とともに世界の人々との交流を進めることにより、相互理解と友好関係の構築を図りま

す。 

 
２３０ 平和教育の充実 

人類の願いである世界平和を実現するために、自立し平和を重んじる区民を育てることが必要であり、小中学

校において平和に関する教育を充実させます。 

 

２３１ 平和への取組みの支援 

戦争の悲惨さ、生命の尊さ等について区民が改めて考える機会を提供するため、平和祈念式典の実施や平

和資料の展示等、区民の自主的な取り組みを支援します。 
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６ 安心できる消費生活 

【施策の考え方】 

区民一人ひとりが、消費生活の質的向上と安心・安全を得られるよう、商品、サービス等の購入にあたって適

切な選択を行える社会環境づくりを進めます。また、大量のごみの排出等を通じて、消費者自身が地球環境に

負荷を与えている側面もあり、地球環境への負荷を低減するため、環境に配慮した消費生活を推進します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）安心できる消費生活への支援 

２３２ 情報提供の充実 

ホームページ、メールマガジン等の活用を図りながら、悪質商法被害防止及びグリーンコンシューマー※に関

する情報の提供を行います。特に在宅の熟年者については、熟年者の見守りの人たちを含めて、必要な情報を

迅速に提供します。 

※ グリーンコンシューマー：商品やサービスを購入する際に、環境に配慮した製品を優先的に購入する消費者及び消費者行動。 

施策コード ２３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

消費生活に関する 

情報提供の充実 

ホームページ全体構成

の見直し 
ホームページの運用 同左 

メールマガジンの運用 同左 同左 

情報提供紙 

（みまもり・ねっと等）の発行
同左 同左 

他部署との関連強化 

情報提供 

（安心生活応援ﾈｯﾄﾜｰｸ

・安心生活ｻﾎﾟｰﾄ事業）

同左 同左 

事業費 ６３０千円 ６３０千円 ６３０千円

 

安
心
で
き
る
消
費
生
活 

２３２ 情報提供の充実 

ア．消費生活に関する情報提供の充実 

 

２３３ 学習機会の充実 

 

２３４ 関係機関との連携強化 

 

２３５ 相談体制の充実 

ア．消費者相談体制の充実 

 

２３６ 環境に配慮した消費生活の促進 

 

２３７ 消費者と事業者の協働 

 

２３８ 事業者情報の公開の促進 

消
費
生
活
へ
の
支
援 

安
心
で
き
る 

参
加
型
消
費
者
の
支
援 
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２３３ 学習機会の充実 

子どもへの消費者教育を充実させるため、教育委員会等との連携を図りながら、児童・生徒を対象とした消費

者教育の充実に努めます。また、区内の小中学校を対象に、最新の消費生活情報紙「ニュースレター」を発行・

提供します。 

 

２３４ 関係機関との連携強化 

悪質商法被害の未然防止をより一層推進するため、消費者行政を担う国、都の各機関、警察等との連携を強

化し、不適正取引事業者に対する行政指導・業務改善が速やかに実施されるよう相談情報の提供を充実します。

併せて、消費者被害の増加傾向にある熟年者への対応として、安心生活応援ネットワーク等との連携の充実を

図ります｡ 

また、関係機関等との連携を図りながら、多重債務者の早期発見に努め、適切な相談支援を図ります。 

 
２３５ 相談体制の充実 

消費者相談の増加及び巧妙化に柔軟に対応するため、相談時間の延長等の体制の充実を図ります。また、

国民生活センターが運用する「全国消費生活情報ネットワークシステム」を活用し、相談情報の充実を図ります。 

施策コード ２３５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

消費者相談体制の充実 
必要な相談体制 

の整備 

必要な相談体制 

の検討 
同左 

事業費 １，０３１千円 ※※※千円 ※※※千円

 
（２）参加型消費者の支援 

２３６ 環境に配慮した消費生活の促進 

グリーンコンシューマー※の育成・支援、消費者団体・環境ＮＰＯ等との連携等により、環境に配慮した消費生

活を区民に広く啓発します。 

※グリーンコンシューマー：商品やサービスを購入する際に、環境に配慮した製品を優先的に購入する消費者及び消費者行動。 

 

２３７ 消費者と事業者の協働 

消費者の意見要望が事業者活動に反映されるよう、消費者と事業者の交流の場づくりを行います。 

 

２３８ 事業者情報の公開の促進 

事業者の保有する製品情報・危害情報を区民に提供することにより、消費者がより良い製品・サービスを享受

できるように支援します。併せて、事業者側の情報公開が今後さらに迅速・適切に行われるように、国、都等監

督機関に要請を行います。 
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第３節 

いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔１〕 区民の健康づくりのために 

 

１ 生活習慣病と健康 

（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

（２）区民主役の健康づくりの支援 

 

２ 心の健康づくり 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

 

３ 生涯スポーツの推進 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 

４ 感染症と健康危機への対応 

（１）感染症対策などの充実 

 

５ 食と住の安全性 

（１）健康食住の推進 

 



52 
 

１ 生活習慣病と健康 

【施策の考え方】 

高齢化の進展、食生活、ライフスタイル等の多様化にともない、生活習慣病が区民共通の課題となっています。 

生活習慣病は、日頃の生活習慣と密接な関係があるため、正しい生活習慣を身に付け、年齢、生活環境等

に応じた健康づくりを進めることが大切です。自分の健康は自分で守り、自分でつくることを基本に、区民一人

ひとりの｢健康寿命｣をのばすことを積極的に支援するための施策を展開します。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生
活
習
慣
病
と
健
康 

３０１ 健康サポートセンターの設置 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

ア． 固定式休日診療の充実 

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

ア． 区民基本健診の充実 【新】 

イ． 生活習慣病に関する健康診査（特定健診） 【新】 

ウ． がん検診の充実 

エ． 成人歯科健診の充実 

オ． 乳幼児からの歯科健診の充実 

カ． 母子健診の充実 

 

３０４ より良い生活習慣づくり 

ア． 食育推進計画の推進 【新】 

イ． 生活習慣病予防事業の充実 【新】 

ウ． 生活習慣病予防 

に関する保健指導（特定保健指導）の充実 【新】 

エ． ８０２０運動の推進 

 

３０５ 地域からの健康づくり 

ア． 地域密着型の健康づくり運動の展開 

イ． 地域の健康づくりリーダーの育成 【新】 

ウ． ファミリーヘルス推進員の支援 

エ． 健康ボランティアの育成及び支援 【新】 

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

守
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
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（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

３０１ 健康サポートセンターの運営 

妊娠分娩期及び乳幼児期から熟年期までの健康相談、各種健診、精神保健福祉、生活習慣病予防対策、

介護予防等を行う健康サポートセンターを区内８か所に設置し、生涯を通じた健康づくりを支援します。 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

５月の連休及び年末年始の固定式休日診療所を設置する医師会館及び医療検査センターの一層の周知を

図ります。併せて、固定式休日診療所の新設の検討を進めるとともに、輪番制との連携を図ることにより、安心で

きる医療体制の整備に努めます。 

施策コード ３０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

固定式休日診療の充実 
固定式休日診療事業

の充実 
同左 同左 

事業費 ２３，３６２千円 ２３，３６２千円 ２３，３６２千円

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

平成 18 年度医療制度改革に伴い、各種健診体制の再編を行います。引き続き、医療保険者が実施する生

活習慣病予防の健診を踏まえつつ、区民等の健康増進を図り、切れ目のない健診体制の整備に努めます。 

また、妊婦健診の助成回数を拡大する等、母子保健の向上に努めます。 

施策コード ３０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区
民
基
本
健
診
の
充
実 

40 歳未満・その他 

【新】 
２５，０００人 ２５，０００人 ２５，０００人 

事業費 ２３５，６１７千円 ２３５，６１７千円 ２３５，６１７千円

75歳以上の後期高齢者 

医療制度加入者（委託） 

【新】 

２７，２３０人 ２８，０００人 ２８，５００人 

事業費 ２６２，３１６千円 ２６９，７００千円 ２７４，５５０千円

生活習慣病に関する健康診査 

（特定健診）の充実 【新】 
６４，１００人 ６９，２００人 ７４，１００人 

事業費 ５７７,７５０千円 ６２２,８００千円 ６６６,９００千円

がん検診の充実 １０２，８００人 １０６，０００人 １０８，５００人 

事業費 ７２４，６２５千円 ７５０，４７２千円 ７６５，０９２千円

成人歯科健診の充実 ８，６００人 ８，６５０人 ８，７００人 

事業費 ７１，４３１千円 ７１，８５０千円 ７２，２６０千円
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乳幼児期からの 

歯科健診の充実 

歯ッピー教室の充実 

２９，３００人 
２９，５００人 同左 

事業費 ４９，７００千円 ５０，０４０千円 ５０，０４０千円

母子健診の充実 

妊婦健康診査受診費 

助成の拡充 
  

乳幼児健診の実施 

６３，２４０人 
同左 同左 

事業費 ４４４，６８２千円 ４４４，６８２千円 ４４４，６８２千円

 

（２）区民主役の健康づくりの支援 

３０４ より良い生活習慣づくり 

食育の総合的な推進を図るため、「（仮称）江戸川区食育推進計画」を策定し、その着実な普及啓発に努めま

す。 

また、「特定健診等実施計画」に基づき、生活習慣病に関する健康診査（特定健診）の結果等を踏まえ、メタ

ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者及び予備群に対して、生活習慣の改善等を図る適切な保健指

導を実施するとともに、生活習慣アクションプランに基づいた普及啓発に努めます。 

また、歯科医師会と協力し、口腔疾患の予防及び口腔ケアに関する普及啓発に努めます。 

施策コード ３０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

食育推進計画の推進 

【新】 

（仮称）江戸川区食育

推進計画の策定 
食育事業の実施 同左 

事業費 ３，１０９千円 ※※※千円 ※※※千円

生活習慣病予防事業の充実

【新】 

セミナー、講演会、 
イベント等の開催 

同左 同左 

食生活改善の支援 同左 同左 

事業費 ２，７９４千円 ３，０４４千円 ３，０４４千円

生活習慣病予防に関する 

保健指導（特定保健指導） 

の充実  【新】 

３，０００人 ３，７００人 ４，５００人 

事業費 ６７,３７０千円 ７３,２６０千円 ８９,１００千円

８０２０運動※の推進 

周知・啓発 同左 同左 

２００８年健口年イベント

の開催 
  

事業費 ９８０千円 ０千円 ０千円

※ ８０２０運動：「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動。 
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３０５ 地域からの健康づくり 

生活習慣病及び老化の予防を図るため、ウオーキング、老化予防等の健康課題に関する出前講座を実施す

るとともに、ホームページ等を活用しつつ、地域の自主的な健康づくり運動を支援します。 

食習慣改善、口腔ケア等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供するとともに、受講者の自主的

な活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくり活動を担うリーダーの育成に努めます。 

また、健康講座、ウオーキング等の啓発・活動等を推進し、家庭・地域からの健康づくりを担うファミリーヘルス

推進員の活動を支援するとともに、地域で健康づくり活動を実践するボランティアの育成等に努めます。 

施策コード ３０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域密着型の健康づくり 

運動の展開 

ウオーキング大会・ 

各種健康講座の開催 
同左 同左 

事業費 ２，６００千円 ２，６００千円 ２，６００千円

地域の健康づくりリーダー 

の育成 【新】 

地域の健康づくり 

リーダーの育成支援 
同左 同左 

事業費 １２４千円 １２４千円 １２４千円

ファミリーヘルス推進員 

の支援 

委嘱式の実施  委嘱式の実施 

活動支援 

８団体 ３８０名 
同左 

活動支援 

８団体 ４００名 

事業費 １２，４００千円 １１，０００千円 １２，４００千円

健康ボランティア 

の育成及び支援 【新】 

ボランティア 

の育成及び支援 
同左 同左 

事業費 １１６千円 １１６千円 １１６千円

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 
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２ 心の健康づくり 

【施策の考え方】 

ストレスの多い社会に生きる現代人にとって、「心の健康」は生活の質を左右する重要な要因の一つです。家

族関係、地域社会への帰属意識等が大きく多様化するなかで、高度情報化社会の進展等により、区民一人ひ

とりをとりまく環境はこれまでにも増して変化が激しくなっています。このような変化を受け止め、心のバランスを

保っていくことが大切です。 

そのため、心の健康を保つための啓発、正しい情報の提供、相談支援等の心を元気にするためのしくみづく

りを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

３０７ こころの健康づくり対策 

うつ病、心身症等の心の健康に不安を持つ区民に対する電話相談を、休日を含めて実施するとともに、自殺

対策基本法に基づき、自殺防止の啓発活動等を推進する等、自殺対策の総合的な推進を図ります。 

施策コード ３０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

「こころの健康ホットライン」 

の実施 

専用電話による相談 

の実施 

休日電話相談の設置 

専用電話による相談 

の実施（休日を含む） 
同左 

事業費 ４，５４４千円 ４，５４４千円 ４，５４４千円

自殺予防対策の実施 

【新】 

（仮称）自殺予防に 

関する対策会議の設置

（仮称）自殺予防に 

関する対策会議の運営
同左 

自殺防止キャンペーン

の実施 
同左 同左 

事業費 １６５千円 １６５千円 １６５千円

心
の
健
康
づ
く
り 

た
め
の
し
く
み
づ
く
り
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３０７ こころの健康づくり対策 

ア． 「こころの健康ホットライン」の実施 

イ． 自殺予防対策事業の実施 【新】 
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３ 生涯スポーツの推進 

【施策の考え方】 

生活習慣病を予防し、心の健康を保ち、生涯にわたっていきいきと楽しく暮らすためには、そのもととなる身体

の健康づくりを進めることが不可欠であり、区民一人ひとりが体力、興味等に応じて生涯スポーツを続けることが

大切です。 

江戸川区には、球場、陸上競技場等のスポーツ競技の本格的な施設をはじめ、河川敷の野球場、サッカー

グランド、健康の道、サイクリングロード等、健康づくり、スポーツの場等が多様に整えられています。今後さらに、

誰でもどこでも身近にスポーツを続けられる環境づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
都
市
・
江
戸
川
の
形
成 

３０８ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

ア． 区民大会等の団体活動の支援 （再掲 213） 

イ． マラソン大会の開催 （再掲 213） 

ウ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 （再掲 213） 

エ． ウオーキングフェスタえどがわの開催 （再掲 213） 

オ． 東京国体の開催準備 【新】 

カ． （仮称）水辺のスポーツガーデンの整備 【新】 （再掲 213） 

 

３０９ 健康スポーツを支える人づくり 

ア． 地域スポーツ推進員の養成 【新】  

 

３１０ スポーツ競技の振興 
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（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

３０８ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

区内大会の開催等のスポーツ活動を支援し、スポーツの振興を図ります。併せて、旧江戸川河川敷の活用を

図り、区民のスポーツレクリエーション拠点となる「（仮称）水辺のスポーツガーデン」の整備を進めます。 

また、平成 25 年に開催する東京国体の開催準備を進めます。 

施策コード ３０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区内大会等の団体活動の支援

再掲 213 
支援 同左 同左 

事業費 ３，７４６千円 ３，７４６千円 ３，７４６千円

マラソン大会の開催 

再掲 213 

実行委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 ４，５００千円 ４，５００千円 ４，５００千円

公益性のある区内大会、 

講座等の支援・後援 

再掲 213 

支援・後援 同左 同左 

事業費 １７，０００千円 １７，０００千円 １７，０００千円

ウオーキングフェスタ 

えどがわの開催 

再掲 213 

組織委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

東京国体の開催準備 

【新】 
庁内連絡会議の設置 

準備委員会 

の設置及び開催 
準備委員会の開催 

事業費 ４００千円 ※※※千円 ※※※千円

（仮称）水辺のスポーツガーデン 

の整備 【新】 再掲 213 
造成工事 供用開始及び運営 運営 

事業費 －千円 ※※※千円 ※※※千円

「－」：事業費は、身近な公園の整備（施策コード 106）の中で計上しています。 

 

３０９ 健康スポーツを支える人づくり 

地域の健康スポーツ・レクリエーション活動を推進するため、地域スポーツ推進員の育成等の健康スポーツを

支える人づくりに進めます。 

施策コード ３０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域スポーツ推進員 

の養成 【新】 

中高年スポーツ教室 

の実施 
同左 同左 

事業費 ９２８千円 ９２８千円 ９２８千円

 

３１０ スポーツ競技の振興 

スポーツ競技の普及と水準の向上をめざし、関係団体と協力して区民大会等の開催を推進します。 
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４ 感染症と健康危機への対応 

【施策の考え方】 

乳幼児のすこやかな成育を図るためには、麻疹、風疹等の予防接種率をさらに高めることが課題です。また、

高齢の人々を中心とした、結核等の感染症に対する危険性の増加も危惧されます。さらに、エイズ、Ｃ型肝炎、

病原性大腸菌等の対策も重要です。このような状況を踏まえ、健康危機の原因となる感染症等の情報を収集し、

正しい知識及び情報の提供、予防方法の啓発等を行います。また、食品、飲料水等の事故の防止を図り、大規

模食中毒等の健康危機等に、迅速に対応できる体制づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

（１）感染症対策などの充実 

３１１ 感染症予防対策等の充実 

HIV/AIDS※及び STI※、結核等の感染症の予防対策の充実を図るため、HIV 抗体迅速検査、結核健診等を

実施するとともに、必要な情報の提供、相談支援等の体制の整備に努めます。特に、B 型及び C 型ウィルス肝

炎については、その早期発見・治療を図るため、検診・受療の勧奨、保健指導等を実施します。 

※ HIV（Human Immunodeficiency Virus）/AIDS：後天性免疫不全症候群。HIV はその原因となる病原体。 

※ STI（性感染症）：性行為により感染した疾患の総称。 

施策コード ３１１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

HIV/AIDS、STI 予防 

の普及啓発 

HIV 抗体迅速検査 

の実施 
同左 同左 

予防教育・予防啓発 同左 同左 

事業費 ４，６６５千円 ４，６６５千円 ４，６６５千円

感染症予防対策の充実 

結核健診の実施 同左 同左 

DOTS※体制の整備 

訪問型 DOTS※の実施
同左 同左 

情報提供 同左 同左 

事業費 １３５，５６０千円 １３５，５６０千円 １３５，５６０千円

※ DOTS（直接服薬確認療法）：WHO が推奨する患者の服薬を第三者が確認する治療法。 
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３１１ 感染症予防対策の充実 

ア． HIV/AIDS、STI 予防の普及啓発 

イ． 感染症予防対策の充実 

ウ． 肝炎対策事業の充実 【新】 

３１２ 健康をおびやかす事故などへの対応 

ア． 健康危機管理対策の推進 

イ． 医薬品等取扱業者の監視指導及び実態把握 

ウ． 薬物乱用防止・医薬品等管理のための講習会の実施 

３１３ 安心できる医療体制の確保・充実 

ア． 有床診療所への立ち入り検査 
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肝炎対策事業の充実 

【新】 
肝炎健診の実施 同左 同左 

事業費 １２，４２３千円 １２，４２３千円 １２，４２３千円

 

３１２ 健康をおびやかす事故などへの対応 

新型インフルエンザに対する初動体制における必要な機材を整備し、新たな感染症、大規模食中毒等に対

して迅速に対応できるようマニュアルを見直すとともに、医療機関等の関係機関と連携を図りながら、必要な体

制の整備を推進します。 

また、薬局等で取り扱う医薬品、毒物･劇物の適切な管理について、立ち入り検査等を行い、必要な指導を行

います。併せて、青少年に広がりつつある薬物乱用の防止のための啓発活動を充実し、健康被害の未然防止

に努めます。 

施策コード ３１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

健康危機管理対策の推進 

マニュアルの改正   

関係機関との連携を推進 同左 同左 

事業費 ７，４３２千円 ６００千円 ６００千円

医薬品等取扱業者 

の監視指導及び実態把握 

薬局・毒劇物販売業者

等の監視指導 
同左 同左 

事業費 ２，５４７千円 ２，５４７千円 ２，５４７千円

薬物乱用防止・ 

医薬品等管理のための 

講習会の実施 

薬局等講習会開催 同左 同左 

薬物乱用防止推進大会

の開催 
同左 同左 

事業費 ３３８千円 ３３８千円 ３３８千円

 

３１３ 安心できる医療体制の確保・充実 

医療安全管理体制の整備、院内感染対策の実施等について、有床診療所の立ち入り検査を実施し、安心で

きる医療体制の確保に努めます。 

施策コード ３１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

有床診療所への立入り検査 １５施設 同左 同左 

事業費 １２千円 １２千円 １２千円
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５ 食と住の安全性 

【施策の考え方】 

食品の安全性に対する関心が高まる一方､輸入食品の増大、遺伝子組み替え食品の普及等が進んでいます。

このような状況を踏まえ、食をめぐる環境の変化を的確に捉えることにより、区民一人ひとりの食の安全の確保に

取り組みます。また、住まいについても、区民の健康の維持・増進のうえで重要な役割を果たしています。しかし、

建材に使用される化学物質、衛生害虫等による健康被害も生じており、わかりやすい情報の提供及び相談体制

の充実を通した、健康に配慮した住まいづくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 

 

 

（１）健康食住の推進 

３１４ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

食品の安全に関する情報提供を行うとともに、食品フォーラムの開催、ファミリーヘルス推進員の活動等を通

じて、食と健康に関する啓発を図ります。併せて、食品衛生監視指導計画に基づき、食品提供事業者に対する

食品添加物の検査等を行うとともに、適切な指導及び安全な食品提供の確保に努めます。 

施策コード ３１４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

食と健康についての 

普及啓発 

食品フォーラム等の開催 

年１３回 
同左 同左 

事業費 ５００千円 ５００千円 ５００千円

食品事業者等の指導 
業態別一斉指導 

（７３回 ３，１４５軒） 
同左 同左 

事業費 １９，５３１千円 １９，５３１千円 １９，５３１千円

 

３１５ 健康に配慮した住まいづくり 

健康で快適な住環境の確保を図るため、アレルギー性疾患の原因の一つであるダニアレルゲンに関する検

査を実施する等、安全な住まいに関する啓発活動、相談支援等を行います。 

施策コード ３１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

住環境情報の提供・ 

相談体制の充実 

ダニアレルゲン量検査

３００件 
同左 同左 

事業費 ７１９千円 ７１９千円 ７１９千円
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３１４ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

ア． 食と健康についての普及啓発 

イ． 食品事業者等の指導 

 

３１５ 健康に配慮した住まいづくり 

ア． 住環境情報の提供・相談体制の充実 
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〔２〕 高齢の人々・障害のある人々のために 

 

１ 高齢の人々の生きがいと健康 

（１）「生涯現役」の環境づくり 

（２）高齢の人々の健康づくり 

 

２ 高齢の人々の生活支援 

（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

（２）介護サービスの充実 

 

３ 障害のある人々の生活支援 

（１）障害に関する生活支援 

（２）障害のある人々の自立的生活の環境づくり 

（３）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

 

４ 福祉のまちづくり 

（１）ユニバーサルデザインの促進 

（２）心のバリアフリーと福祉のネットワークづくり 
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１ 高齢の人々の生きがいと健康 

【施策の考え方】 

高齢の人々にとって、健康であるとともに、自己の経験を生かし「生涯現役」として、いつまでも活躍できること

が、生きがいのある人生を送る上で重要な考え方の一つです。 

区はこれまで、シルバー人材センターの生きがい就労事業、くすのきカルチャー教室等を通じた生きがいづく

り、リズム運動等による健康づくり等を積極的に推進してきました。これらの取組みを踏まえながら、高齢の人々

の生きがいにつながる社会貢献及び経済的な自立のためのしくみを整えるとともに、介護予防等を進め、健康

で生きがいのある生活を支える施策の展開を図ります。 

【施策体系図】 
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４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア． 地域の健康づくりリーダー育成 【新】 （再掲 305） 

イ． 熟年文化人材ボランティアの拡大 

ウ． くすのきカルチャー教室の運営 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

ア．シルバー人材センターの支援 

４０３ 仲間づくりへの支援 

ア．くすのきクラブの助成 

 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

ア． 認知症予防に関する普及啓発・相談支援 【新】 

イ． 介護予防の普及啓発 【新】 

ウ． 健康長寿協力湯 

エ． 三療サービスの実施 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 

ア． リズム運動の充実 

４０６ 心の健康管理 

４０７ 介護予防活動への取組み支援 

ア． 介護予防の普及啓発 【新】 （再掲 404） 

イ． 自立支援機器の給付・貸与 

ウ． 地域ミニデイサービスの運営 

エ． 地域支援事業の充実 

エー1 シルバー健康教室の開催 

エー2 生活機能評価の着実な実施 

エー3 熟年ふれあいセンターの運営 

エー4 熟年いきいきトレーニングの実施 

エー5 口腔ケア事業の実施 【新】 

エー6 運動機能強化事業の実施 【新】 

エー7 地域包括支援センターの充実  

高
齢
の
人
々
の
健
康
づ
く
り 
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（１）「生涯現役」の環境づくり 

４０１ 生きがいと社会貢献の場づくり 

食習慣改善、口腔ケア等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供するとともに、受講者の自主的

な活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくり活動を担うリーダーの育成に努めます。 

また、熟年文化人材ボランティアについては、すくすくスクールを中心とした派遣先の拡大を図るとともに、積

極的に広報活動を推進します。併せて、登録者の情報交換の場としての研修会等を開催します。 

くすのきカルチャー教室については、自身の生きがい及び仲間づくりの支援を図るとともに、社会貢献活動の

きっかけとなる学習の機会の提供に努めます。 

施策コード ４０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域の健康づくりリーダー 

の育成 【新】 再掲 305 

地域の健康づくり 

リーダーの育成支援 
同左 同左 

事業費 １２４千円 １２４千円 １２４千円

熟年文化人材ボランティア

の拡大 
登録者 ６０人 登録者 ７０人 登録者 ８０人 

事業費 １１０千円 １１５千円 １２０千円

くすのきカルチャー教室 

の運営 

正規教室    106 教室

自主活動教室 343 教室

正規教室    110 教室

自主活動教室 343 教室
同左 

事業費 ２４０，０００千円 ２４０，０００千円 ２４０，０００千円

 

４０２ 経済的自立を支援する体制の整備 

会員数の増加に応じた就業の確保を図れるよう、民間企業への就業開拓、一般家庭での需要の掘り起こし等、

シルバー人材センターの活動を支援します。 

施策コード ４０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

シルバー人材センター 

の支援 

会員数    ３，８００人

就業会員数 ２，３００人

会員数    ３，９００人

就業会員数 ２，４００人

会員数    ４，０００人

就業会員数 ２，５００人

事業費 ２０３，０００千円 ２０５，０００千円 ２１０，０００千円

 

４０３ 仲間づくりへの支援 

高齢の人々が地域において、健康で生きがいのある生活を送れるよう、くすのきクラブの活動を支援します。

併せて、くすのきクラブの一層の活性化を図るため、リズム運動初心者教室等の機会を通じて、くすのきクラブに

対する理解を深め、加入者の促進に努めます。 

施策コード ４０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

くすのきクラブの助成 ２１４クラブ 同左 同左 

事業費 ５７，２５６千円 ５７，２５６千円 ５７，２５６千円
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（２）高齢の人々の健康づくり 

４０４ 高齢の人々自身による健康管理への支援 

専門医による、もの忘れに関する相談を実施するとともに、認知症予防に関する講習会の開催、相談支援等

を行い、認知症の予防に努めます。併せて、運動・栄養指導、口腔ケア、閉じこもり予防等に関する講座等を開

催し、熟年者の生活機能の低下の防止を図ります。 

また、６５歳以上の熟年者を対象に、入浴料金の半額程度で公衆浴場を利用できるよう入浴証を発行し、健

康増進及び世代間の交流を促進します。併せて、７５歳以上の熟年者に三療（鍼、灸、マッサージ）の施術が受

けられる三療券（６５歳以上の熟年者には割引券）を贈呈し、熟年者の健康保持・増進を図ります。 

施策コード ４０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

認知症予防に関する 

普及啓発・相談支援 【新】 

教室・相談・講習会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ５３０千円 ５３０千円 ５３０千円

介護予防の普及啓発 【新】

口腔ケア、栄養、 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 ２８５千円 ２８５千円 ２８５千円

健康長寿協力湯 
利用者数 

延 １，２２２，０００人 

利用者数 

延 １，２３５，０００人 

利用者数 

延 １，２４８，０００人 

事業費 ２３０，３７１千円 ２３０，３７１千円 ２３０，３７１千円

三療サービスの実施 
利用枚数 

延 ９５，０００枚 
同左 同左 

事業費 ２１８，５７０千円 ２１８，７２０千円 ２１８，９４５千円

 

４０５ スポーツ・レクリエーションを通じた健康づくり 
熟年者の生きがい及び仲間づくりの支援を図るとともに、介護予防を推進するため、リズム運動の参加人員の

拡大に努めます。 

施策コード ４０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

リズム運動の充実 
参加実人員 

１０，５００人 

参加実人員 

１０，７５０人 

参加実人員 

１１，０００人 

事業費 １３２，０００千円 １３２，０００千円 １３２，０００千円

 
４０６ 心の健康管理 

高齢の人々が感じる老いへの不安、孤独感等に、きめ細かく対応する相談体制を整備します。 
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４０７ 介護予防活動への取組み支援 

介護が必要となる状態を予防するとともに、介護が必要となった場合においても、可能な限り、地域において

自立した日常生活を営むことができるよう支援するため、地域支援事業等の充実を図ります。 

施策コード ４０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

介護予防の普及啓発 【新】

再掲 404 

口腔ケア・栄養・ 

運動指導等 

の健康講座・教室の開催 

同左 同左 

事業費 ２８５千円 ２８５千円 ２８５千円

自立支援機器 

の給付・貸与 
歩行車等 １，２００台 歩行車等 １，２６０台 歩行車等 １，３２０台 

事業費 １３，１４３千円 １３，８００千円 １４，４９０千円

地域ミニデイサービス 

の運営 
２９か所 ３１か所 ３３か所 

事業費 １，８２０千円 ２，１５０千円 ２，４８０千円

地
域
支
援
事
業
※

の
充
実 

シルバー健康教室 

の開催 
実施 プログラムの見直し 同左 

事業費 ９６４千円 ※※※千円 ※※※千円

生活機能評価 

の着実な実施 

６５歳以上の熟年者 

(要介護認定者を除く)

全員を対象に実施※ 

同左 同左 

事業費 １１２，３８６千円  １１２，３８６千円  １１２，３８６千円

熟年ふれあいセンター 

の運営 

４か所 

（４８クラス） 
同左 同左 

事業費 ２５８，５０９千円 ２５８，５０９千円 ２５８，５０９千円

熟年いきいき 

トレーニングの実施 
延２９，３９０人 延３０，８００人 延３２，３００人 

事業費 １０５，１５６千円 １１０，４１４千円 １１５，９３５千円

口腔ケア事業 

の実施 【新】 

歯科医師会による口腔

ケアプログラムの実施 
同左 同左 

事業費 ５，０００千円 ５，０００千円 ５，０００千円

運動機能強化事業 

の実施 【新】 
延２４０人 同左 同左 

事業費 ２，０１６千円 ２，０１６千円 ２，０１６千円

※ 特定健診又は区民基本健診と併せて実施。ただし、被用者医療保険被保険者については生活機能評価のみを実施。 

※ 地域支援事業：介護が必要となるおそれのある方等に介護予防、相談支援等を実施する介護保険制度の事業。 
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地
域
支
援
事
業
※

の
充
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
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新設 【新】 平井・小松川圏域   

事業費 ５，２９４千円

総合相談 

の実施 
１４か所 同左 同左 

事業費 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円

介護予防相談会 

の開催 
１４か所 同左 同左 

事業費 ８，１００千円 ８，１００千円 ８，１００千円

介護予防教室 

の開催 
１４か所 同左 同左 

事業費 ４，３７４千円 ４，３７４千円 ４，３７４千円

※ 地域支援事業：介護が必要となるおそれのある方等に介護予防、相談支援等を実施する介護保険制度の事業。 
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２ 高齢の人々の生活支援 

【施策の考え方】 

高齢の人々が、日常生活を安心して送れるようきめ細かな支援を行います。また、介護が必要となったときに、

住み慣れた地域で安心して生活していくことができるよう、介護サービスの基盤整備を進めるとともに、保健・医

療・福祉の一体的なサービス提供のしくみづくり、介護の相談体制の充実等を図り、適切なサービスが提供でき

る体制を整備します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
齢
の
人
々
の
生
活
支
援 

高
齢
の
人
々
が
安
心
で
き
る
生
活
支
援 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

 

４０８ 安心できる住環境の整備 

ア． 三世代同居住宅資金貸付 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

エ． 民間賃貸住宅居住支援事業 

４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

ア． 安心生活応援ネットワークの充実 

イ． ふれあい訪問員の派遣 

ウ． 民間緊急通報システムの拡大 

エ． 配食サービスの充実 

オ． 紙おむつ等介護用品の支給 

カ． 軽度生活援助サービスの実施 

キ． 紙おむつ使用料の助成 

ク． 寝具乾燥消毒等サービスの実施 

ケ． 福祉理美容サービスの実施 

コ． 介護者激励事業の実施 

サ． 熟年者激励手当の支給 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり  

ア． 福祉サービス利用支援事業 

イ． 安心生活センターへの支援 

ウ． 高齢者虐待対応支援ネットワーク会議の開催 【新】 

 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

ア． 介護保険施設の整備・支援 

イ． 地域密着型サービスの整備・支援 【新】 

ウ． 第三者評価のしくみづくり 

エ． ケアマネジャー及び介護サービス事業者の資質向上 

オ． 介護サービスの基盤強化 

カ． 保健・医療・福祉の連携による介護サービス提供のしくみづくり 

４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域包括支援センターの相談体制の充実  

アー1 新設 【新】 （再掲 407） 

アー2 総合相談の実施 （再掲 407） 

次ページへ 
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（１）高齢の人々が安心できる生活支援 

４０８ 安心できる住環境の整備 

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まいの普

及・整備の促進に努めるとともに、三世代同居住宅貸付※、民間賃貸住宅家賃助成※、民間賃貸住宅居住支援

事業※等の実施を推進することにより、熟年者の住まいの確保・改善等を図ります。 

※ 三世代同居住宅資金貸付：熟年者と同居または同居しようとする人が、住宅を新築・購入・増改築する場合、資金を融資するこ

とで、熟年者との同居促進とバリアフリー住宅の普及を図る。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

※ 民間賃貸住宅居住支援事業：保証人がいないため賃貸住宅に入居できない熟年者に対して、民間会社の債務保証制度や緊

急通報システムを活用し、安定した賃貸住宅市場の整備を図る。 

施策コード ４０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

三世代同居住宅資金貸付 １５件 同左 同左 

事 業 費 ９１，１０７千円 ９１，１０７千円 ９１，１０７千円

民間賃貸住宅家賃助成 ３０５件 同左 同左 

事 業 費 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円

住まいの改造助成 １２０件 同左 同左 

事 業 費 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円

民間賃貸住宅居住支援事業 １５件 ２０件 同左 

事 業 費 １７０千円 １７０千円 １７０千円

 

アー3 介護予防相談会の開催 （再掲 407） 

アー4 ２４時間電話介護相談 

アー5 認知症地域ネットワーク活用事業  

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成 

 

４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

ア． 認知症予防に関する普及啓発・相談支援  【新】 （再掲 404） 

イ． 地域密着型サービスの整備・支援 【新】 （再掲 411） 

ウ． 福祉サービス利用支援事業 （再掲 410） 

エ． 安心生活センターへの支援 （再掲 410） 

オ． 第三者評価のしくみづくり （再掲 411） 

カ． 認知症地域ネットワーク活用事業  （再掲 412） 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

前ページより 
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４０９ 安心できる日常生活のための支援サービスの充実 

民生委員、地域包括支援センター等と連携を図りながら、目配りが必要な熟年者の安否確認等を行う地域ネットワ

ーク体制の充実を図るとともに、民間緊急通報システムを活用し、熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して

住み続けられる体制づくりに努めます。 

また、食事づくりが困難な熟年者に対する配食サービスを充実するとともに、要介護認定を自立と判定された単身

等の熟年者については、買物、掃除等の軽度生活支援援助サービスを提供し、自立した生活を支援します。 

さらに６０歳以上の失禁のある方について、紙おむつ等の介護用品を支給又はおむつ使用料の助成を行います。 

加えて、寝たきりの方及びその家族を激励するため、熟年者激励手当の支給等を行うとともに、熟年者激励手

当の受給者に対して寝具の乾燥消毒及び理美容サービスを提供します。 

施策コード ４０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

安心生活応援ネットワーク 

の充実 
運営体制の充実 同左 同左 

事業費 ６７０千円 ６７０千円 ６７０千円

ふれあい訪問員の派遣 
訪問員数 １７０人 

対象世帯の拡大 

訪問員数 １７５人 

対象世帯の拡大 

訪問員数 １８０人 

対象世帯の拡大 

事業費 ５，５７２千円 ５，５７２千円 ５，５７２千円

民間緊急通報システム 

の拡大 
設置数 ９５０か所 設置数 ９６０か所 設置数 ９７０か所 

事業費 １３，７０３千円 １４，０４５千円 １４，３８７千円

配食サービスの充実 

一般向け配食 

 利用者 ３７５人／月 

一般向け配食 

 利用者 ３９０人／月 

一般向け配食 

 利用者 ４１０人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５００人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５２５人／月 

虚弱者向け配食 

 利用者 ５５０人／月 

事業費 ４５，８２０千円 ４８，１１１千円 ５０，５１７千円

紙おむつ等介護用品 

の支給 
延 ５０，４００人 延 ５３，０００人 延 ５５，６００人 

事業費 ３４９，７１５千円 ３６７，２０１千円 ３８５，５６２千円

軽度生活援助サービス 

の実施 
延９０人 同左 同左 

事業費 ６００千円 ６００千円 ６００千円

紙おむつ使用料 

の助成 
延５，５７０人 延５，８５０人 延べ６，１５０人 

事業費 ４２，６８７千円 ４４，８２２千円 ４７，０６４千円
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寝具乾燥消毒等サービス 

の実施 
延３，３００人 延３，４７０人 延３，６５０人 

事業費 ８，２６２千円 ８，６７６千円 ９，１１０千円

福祉理美容サービス 

の実施 
延２，７５０人 延２，８９０人 延３，０４０人 

事業費 １４，５６３千円 １５，２９２千円 １６，０５７千円

介護者激励事業 

の実施 
延３，８００人 延３，９９０人 延べ４，１９０人 

事業費 ６，１８６千円 ６，４９６千円 ６，８２１千円

熟年者激励手当 

の支給 
延１，６０６人 延１，６５２人 延１，７０３人 

事業費 ５６８，７５５千円 ５５７，８８５千円 ５５４，７２９千円

 

４１０ 高齢の人々の権利擁護のしくみづくり 

社会福祉協議会の安心生活センターを権利擁護の中心的な機関として位置づけ、判断能力に不安のある熟

年者が安心して福祉サービスの利用、資産管理等を行えるよう支援します。 

併せて、福祉サービスの利用相談、苦情解決相談、成年後見制度※の利用相談及び区長申立てに係る事務

を社会福祉協議会に委託実施します。 

また、高齢者虐待等に迅速に対応するため、関係機関と連携した、高齢者虐待対応支援ネットワークを構築

し、その適切な運営を図ります。 

※ 成年後見制度：判断能力の不十分な認知症高齢者や知的障害のある人、精神障害のある人等を保護するための民法上の制度。 

施策コード ４１０ 年次計画 

事業計画の内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

福祉サービス利用支援事業

相談事業等の充実 同左 同左 

区長申立て 

１５件 

区長申立て 

１８件 

区長申立て 

２０件 

事業費 ２，３５８千円 ２，７０４千円 ２，９３４千円

安心生活センターへの支援 

安心生活サポート事業

２０件 

安心生活サポート事業

２５件 

安心生活サポート事業

３０件 

法人後見事業 

１０件 

法人後見事業 

１２件 

法人後見事業 

１４件 

事業費 ５，７２８千円 ６，５００千円 ７，２５０千円

高齢者虐待対応支援 

ネットワーク会議の開催 

【新】 

高齢者虐待対応支援

ネットワーク会議 

の設立及び開催 

高齢者虐待対応支援

ネットワーク会議の開催
同左 

事業費 ４８０千円  ※※※千円  ※※※千円
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（２）介護サービスの充実 

４１１ 介護サービス基盤等の整備 

「江戸川区介護保険事業計画」に基づき、適切な介護サービスの基盤整備を支援します。併せて、地域密

着型サービス事業者に対する第三者評価の実施の支援、介護支援専門員及び介護サービス事業者に対する

研修等を実施し、介護サービスの質の向上に努めます。 

施策コード ４１１ 年次計画 

事業計画の内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

介護保険施設 

の整備・支援 

介護老人保健施設 

の新設（着工） 

介護老人保健施設 

の新設（竣工） 
整備支援 

事業費 １５０，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

地域密着型サービス 

の整備・支援 【新】 

小規模多機能型 

居宅介護等の整備 
整備支援 整備支援 

事業費 １００，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

第三者評価 

のしくみづくり 

地域密着型サービス 

第三者評価受審費用助成
同左 同左 

事業費 １４，１００千円 １４，１００千円 １４，１００千円

ケアマネジャー及び介護サ

ービス事業者の資質の向上
研修 年間２５回 同左 同左 

事業費 ６，４３８千円 ６，４３８千円 ６，４３８千円

介護サービスの基盤強化 
地域密着型サービス事業者

連絡会の設立の支援 

地域密着型サービス事業者

連絡会の運営の支援 
同左 

事業費 ６０千円  ※※※千円  ※※※千円

保健・医療・福祉の連携による 

介護サービス提供のしくみづくり

介護連絡ノート 

の普及・推進 
同左 同左 

事業費 １７６千円 １７６千円 １７６千円
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４１２ 介護に関する相談・情報提供体制の充実 

地域包括支援センターを平井・小松川圏地区に新設するとともに、各地域包括支援センターにおける介護に

関する総合相談支援の体制を整備します。 

また、江戸川区医師会に委託する地域包括支援センター内において、認知症の熟年者を介護する家族の相

談等の「もの忘れ相談」を実施するとともに、認知症の早期発見及び治療につなげるため、江戸川区医師会のも

の忘れ外来等関係機関と連携を図ります。 

施策コード ４１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
体
制
の
充
実 

新設 【新】 

再掲 407 
平井・小松川圏域   

事業費 ５，２９４千円 千円 千円

総合相談 

の実施 再掲 407 
１４か所 同左 同左 

事業費 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円 ２６，４８８千円

介護予防相談会 

の開催 再掲 407 
１４か所 同左 同左 

事業費 ８，１００千円 ８，１００千円 ８，１００千円

２４時間電話介護相談 2 か所 同左 同左 

事業費 ７，２００千円 ７，２００千円 ７，２００千円

認知症地域ネットワーク

活用事業 

区医師会内地域包括

支援センターにて実施
同左 同左 

事業費 １０，７３５千円 １０，７３５千円 １０，７３５千円

 

４１３ 介護に関する人材・ボランティア団体の育成  

ボランティアセンターとの連携を図りながら、介護に関する人材・ボランティア団体を育成します。 
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４１４ 認知症の高齢の人々に対する支援の充実 

認知症の早期の適切な診断及び対応、認知症に関する知識と理解に基づく本人及びその家族への適切な

支援、認知症ケアに関するサービスの確保及びその質の向上等を通じ、地域における総合的かつ継続的な支

援体制を構築することに努めます。 

施策コード ４１４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

認知症予防に関する 

普及啓発・相談支援 【新】

再掲 404 

教室・相談・講習会等

の実施 
同左 同左 

事業費 ５３０千円 ５３０千円 ５３０千円

地域密着型サービスの整備・支援 

【新】 再掲 411 

小規模多機能型 

居宅介護等の整備 
整備支援 整備支援 

事業費 １００，０００千円  ※※※千円  ※※※千円

福祉サービス利用支援事業 

再掲 410 

相談事業等の充実 同左 同左 

区長申立て 

１５件 

区長申立て 

１８件 

区長申立て 

２０件 

事業費 ２，３５８千円 ２，７０４千円 ２，９３４千円

安心生活センターへの支援 

再掲 410 

安心生活サポート事業

２０件 

安心生活サポート事業

２５件 

安心生活サポート事業

３０件 

法人後見事業 

１０件 

法人後見事業 

１２件 

法人後見事業 

１４件 

事業費 ５，７２８千円 ６，５００千円 ７，２５０千円

第三者評価 

のしくみづくり 

再掲 411 

地域密着型サービス 

第三者評価受審費用助成
同左 同左 

事業費 １４，１００千円 １４，１００千円 １４，１００千円

認知症地域ネットワーク 

活用事業 

再掲 412 

区医師会内地域包括

支援センターにて実施
同左 同左 

事業費 １０，７３５千円 １０，７３５千円 １０，７３５千円
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３ 障害のある人々の生活支援 

【施策の考え方】 

身体、知的及び精神障害のある人々とその家族が、地域の中で自立して生活ができ、安心して毎日が暮らせ

るよう、地域生活支援の充実を図ります。また、生きがいをもって生活を営める環境を整えるため、職業訓練や

就労の場づくり、安心して住める多様な住宅の整備、施設の充実等を進めます。 

特に精神障害のある人々については、地域生活を支援するサービスの基盤整備を図り、医療と連携した生活

相談、訓練等を通じた社会復帰を支援します。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障
害
の
あ
る
人
々
の
生
活
支
援 

障
害
に
関
す
る
生
活
支
援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実 

ア． 居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実 

イ． 短期入所（ショートステイ）の充実 

ウ． 補装具の給付の充実 

エ． 地域生活支援事業の充実 

エー1 日常生活用具等の給付 

エー2 移動支援の実施 

エー3 地域活動支援センターⅡ型の運営支援 

エー4 巡回入浴サービスの実施 

エー5 寝具乾燥消毒等サービスの実施 

エー6 福祉理美容サービスの実施 

エー7 介護者激励事業の実施 

エー8 日中一時支援の実施 

エー9 心身障害児デイグループの実施 

オ． 心身障害者福祉手当の支給 

カ． 難病患者福祉手当の支給 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

ア． 発達障害児の支援の充実  

イ． 特別支援学級の新設・移設 【新】 （再掲 131） 

 

４１７ 障害のある人々の健康支援 

ア． 江戸川区口腔保健センターの運営支援 

イ． 中途障害者のリハビリテーションの実施 

ウ． リハビリ相談の実施 

エ． リハビリテーションに関する知識及び技術の普及啓発

 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

ア． 地域自立支援協議会の開催 【新】 次ページへ 
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自
立
的
生
活
の
環
境
づ
く
り 

障
害
の
あ
る
人
々
の 

４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

ア． 障害者就労支援センターの充実 

イ． 民間福祉作業所の運営支援  

 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

ア．福祉タクシー券の給付 

イ．自動車燃料費の助成 

 

４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

ア． グループホーム等の運営支援 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 

ウ． 住まいの改造助成 

エ． 心身障害者住宅整備資金貸付 

 

４２２ 身近な地域での施設整備 

ア． さくらの家の整備 【新】 

イ． 希望の家等の充実 

ウ． 区立知的障害者施設に係る指定管理者導入計画 

  

 

４２３ 自助グループなどへの支援 

 

４２４ 社会復帰への支援 

ア． 居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実 

イ． 地域活動支援センターⅠ型の運営支援 

ウ． グループホーム及び福祉ホームの運営支援 

エ． 共同作業所の運営支援 

オ． 心の専門グループワークの実施 

カ． 退院促進事業の推進 【新】 

キ． 就労支援の推進 

 

４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

ア． 啓発活動及びネットワークの構築 

 

前ページより 

精
神
障
害
の
あ
る
人
々
の
社
会
復
帰
へ
の
支
援 
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（１）障害に関する生活支援 

４１５ 在宅サービス基盤の充実  

障害者の社会参加の促進及び生活の質の向上を図るため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、障害福祉

サービスの基盤整備の支援及び地域生活支援事業の充実に努めます。 

施策コード ４１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

居宅介護（ホームヘルプ） 

サービスの充実 

サービス量 

月２８ｈ×７７３人 

サービス量 

月２８ｈ×７９０人 

サービス量 

月２８ｈ×８１０人 

事業費 ７４０，９４５千円 ７５７，３００千円 ７７６，５００千円

短期入所（ショートスティ）の充実 延 ９，０５０日 同左 同左 

事業費 １０３，３１３千円 １０３，３１３千円 １０３，３１３千円

補装具の給付の充実 ２，３５０件 同左 同左 

事業費 １５２，４３４千円 １５２，４３４千円 １５２，４３４千円

地
域
生
活
支
援
事
業
※

の
充
実 

日常生活用具等 

の給付 
９，１３０件 ９，４００件 ９，７００件 

事業費 １３６，１２７千円 １３８，８２７千円 １４１，８２７千円

移動支援の実施 月１７ｈ×３４５人 月１７ｈ×３５２人 月１７ｈ×３６０人 

事業費 １５８，４６１千円 １６１，６７４千円 １６５，３４６千円

地域活動支援センター 

Ⅱ型※の運営支援 
利用者 ２４５人 利用者 ２５０人 利用者 ２５５人 

事業費 ５８，９９８千円 ６０，１９８千円 ６１，３９８千円

巡回入浴サービス 

の実施 
延 ５，８８０回 同左 同左 

事業費 ５１，４５０千円 ５１，４５０千円 ５１，４５０千円

寝具乾燥消毒等サービス 

の実施 
延 ４３０人 延 ４４４人 延 ４５８人 

事業費 ９７８千円     １，００８千円    １，０３８千円

福祉理美容サービス 

の実施 
延 １，５００人 延 １，５２０人 延 １，５４０人 

事業費 ８，０３７千円 ８，１４４千円 ８，２４８千円
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地
域
生
活
支
援
事
業
※

の
充
実 

介護者激励事業 

の実施 
延 １，５００人 同左 同左 

事業費 １，３６５千円 １，３６５千円 １，３６５千円

日中一時支援の実施 延 ５００日 同左 同左 

事業費 ６，２６３千円 ６，２６３千円 ６，２６３千円

心身障害児 

デイグループの実施 
利用者５３人 利用者５８人 同左 

事業費 ９，００６千円 １０，００６千円 １０，００６千円

心身障害者福祉手当 

の支給 
１２，５００人 同左 同左 

事業費 １，７４８，００９千円 １，７４８，００９千円 １，７４８，００９千円

難病患者福祉手当 

の支給 
５，１６０人 ５，１８０人 ５，２００人 

事業費 ７４５，１６９千円 ７４８，１２０千円 ７５１，０００千円

※ 地域生活支援事業：相談支援、情報提供、日常生活用具の給付又は貸与、移動支援、通所による創作的活動等の提供等、地域の実

情に応じて、障害者等が自立した日常生活又は社会生活を営むために必要な事業 

※ 地域活動支援センターⅡ型：創作的活動等の提供等の他に、機能訓練、社会的適応訓練、入浴等のサービスを実施する機関。 

 

４１６ 障害児（者）療育の充実 

幼児健診、乳幼児経過観察健診等に加え、関係機関との連携を深めつつ、発達障害に関する相談、親子グ

ループ等の事業の支援等を充実します。併せて、ＬＤ※、ＡＤＨＤ※、高機能自閉症※等を含めた障害を有する児

童・生徒一人ひとりに応じた、適切な教育支援を行います。 

また、児童数の増加に伴い、知的障害学級の新設及び情緒障害学級の新設・再配置を行います。 

※ LD（Learning Disabilities）：学習障害（基本的には全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、 読む、書く、計算する又

は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの）。 

※ ADHD（Attention Deficit / Hyperactivity Disorder）：注意欠陥/多動性障害（不注意、多動性及び衝動性を中心とした症状

とする発達障害）。 

※ 高機能自閉症：他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴

とする行動の障害である自閉症のうち，知的発達の遅れを伴わないもの。 

施策コード ４１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

発達障害児の支援の充実 

相談・啓発事業の実施

９８４回 

相談・啓発事業の実施

９９０回 

相談・啓発事業の実施

１，０００回 

発達障害児の 

親子グループへの支援
同左 同左 

関係機関との連携強化 同左 同左 

事業費 １６，５１５千円 １６，５８０千円 1６，６８０千円
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特別支援学級の新設・移設

【新】 再掲 131 

知的障害学級の設置 

（二之江中学校） 

情緒障害学級新設 

の準備 

情緒障害学級の設置 

（松江及び小岩地区） 

情緒障害学級の廃止 

（二之江中学校） 

 

事業費 ５６，４００千円 ０千円

 

４１７ 障害のある人々の健康支援 

障害者（児）の歯科診療を行うため、歯科医師会と連携して、江戸川区口腔保健センターの運営を支援しま

す。また、理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士が、疾病や加齢により身体に障害のある区民のリハビリテ

ーションに関する相談・支援を行います。 

施策コード ４１７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川区口腔保健センター

の運営支援 

受診計画数 

２，２００人 
同左 同左 

事業費 ８５，９００千円 ８５，９００千円 ８５，９００千円

中途障害者 

のリハビリテーションの実施 

（自立支援セミナーの実施）

リハビリ教室の実施 

６６回 
同左 同左 

事業費 １，６９７千円 １，６９７千円 １，６９７千円

リハビリ相談の実施 
相談日 

３６回 
同左 同左 

事業費 ９３３千円 ９３３千円 ９３３千円

リハビリテーションに関する 

知識及び技術の普及啓発 
講習会 ３回 同左 同左 

事業費 １４３千円 １４３千円 １４３千円

 

４１８ 障害に関する身近な相談・情報提供体制の充実 

区内の障害福祉等の関係機関と連携しながら、適切な情報提供に努めます。併せて、地域自立支援協議会

を運営し、障害者に関する施策の推進に関して、関係機関相互の連絡調整等を図ります。 

施策コード ４１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域自立支援協議会の開催

【新】 
２回 同左 同左 

事業費 ４７３千円 ４７３千円 ４７３千円
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（２）障害のある人々の自立的生活の環境づくり 

４１９ 職業訓練と就労の場づくり 

一般就労への移行を推進するため、「江戸川区障害福祉計画」に基づき、企業、養護学校、公共職業安定所

等の関係機関との連携を図りながら、就労支援等に努めます。 

また、運営基盤の安定化等を図るため、障害者自立支援法に基づく、民間福祉作業所の円滑な再編成等を

支援します。 

施策コード ４１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

障害者就労支援センター 

の充実 
就労支援 同左 同左 

事業費 ４５，４２２千円 ４５，４２２千円 ４５，４２２千円

民間福祉作業所 

の運営支援 
新体系移行等の支援 同左 同左 

事業費 １８９，５４０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

４２０ 生きがいと社会貢献の場づくり 

障害者の自立と社会参加の拡大を図るため、外出困難な身体又は知的障害者に対し、タクシーの乗車に係

る料金の一部を助成するとともに、一定の障害を有する身体障害者が自ら使用する自動車、一定の障害を有す

る身体障害又は知的障害者（児）の介護者が運転する自動車燃料費の一部を助成します。 

施策コード ４２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

福祉タクシー券の給付 ６，８００人 ６，９００人 ７，０００人 

事業費 ３８５，９８３千円 ３９１，３８３千円 ３９６，７８３千円

自動車燃料費の助成 １，６８０人 １，６９０人 １，７００人 

事業費 ５３，１５４千円 ５３，６８５千円 ５４，２２２千円
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４２１ 障害のある人々が安心して住める多様な住宅の整備 

障害者が、住み慣れた地域でいつまでも安心して生活が続けられるよう、グループホーム等の運営支援を行

います。また、住まいの改造等、住居の整備を支援します。 

施策コード ４２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

グループホーム等 

の運営支援 
２０か所 ２３か所 ２６か所 

事業費 １４７，４７９千円 １６６，９７０千円 １８６，４６１千円

民間賃貸住宅家賃助成 ３２件 ３４件 ３６件 

事業費 １３，５６２千円 １４，２５２千円 １５，１９０千円

住まいの改造助成 ２４件 ２７件 ３０件 

事業費 ２５，２０８千円 ２８，４０８千円 ３１，６０８千円

心身障害者 

住宅整備資金貸付 
３人 同左 同左 

事業費 １５，１５２千円 １５，１５２千円 １５，１５２千円

 

４２２ 身近な地域での施設整備 

小松川地区に、生活介護及び自立訓練を実施する知的障害者向けの施設を新設します。 

また、区立知的障害者向け施設の定員増及びサービスの質の向上を図ります。併せて、障害福祉サービス

の需要に柔軟に対応するとともに、その質の向上を図るため、区立障害者施設において指定管理者制度の導

入を推進します。 

施策コード ４２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

さくらの家の整備 【新】 工事 開設・運営 運営 

事業費 ４９０，８２３※千円 －千円 －千円

希望の家等の充実 ４０７名 
４６９名 

（さくらの家を含む） 
同左 

事業費 １，３１２，４４７千円 １，６１２，４４７千円 １，６１２，４４７千円

区立知的障害者施設に係る

指定管理者導入計画 

指定管理者の選定 

新規施設 １か所 

更新施設 ２ヶ所 

既存施設の導入準備 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

※ 平成 19 年度補正予算措置。 

「－」：事業費は、希望の家等の充実（施策コード 422）の中で計上しています。 
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（３）精神障害のある人々の社会復帰への支援 

４２３ 自助グループなどへの支援 

情報交換等を行う場の設置等、自助グループ、家族会等の活動を支援します。 

 

４２４ 社会復帰への支援 

精神障害者の社会復帰の促進を図り、その自立と社会活動の参加を支援するため、、地域活動支援セ

ンター、グループホーム等の運営支援、退院に係る関係機関との連絡調整、就労支援等を実施します。 
施策コード   ４２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

居宅介護（ホームヘルプ） 

サービスの充実 

支給決定体制の 

整備・充実 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

地域活動支援センターⅠ型※ 

の運営支援 
２か所 同左 同左 

事業費 ４２，０６４千円 ４２，０６４千円 ４２，０６４千円

グループホーム及び 

福祉ホームの運営支援 
運営支援 同左 同左 

事業費 ７，１３４千円 ７，１３４千円 ７，１３４千円

共同作業所 

の運営支援 
６か所 同左 同左 

事業費 １３７，９５１千円 １３７，９５１千円 １３７，９５１千円

心の専門グループワーク 

の実施 
８か所 同左 同左 

事業費 １７，３１９千円 １７，３１９千円 １７，３１９千円

退院促進事業の推進 

【新】 

（仮称）精神障害者 

退院促進連絡調整会議

の設置 

（仮称）精神障害者 

退院促進連絡調整会議

の運営 

同左 

事業実施 同左 同左 

事業費 ４５千円 ４５千円 ４５千円

就労支援の推進 

精神障害者 

就労支援会議の運営 
同左 同左 

事業実施 同左 同左 

事業費 ２７８千円 ２７８千円 ２７８千円

※ 地域活動支援センターⅠ型：創作的活動等の提供等の他に、精神保健福祉士等をを配置し、関係機関等との連携を図りながら、相談

支援等を実施する機関。 

「－」：事業費は、居宅介護（ホームヘルプ）サービスの充実（施策コード 415）の中で計上しています。 
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４２５ 精神障害のある人々についての理解促進 

精神障害に関する理解の促進を図るとともに、関係機関と連携しながら、精神障害者が地域で生活するため

の支援体制づくりを推進します。 

施策コード ４２５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

啓発活動 

及びネットワークの構築 

精神保健福祉講演会 同左 同左 

ボランティア講座 同左 同左 

事業費 ３５５千円 ３５５千円 ３５５千円
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４ 福祉のまちづくり 

【施策の考え方】 

歩道の拡幅、道路段差の解消、公共施設のバリアフリー化等を推進し、年齢、障害の有無等に関わりなく、区

民誰もが活動の場を広げ、社会参加のしやすいまちづくりを進めます。 

また、すべての区民がたすけあい、支えあい、ともに生きる社会をつくるために、子どもの頃から福祉の関心を

高めるよう地域社会、学校、職場等のあらゆる場で心のバリアフリーを推進し、区民全員のボランティア意識の醸

成、福祉ネットワークの形成等に取り組みます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）ユニバーサルデザイン※の促進 

４２６ すべての人が移動しやすいまちづくり 

バリアフリー※のまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消・視覚障害者用誘導ブロック改修、音

声誘導装置の設置、バス停の整備等を推進するとともに、エレベーター、自動扉の設置等のバリアフリー化を推

進します。また、バリアフリーマップの改訂版を作成し、その周知及び活用に努めます。 

併せて、誰もが利用しやすく快適に移動できる駅の整備を、鉄道事業者に要請します。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、能力の有無などにかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

※ バリアフリー：人が生活する上で妨げとなる障害（バリア）が街、施設、道路、住宅、人々の意識、社会などから取り除かれた状態。 

施策コード ４２６ 年次計画 

計画事業内容  ２０年度  ２１年度  ２２年度 

歩道巻き込み部 

の段差解消 道路改修箇所に 

併せて改修 
同左 同左 

視覚障害者用誘導ブロック

の改修 

事業費 ２５，５００千円 ２５，５００千円 ２５，５００千円

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り 

の
促
進 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン 

福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と 

４２６ すべての人が移動しやすいまちづくり 

ア． 歩道巻き込み部の段差解消 

・視覚障害者用誘導ブロック改修 

イ． バス停の整備（ベンチ・上屋等） 

ウ． 音声誘導装置の設置 

エ． 駅施設のバリアフリー化 

オ． 公共施設のバリアフリー化 

カ． バリアフリーマップの改訂・周知 【新】 

４２７ 「テクニカルエイドセンター」の設置検討 

 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 
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バス停の整備 

（ベンチ・上屋等） 
３か所 ６か所 同左 

事業費 ８，６００千円 １７，２００千円 １７，２００千円

音声誘導装置の設置 ８基 同左 同左 

事業費 ８，４００千円 ８，４００千円 ８，４００千円

公共施設のバリアフリー化
エレベーター設置 

２施設 

エレベーター設置 

１施設 
同左 

事業費 ９０，０００千円 ４５,０００千円 ４５,０００千円   

バリアフリーマップ 

の改訂・周知 【新】 

バリアフリーマップ 

改訂版作成・周知・配布
周知・配布 同左 

事業費 ３，８８５千円 ０千円   ０千円

 

４２７ 「テクニカルエイドセンター」の設置検討 

福祉器具の展示、適合などを行う「テクニカルエイドセンター」の設置を検討します。 

 

（２）心のバリアフリーと福祉ネットワークづくり 

４２８ 福祉教育の充実と区民全員のボランティア意識の醸成 

福祉教育の充実により区民全員のボランティア意識の醸成を図ります。 

 

４２９ 区民と区の福祉パートナーシップの向上 

地域で福祉を支えられるように、区民と区の福祉パートナーシップの向上に取り組みます。 

 

４３０ 地域全体で支える福祉ネットワークづくり 

社会福祉協議会において、激励品の贈呈、くつろぎの家及びくすのきカルチャーセンターの運営等を実施し

ます。また、安心生活センターを設置し、地域福祉サービス事業の充実を図るとともに、地域の中で適切な福祉

サービスを利用できるよう支援します。併せて、地域福祉を担う関係機関等の連携を図りながら、地域福祉の中

核としての役割を果せるよう努めます。 
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第４節 

 

１ 環境啓発・環境教育 

（１）区民と自然・地球環境との関連を学ぶしくみの充実 

 
２ 資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

（１）ライフスタイルの見直しによるごみの大幅な減量化 

（２）資源リサイクルの拡充 

 

３ 自然との共生・ふれあい 

（１）水と緑でネットワークする「いのちのオアシス」づくり 

（２）自然とのふれあいの拡大 

 

４ 都市環境問題・有害化学物質への対応 

（１）生活環境の改善と保全 

（２）新たな環境汚染問題への対応 

 
５ 地球環境への配慮 

（１）地球環境を考慮した区民生活の展開 

 

区民参加による環境づくり 
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１ 環境啓発・環境教育 

【施策の考え方】 

一人ひとりが環境に対する高い意識を持てるように、幅広い年齢層が参加できる多様な学習の機会を整えま

す。特に「暮らしと環境」との関係をわかりやすく体系的に学べるようにするとともに、学校等において、次代を担

う子どもたちに環境教育を積極的に行います。また、区民とともに環境啓発、環境教育等を進め、資源循環、自

然とのふれあい等の取り組みにつなげます。 

【施策体系図】 
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５０１ 環境に関する区民の活動拠点「エコセンター」との協働 

ア． エコタウンえどがわ推進計画の推進 【新】 

イ． 環境講座の実施 

ウ． えどがわエコセンターの支援 

エ． えどがわ自然学校の実践 

オ． 地球温暖化防止活動の推進 

カ． 打ち水キャンペーンの実施 

 

５０２ 区民の自主的・自発的な取組みの支援 

ア． 環境学習プロジェクトの実施 

イ． 人材育成事業の実施 

ウ． 身近な環境学習の実施 

エ．情報提供の実施 
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（１）区民と自然・地球環境との関連を学ぶしくみの充実 

５０１ 環境に関する区民の活動拠点「エコセンター」との協働 

地球温暖化防止を図るため、エコタウンえどがわ推進計画※の着実な推進に努めます。併せて、環境問題全

般の効果的な対策を推進するため、区民、事業者及び区が連携･協働したえどがわエコセンター※の活動を支

援するとともに、もったいない運動えどがわの普及拡大に努めます。 

※ エコタウンえどがわ推進計画：地球温暖化防止を図るため、温室効果ガス削減の数値目標等を定めた計画。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

エコタウンえどがわ推進計画

の推進 【新】 

推進本部の設置 運営 同左 

計画の周知 同左 同左 

イベント等による 

省エネ活動の普及 
同左 同左 

省エネ設備の導入 同左 同左 

事業費 ４，８３５千円 ４，８３５千円 ４，８３５千円

環境講座の実施 
環境講座 

水辺環境調査 
同左 同左 

事業費 １，８２３千円 １，８２３千円 １，８２３千円

えどがわエコセンターの支援 活動支援 同左 同左 

事業費 ４６，９９６千円 ４６，９９６千円 ４６，９９６千円

えどがわ自然学校の実践 活動実施の支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

地球温暖化防止活動の推進

もったいない運動 

えどがわの拡大 

同左 同左 

マイバッグ運動の拡大

エコチャレンジの拡大 

廃食用油のリサイクル 

の拡大 

エコカンパニーえどがわ

の拡大 

表彰 

事業費 －千円 －千円 －千円

打ち水キャンペーンの実施 打ち水大作戦の実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード 501）の中で計上しています。 
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５０２ 区民の自主的・自発的な取組みの支援 

区民、事業者及び区が連携･協働したえどがわエコセンター※が実施する環境学習プロジェクト、講座・講習、

区民のための身近な環境学習等の活動を支援します。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環境学習プロジェクトの実施

グリーンプラン推進校

の拡大 
同左 同左 

小中学校 

の環境学習支援 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

人材育成事業の実施 

環境学習リーダー 

養成講座 
同左 同左 

生ごみリサイクル講習会 同左 同左 

事業費 １，０１５千円 １，０１５千円 １，０１５千円

身近な環境学習の実施 

自然環境・生活環境・

地球環境分野の 

各セミナーの支援 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

情報提供の実施 

情報紙､リーフレット等

の発行支援 
同左 同左 

ホームページの運用支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード 501）のなかで計上しています。 
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２ 資源循環（ごみの減量と資源リサイクル） 

【施策の考え方】 

ごみの量は、平成１１年１０月から実施した資源回収事業の全区展開により一時減少しましたが、現在は人口

増等により微増傾向にあり、ごみの減量をより一層推進することが必要です。限りある資源を大切にするために、

区民と事業者が協力するとともに、効率的に３Ｒ（リデュース（発生抑制）・リユース（再使用）・リサイクル（再資源

化））を推進し、清掃事業と一体となった循環型社会形成に向けたしくみづくりが求められています。 

【施策体系図】 
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５０３ ごみ減量の目標達成に向けた取組 

ア．ごみ減量の目標達成に向けた調査 

イ．容器包装プラスチックの集積所回収 【新】 

 

５０４ 啓発活動の推進 

ア． 出前講座等の実施 

イ． 清掃･リサイクルニュースの発行 

 

５０５ ごみを少なくするしくみの構築 

ア． 家庭ごみ有料化等の研究 

イ． 区民と事業者との協働 

 

５０６ 環境に配慮したごみの収集・運搬・処理の推進 

ア． 低公害車の導入 

 

５０７ 産業廃棄物、建築副産物の排出抑制と再利用の促進

 

５０８ 区民流通ネットワークシステムの構築 

ア．リサイクル協力店等の情報提供 

 

５０９ 事業者と処理業者の連携促進 

 

５１０ 修理マイスター制度の創設 

 

５１１ デポジット制度などによる再資源化の促進 

 

５１２ リサイクルリーダーの育成・活用 

ア．リサイクルリーダーの育成・活用 

 

５１３ 区民による資源回収活動の拡大 

ア．集団回収活動の支援 

 

５１４ リサイクル製品の利用促進 
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（１）ライフスタイルの見直しによるごみの大幅な減量化 

５０３ ごみ減量の目標達成に向けた取組  

「一般廃棄物処理基本計画」に基づき、平成 33 年度までに平成 12 年度に比べて２０％のごみ減量を図るた

め、資源化可能物である容器包装プラスチックのリサイクルを推進し、集積所回収の実施に努めます。 

施策コード ５０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ごみ減量の目標達成 

に向けた調査 
組成調査 同左 同左 

事業費 ３，０００千円 ３，０００千円 ３，０００千円

容器包装プラスチック 

の集積所回収 【新】 
区内全域において実施 同左 同左 

事業費 ７２２，２３６千円 ７２２，２３６千円 ７２２，２３６千円

 

５０４ 啓発活動の推進 

ごみ減量・リサイクルに関する取り組みを拡大するため、学校、町会自治会等を単位として出前講座等の啓発

活動を推進します。 

また、ごみ減量の方法及びリサイクルの効果について、清掃・リサイクルニュースを発行し、３Ｒ（発生抑制、再

使用、再資源化）の啓発等に努めます。併せて、区立小学校４年生全員に環境教育冊子「えどがわくのごみダ

イエットにチャレンジ」を配付し、環境学習の促進を図ります。 

施策コード ５０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

出前講座等の実施 

講座、見学会の開催 同左 同左 

講座講師の派遣 同左 同左 

イベントにおけるＰＲ活動 同左 同左 

事業費 ２，００７千円 ２，００７千円 ２，００７千円

清掃・リサイクルニュース 

の発行 

「ごみダイエット」の発行

年３回 
同左 同左 

環境教育冊子の配付 同左 同左 

事業費 ４，２８２千円 ４，２８２千円 ４，２８２千円
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５０５ ごみを少なくするしくみの構築 

新たな資源回収品目を検討するとともに、ごみ減量に努力した人ほど効用が生じる方策として、家庭ごみの

有料化等について研究します。 

また、小売店（商店会）、スーパーマーケット等の事業者に対して、ごみの発生抑制を働きかけるとともに、レジ

袋削減に努めている「マイバック運動推進店」、ごみ減量に配慮した取り組みを行う「エコストア協力店」等を広く

情報提供します。併せて、マイバッグの持参、環境に配慮した商品の購入を区民等に呼びかけ、ごみの発生が

少なくなるライフスタイルの確立の促進に努めます。 

施策コード ５０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

家庭ごみ有料化等の研究 
情報収集 

調査研究 
同左 同左 

事業費 ０千円  ※※※千円  ※※※千円

区民と事業者との協働 

マイバッグ運動推進店 

等の情報提供 
同左 同左 

マイバッグコンテスト 

の実施 
同左 同左 

事業費 ９２７千円 ９２７千円 ９２７千円

 

５０６ 環境に配慮したごみの収集・運搬・処理の推進 

ごみ収集の直営車両の買い替えに当たっては、低公害車の購入を継続するとともに、雇上車両についても、

引き続き、低公害車の使用を促すよう働きかけます。 

施策コード ５０６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

低公害車の導入 

廃車車両分の買い替え

小型プレス車 4 台 

新大型特殊車 1 台 

廃車車両分の買い替え

小型プレス車６台 

新大型特殊車 1 台 

廃車車両分の買い替え

小型プレス車６台 

事業費 ３９，１００千円 ５３，０００千円 ４１，７００千円

 
５０７ 産業廃棄物、建築副産物の排出抑制と再利用の促進 

建設リサイクルの届出及び分別解体を確実に推進するため、届出の徹底、意識啓発等を図るとともに、引き

続き現場パトロールの実施を推進します。 
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（２）資源リサイクルの拡充 

５０８ 区民流通ネットワークシステムの構築  

区民自らが主体的に再利用を推進できるよう、区内のリサイクルショップ、修理店、リサイクルバンク、リサイク

ルマーケット等の情報を広く提供します。 

施策コード ５０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

リサイクル協力店等の 

情報提供 

情報収集 同左 同左 

ホームページ等による

情報提供 
同左 同左 

事業費 １２８千円 １２８千円 １２８千円

 
５０９ 事業者と処理業者の連携促進 

 家電製品等の資源リサイクルを確実、かつ、より効果的に行うため、事業者、処理業者及び区が必要な情報

交換を適宜行えるよう連携の促進を図ります。 

 
５１０ 修理マイスター※制度の創設 

ものを長く大切に使うため、事業者等の技術を活用して、「修理マイスター制度」に向けた人材育成に取り組

みます。 

※ マイスター：ドイツのものづくりの｢親方｣。｢親方の下で修行して一人前に｣という中世からのものづくりのシステムを国家資格

として整備したものがドイツのマイスター制度。 

 
５１１ デポジット制度※などによる再資源化の促進 

国及び事業者に対して再資源化品目の拡大の要請等を行うことに努めます。 

また、デポジット制度については、その導入を国に働きかけるとともに、イベント時のリユースカップの導入等の

先進的な取り組みを検討します。 

※ デポジット制度：ビールびん等のように、預り金、保証金等を取り、返却時に返金することにより、確実な返却を促すためのシ

ステム。 

 
５１２ リサイクルリーダーの育成・活用 

リサイクルに関心のある区民を対象とする講座、見学会等を開催し、リサイクルリーダーを養成します。併せて、

講習会修了者に対しては、講習会で得た知識の普及等、ごみ減量･リサイクル活動の中心となるよう活動を支援

します。 

施策コード ５１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

リサイクルリーダー 

の育成・活用 

講習会の実施 同左 同左 

リサイクルリーダーの派遣 同左 同左 

活動支援 同左 同左 

事業費 ５４１千円 ５４１千円 ５４１千円
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５１３ 区民による資源回収活動の拡大  

資源リサイクルを図るため、区民が主体となる集団回収活動を積極的に拡大します。 

また、実施団体が安定的に運営できるよう、報奨金の支給、回収補助用具の支援等を行うとともに、未実施団

体への働きかけを進めます。併せて、回収業者に対しても安定的な回収ができるよう支援します。 

施策コード ５１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

集団回収活動の支援 
活動の支援 

（実施団体６００団体） 

活動の支援 

（実施団体６１０団体） 

活動の支援 

（実施団体６２０団体） 

事業費 １２１，４９１千円 １２２，５００千円 １２３，５００千円

 
５１４ リサイクル製品の利用促進 

資源リサイクルを促進するため、区は事業者として、自らリサイクル製品の購入を促進するとともに、区民、事業者

等のリサイクル製品の購入（グリーン購入）の促進を図ります。 
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３ 自然との共生・ふれあい 

【施策の考え方】 

区には、区民の保全活動に支えられ、水と緑豊かな自然を活かしたうるおいの感じられる生活空間が形成さ

れています。この特長を活かし、様々な生き物が棲む「いのちのオアシス」づくり、「花と緑の拠点」づくり等を進

め、誰もが気軽に水と緑に親しめるような環境を整備します。また、これらの環境を利用して、自然とふれあうこと

のできる機会を充実します。 
【施策体系図】 
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５１５ 区民主体の環境づくり 

ア． アダプト制度の推進 

アー1 公園ボランティアの育成・支援 

アー2 まちかどボランティアの育成・支援 

アー3 緑のボランティアの育成・支援 

アー4 水辺のボランティアの育成・支援 

イ． 水と緑の区民カレッジ講座の開催 

ウ． みんなの家に花いっぱい運動の推進 

ウー1 花鉢アレンジ講習会の開催 

ウー2 庭木の手入れ講習会の開催 

ウー3 ウエルカム･ガーディナーの育成 

５１６ 多様な生物が棲息できる環境づくり 

５１７ 水と緑の拠点づくりの拡大 

ア． 河川敷の並木づくり 

５１８ 「いのちのオアシス」のネットワークづくり 

ア． 親水緑道の整備 

 

 

５１９ 体験型イベントの実施 

ア． 環境講座の実施 （再掲 501） 

イ． えどがわ自然学校の設立 （再掲 501） 

５２０ 自然体験活動などの充実 

ア． えどがわ自然学校の実践 （再掲 501） 

５２１ 身近な自然を活かした休息と健康づくり 

５２２ 水辺環境とのふれあい 

ア． 水辺に親しむ環境学習の場の設置 

５２３ 農地とのふれあい 

５２４ 自然を守り、自然とふれあう活動の支援 

「い
の
ち
の
オ
ア
シ
ス
」づ
く
り 

水
と
緑
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
拡
大 
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（１）水と緑でネットワークする「いのちのオアシス」づくり 

５１５ 区民主体の環境づくり  

区民相互の交流の促進、相談支援、情報の収集・提供等に努めるとともに、えどがわエコセンター※との連携

を図りながら、講習会、自然観察会等の開催等を行い、環境づくりのための様々な区民の活動を支援します。 

また、みんなの家に花いっぱい運動を推進し、四季おりおりの花と緑があふれるまちづくりを進めます。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ア
ダ
プ
ト
※

制
度
の
推
進 

公園ボランティアの 

育成・支援 

公園ボランティア 

連絡会の支援等 
同左 同左 

事業費 ６，００３千円 ６，００３千円 ６，００３千円

まちかどボランティアの 

育成・支援 
活動の支援相談 同左 同左 

事業費 １０１千円 １０１千円 １０１千円

緑のボランティアの 

育成・支援 

アダプトサインの設置 同左 同左 

活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ３，１１１千円 ３，１１１千円 ３，１１１千円

水辺のボランティアの 

育成・支援 

水辺の活動交流会等

の支援 
同左 同左 

事業費 ２，６６０千円 ２，６６０千円 ２，６６０千円

水と緑の区民カレッジ 

講座の開催 
２３講座 ２４講座 ２５講座 

事業費 ８，６１７千円 ８，８２０千円 ９，０２０千円

み
ん
な
の
家
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進 

花鉢アレンジ 

講習会の開催 
１４会場 １５会場 同左 

事業費 ６１４千円 ６５７千円 ６５７千円

庭木の手入れ 

講習会の開催 

講習会 ９会場 同左 同左 

花と緑の相談所 １２会場 同左 同左 

事業費 １８８千円 １８８千円 １８８千円

ウェルカム・ガーディナー 

の育成 
５会場 同左 同左 

事業費 ７６５千円 ７６５千円 ７６５千円

※ アダプト制度：道路、河川、公園等の公共スペースで実施する清掃等のボランティア活動。 
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５１６ 多様な生物が棲息できる環境づくり  

区民に身近なところで、より多様な生物が棲息できる環境づくりを推進するため、ＩＴ等を活用したわかりやす

い情報提供に努めます。また、干潟・樋門における自然環境の復元・再生について、国土交通省に事業化を要

請します 

 

５１７ 水と緑の拠点づくりの拡大  

区内七つの河川の堤防天端及び河川敷への桜を主とした植栽を計画的に実施し、環境整備に努めます。 

施策コード ５１７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

河川敷の並木づくり 
新川・旧中川他  

桜等 １２０本 
同左 同左 

事業費 ２２，０００千円 ２２，０００千円 ２２，０００千円

 

５１８ 「いのちのオアシス」のネットワークづくり  

地域の憩いの場となる利用の促進を図るとともに、生態系に配慮した、より自然に近い親水緑道の整備を図り

ます。 

施策コード ５１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

親水緑道の整備 本郷用水（工事）   

事業費 １７７，２４０千円

 

（２）自然とのふれあいの拡大 

５１９ 体験型イベントの実施  

 えどがわエコセンター※で実施する自然学習会、セミナー等の環境講座を支援します。また、えどがわエコセ

ンター※と連携を図りながら、水辺環境調査を実施します。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環境講座の実施  

再掲 501 

環境講座 

水辺環境調査 
同左 同左 

事業費 １，８２３千円 １，８２３千円 １，８２３千円

えどがわ自然学校の実践 

再掲 501 
活動実施の支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード 501）のなかで計上しています。 
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５２０ 自然体験活動などの充実 

篠崎公園、総合レクリエーション公園、西臨海公園等の大規模公園、親水公園、河川敷、プレイパーク（冒

険遊び場）等の活用を図りながら、自然の中で気軽に楽しく指導を受けることができる自然体験活動の充実を図

ります。 

また、えどがわエコセンターで実施する自然学習会等の環境講座を支援します。 

施策コード ５２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

えどがわ自然学校の実践 

再掲 501 
活動の支援 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード 501）のなかで計上しています。 

 

５２１ 身近な自然を活かした休息と健康づくり  

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 

 

５２２ 水辺環境とのふれあい 

えどがわエコセンターとの連携を図りながら、豊かな水辺空間を活用した環境学習の場づくりを行います。 

また、江戸川、荒川等における住民活動を推進するとともに、河川環境の充実に向けて流域自治体間の交流

及び連携の促進を図ります。 

施策コード ５２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

水辺に親しむ環境学習の場

の設置 

環境学習の場として活用

３か所 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

５２３ 農地とのふれあい 

農地を身近な自然としてとらえ、保全及びその活用を図るとともに、区民農園、ふれあい農園等を充実し、区

民が農業体験を通じて自然とふれあうことのできる機会の提供に努めます。また、農家の協力を得ながら、子供

たちが農業体験できるような機会の充実を図ります。 

 

５２４ 自然を守り、自然とふれあう活動の支援 

花、緑等を育てる活動、水辺の清掃活動、自然観察会等、区民、ボランティア、NPO 等による自然を守り、自

然とふれあう活動を支援します。また、自然を守り、自然とふれあう人の輪を広げるため、情報技術等を活用しな

がら、これらの活動の情報提供を推進します。 
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４ 都市環境問題・有害化学物質への対応 

【施策の考え方】 

区民の暮らしに影響を及ぼす都市環境問題、有害化学物質等について、ライフスタイル、事業活動等を根本

的に見直すとともに、国及び都と協力しながら、区民、事業者等とともに対応します。また、問題の発生及び被害

の拡大を防止するための情報の共有化を図り、リスクの低減に努めます。 

【施策体系図】 
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５２５ 工場・事業所などの環境汚染防止 

ア． 環境対策優良事業所の表彰 

イ． 事業所の公害対策等の調査・指導 

ウ． 事業所の情報提供 

エ． アスベスト飛散防止対策の推進 

オ． アスベスト調査費の助成 

 

５２６ 自動車環境汚染対策 

ア． 環境に配慮した庁用車導入 

 

５２７ 生活型環境問題への対応 

 

５２８ 有害化学物質汚染への対応 

ア． 有害化学物質対策の推進 

イ． 土壌汚染対策の推進 

改
善
と
保
全 

生
活
環
境
の 
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題
へ
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新
た
な
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汚
染 



101 
 

（１）生活環境の改善と保全 

５２５ 工場・事業所などの環境汚染防止 

工場、事業所等の環境に配慮した取り組みに対する相談及び助言、情報の提供、優良事業所の表彰制度、

環境保全のための設備導入を促進する融資制度等の推進を図ることにより、事業者が行う環境保全活動を支

援します。 

また、工場、事業所等に対する指導を適確に実施するとともに、新たに事業所を立地する場合には、その適

正な誘導に努めます。特に建物解体工事等に当たっては、アスベストの飛散防止の指導を徹底します。 

施策コード ５２５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環境対策優良事業所の表彰

優良事業所の表彰 

（環境をよくする運動 

中央大会において実施）

同左 同左 

事業費 １９千円 １９千円 １９千円

事業所の公害対策等 
の調査・指導 

対象 ９００事業所 対象 ６００事業所 対象 ８００事業所 

事業費 ２，９１６千円 ２，９１６千円 ２，９１６千円

事業所の情報提供 
ホームページ等 
による情報提供 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

アスベスト飛散防止対策 

の推進 

建物解体工事対策 同左 同左 

区内環境測定の実施 同左 同左 

事業費 １，６００千円 １，６００千円 １，６００千円

アスベスト調査費の助成 ４０件 同左 同左 

事業費 ２，０００千円 ２，０００千円 ２，０００千円
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５２６ 自動車環境汚染対策 

江戸川区環状七号線沿道地区計画に基づき、自動車騒音により生じる障害の防止及び沿道の適切な土地

利用の促進を図ります。 

また、江戸川区環境行動計画に基づき、庁用車の購入に当たっては、低公害車及び低燃料車の導入を促進

するとともに、既存の庁用車に後付けアイドリングストップ装置を装着します。 

施策コード ５２６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環境に配慮した庁用車導入

導入率５８％ 

（超低公害車換算） 

導入率６０％ 

（超低公害車換算） 

導入率６３％ 

（超低公害車換算） 

アイドリングストップ装置

の装着 
  

事業費 ３，４６５千円 ※※※千円 ※※※千円

 

５２７ 生活型環境問題への対応 

  近隣騒音等の生活型環境問題について、地域が自ら解決を図れるよう、啓発活動を推進するとともに、相談

体制を充実します。併せて、社会生活の多様化等で生じる新たな環境問題について、迅速・的確に情報収集を

行い、区民等と連携しながら、その問題の解決に努めます。 

 

（２）新たな環境汚染問題への対応 

５２８ 有害化学物質汚染への対応  

国及び都との連携を図りながら、有害化学物質の把握に努め、事業者の適正な管理・使用を指導するととも

に、的確な情報提供を行います。また、事業者の協力を得ながら、有害化学物質による汚染防止対策を推進し

ます。 

施策コード ５２８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

有害化学物質対策の推進 
事業場の調査、指導、

及び情報提供の実施 
同左 同左 

事業費 ５１０千円 ５１０千円 ５１０千円

土壌汚染対策の推進 
有害物取扱事業場の 
指導及び啓発の実施 

同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、事業所の公害対策等の調査・指導（施策コード 525）のなかで計上しています。 
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５ 地球環境への配慮 

【施策の考え方】 

電気、ガソリン等のエネルギーは、快適で便利な生活をおくるために不可欠なものですが、一方で二酸化炭

素、排気ガス等を排出する等地球環境に負荷を与えています。地球温暖化を防止し、国際社会と協調しながら、

温室効果ガスの削減のための取り組みの推進を図るため、環境に与える負荷をできる限り少なくし、区民、事業

者等が地球環境に配慮した生活、事業活動等を促進する江戸川区独自の取り組みを進めます。 

【施策体系図】 
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５２９ 楽しく活発に取り組むためのしくみづくり 

 

５３０ 行動指針の実践 

ア．エコタウンえどがわ推進計画の実践 【新】 （再掲 501） 

 

５３１ ＩＳＯなど環境マネジメントシステムの導入促進 

ア． 環境マネジメントシステム導入の助言等 

イ． エコカンパニーえどがわの推進 

 

５３２ 地球環境に配慮した区民生活への支援 

ア． 地球温暖化防止活動の推進 （再掲 501） 

 

 

５３３ 資源・エネルギーの賢い活用の促進 

ア． 緑のリサイクルの推進 

アー1 公園等の樹木 

アー2 街路樹等の樹木 

イ． 廃食油のリサイクル 

 

５３４ 屋上緑化などによるヒートアイランド現象の緩和 

ア． 雨水貯留施設の整備 

イ． 公共施設の屋上緑化 

ウ． 民間屋上緑化の促進 

エ． 打ち水キャンペーン （再掲 501） 

地
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（１）地球環境を考慮した区民生活の展開 

５２９ 楽しく活発に取り組むためのしくみづくり 

環境保全のための区民、ボランティア等の活動が楽しく活発に行われるよう、様々なしくみを研究します。 

 

５３０ 行動指針の実践 

地球温暖化防止を図るため、推進本部を設置し、エコタウンえどがわ推進計画※の周知及び着実な推進に努

めます。 

※ エコタウンえどがわ推進計画：地球温暖化防止を図るため、温室効果ガス削減の数値目標等を定めた計画。 

施策コード ５３０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

エコタウンえどがわ推進計画

の推進 【新】 再掲 501 

推進本部の設置 運営 同左 

計画の周知 同左 同左 

イベント等による 

省エネ活動の普及 
同左 同左 

省エネ設備の導入 同左 同左 

事業費 ４，８３５千円 ４，８３５千円 ４，８３５千円

 

５３１ ＩＳＯなど環境マネジメントシステムの導入促進 

ISO14001※、エコアクション 21※等に基づく環境マネジメントシステムの導入・運営に必要な知識・技術等の習

得の機会を提供します。併せて、えどがわエコセンター※と連携しながら、区独自の環境取組制度「エコカンパニ

ーえどがわ」事業※の普及促進を図り、事業者の地球温暖化防止等の環境に配慮した自主的な取り組みを支援

します。 

※ ＩＳＯ14001 シリーズ（環境マネジネントシステム）：国際標準化機構（ＩＳＯ）が定めた環境管理システムと環境監査に関する国

際規格 

※ エコアクション 21:環境省が策定した中小事業者でも取り組みやすい環境活動評価のプログラムで、認証登録制度もある。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

※ 「エコカンパニーえどがわ」事業：環境活動の取り組みに対する宣言をした事業者を、「環境取組事業所」として区に登録し、年

一回、その活動を報告する制度。 

施策コード ５３１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環境マネジメントシステム

導入の助言等 

情報収集 

及び情報提供 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

エコカンパニーえどがわ 

の推進 

参加事業所拡大の広報 同左 同左 

事業者取組の支援 同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

「－」：事業費は、工場・事業所等の環境汚染防止（施策コード 525）のなかで計上しています。 
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５３２ 地球環境に配慮した区民生活への支援 

えどがわエコセンターと連携を図りながら、地球温暖化防止及びごみ減量に取り組む「もったいない運動えど

がわ」を拡大して実施します。 

施策コード ５３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地球温暖化防止活動の推進

再掲 501 

もったいない運動 

えどがわの拡大 

同左 同左 

マイバッグ運動の拡大

エコチャレンジの拡大 

廃食用油のリサイクル 

の拡大 

エコカンパニーえどがわ

の拡大 

表彰 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード：501）のなかで計上しています。 

 

５３３ 資源・エネルギーの賢い活用の促進 

剪定枝のチップ化を推進し、公園等の肥沃化を図ります。また、落葉の堆肥化を推進し、啓発に努めます。併

せて、樹木の管理作業に伴う剪定枝葉の有効利用を図るため、チップ化、堆肥化等を活用する研究を推進し、

リサイクルを促進します。また、事業所、学校等から回収した廃食油によってＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）を製

造し、その利用の促進に努めます。 

施策コード ５３３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進 

公園等の樹木 

リサイクル率 １００％ 同左 同左 

剪定枝のチップ化 

１,２００㎥ 
同左 同左 

落葉の腐葉土化 

８００㎥ 
同左 同左 

事業費 １３，２００千円 １３,２００千円 １３,２００千円

街路樹等の樹木 

リサイクル率 ９０％ リサイクル率 １００％ 同左 

剪定枝のチップ化 

１，３００㎥ 

剪定枝のチップ化 

１，４００㎥ 
同左 

チップの腐葉土化 

１５０㎥ 

チップの腐葉土化 

１５０㎥ 
同左 

事業費 １４，０００千円 １５，０００千円 １５，０００千円
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廃食油のリサイクル 
「えどがわ油田開発 

プロジェクト」の支援 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、えどがわエコセンターの支援（施策コード：501）のなかで計上しています。 

 

５３４ 屋上緑化などによるヒートアイランド現象※の緩和  

公共施設の屋上緑化を推進するとともに、住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた民間

敷地内の緑化、屋上緑化、駐車場設置部分等に透水性舗装※、保水性舗装※を誘導するとともに省エネルギー

機器設置住宅に対する容積率の緩和をすることにより省エネ住宅の建設を促進し、ヒートアイランド現象の抑制

を図ります。また、雨水貯留槽の設置を誘導することにより、水資源の活用を促進します。 

えどがわエコセンター※が商店街、学校等と連携を図りながら実施する、再利用水を活用した打ち水キャンペ

ーンを支援します。 

※ ヒートアイランド現象：都市中心部の都市活動の結果として生じる気温上昇現象。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用の基準等を定めたもの。 
※ 透水性舗装：雨水の地中への浸透により、雨水流出抑制、雨天時の歩行性の向上等に効果がある舗装。 
※ 保水性舗装：道路の舗装断面に保水機能をもたせた舗装。雨天時に吸収した水分を晴天時に蒸発させ、気化熱を奪うことに

より路面の温度が下がる効果が期待できる。 
※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ５３４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

雨水貯留施設の整備 １基（３００㎥） 同左 同左 

事業費 ２８，３５０千円 ２８，３５０千円 ２８，３５０千円

公共施設の屋上緑化 ３施設 ４施設 ３施設 

事業費 ２１，０００千円 ２８，０００千円 ２１，０００千円

民間屋上緑化の促進 

促進件数  １００件 同左 同左 

見本園の活用及び広報 同左 同左 

 パンフレット等の作成  

事業費 １００千円 ３００千円 １００千円

打ち水キャンペーンの実施 

再掲 501 
打ち水大作戦の実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、エコセンターとの協働（施策コード：501）のなかで計上しています。 
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第５節 

活力を創造する産業づくり 

 

１ ものづくり産業の活性化 

（１）自立型中小企業の支援 

（２）企業間連携と情報化による競争力の強化 

（３）ものづくり技術の継承 

   
２ 商業・生活サービス業の活性化 

（１）新しい商店街への経営革新 

 
３ 情報産業・都市型ビジネスの育成 

（１）情報産業などの起業・育成支援 

（２）新たな都市型ビジネスの育成 

 
４ 都市農業の継承 

（１）特色ある都市農業の展開 

 
５ 伝統的地場産業の継承、発展 

（１）江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

 
６ 次代の産業を担う人材の育成 

（１）学校と地域の連携による産業教育の充実 

（２）次代を担う人材育成の支援 

 
７ 新たなパートナーシップの確立 

（１）産業界の主体性を重視した行政システム 

 
８ 働く意欲あふれる環境づくり 

（１）働く意欲あふれる環境づくりの推進 

（２）多様な就業の場の確保と支援 
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１ ものづくり産業の活性化 

【施策の考え方】 

不透明な景気の状況、技術革新等による経済・産業構造全体の大きな変化等により、区のものづくり産業にと

って、厳しい経営環境が続いています。このため、区では、従来の下請加工型企業からの脱却を図り、高付加価

値を生み出す企画・提案型企業としての自立を支援するとともに、企業間連携と情報化による競争力の強化、も

のづくり技術の継承支援等を行い、ものづくり産業の活性化を図ります。 

【施策体系図】 
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の
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６０１ マーケティング強化支援 

ア． SHOP 江戸川伝統工芸＋の運営 

イ． 産業ときめきフェアの充実 

 

６０２ 既存技術の応用・技術開発支援 

ア． コラボ産学官との連携の推進 

イ． 知的財産活用セミナー 

ウ． 中小企業振興事業資金融資の充実 

 

６０３ 区民の暮らしと調和する生産環境の確保 

ア． 省エネルギー整備の支援 【新】 

 

６０４ ネットワーク構築支援 

ア． 産業情報ネットワークの充実 

イ． コラボ産学官との連携の推進 （再掲 602） 

 

６０５ 情報化に対する支援強化 

ア. 下請･ものづくり相談の充実 

 

６０６ 技術継承者の育成支援 

 

６０７ ものづくりのＰＲ支援 

ア. 産業ときめきフェアの充実 （再掲 601） 

イ. 産業情報ネットワークの拡充 （再掲 604） 
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（１）自立型中小企業の支援 

６０１ マーケティング強化支援 

「えどがわ伝統工芸産学公プロジェクト」で生まれた商品の販売等を行う、インターネット上のショッピングモー

ルである「SHOP 江戸川伝統工芸＋」の適正な運営に努めます。併せて、篠崎文化プラザ内での販売活動等を

推進します。 

また、区内外の主に製造業を担う企業の展示実演等を行い、優れた製品及び技術力を広く紹介するとともに、

ビジネス情報交換会を開催し、企業間の連携づくりの場を提供します。併せて、製作実演・体験コーナー等を通

じて、産業教育の場としての活用を図ります。 

施策コード ６０１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

SHOP 江戸川伝統工芸＋ 

の運営 

篠崎文化プラザとの連

携による販売促進 

江戸川区特産品の販

売促進 
同左 

事業費 ５，０４０千円 ５，０４０千円 ５，０４０千円

産業ときめきフェアの充実 

ビジネスマッチングの場

の拡充 
同左 同左 

製作実演・体験コーナー

の拡充 
同左 同左 

産業教育の場 

の拡充 
同左 同左 

事業費 １２，６６４千円 １２，６６４千円 １２，６６４千円

 
６０２ 既存技術の応用・技術開発支援 

区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の促進を図り、区内企業と大学との連携を支援します。 

また、区内企業の持つ優れた技術を知的財産として活用・保護を図る、ライセンス契約の方法等に関するセミ

ナーを開催し、オンリーワン企業として販路の拡大、新規取引の確保等の一助となるよう努めます。 

さらに、中小企業振興事業資金融資は、制度の適切な運営を図るため、手続きの見直しを進めます。 

施策コード ６０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

コラボ産学官との連携の推進
コラボ産学官参加大学と

区内企業のマッチング支援
同左 同左 

事業費 １３，４７３千円 １３，４７３千円 １３，４７３千円

知的財産活用セミナー 
企業のニーズに沿った

内容を付加して実施 
同左 同左 

事業費 ２６０千円 ２６０千円 ２６０千円

中小企業振興事業資金融資

の充実 

中小企業からの 

融資相談・企業支援 
同左 同左 

事業費 １，３９２，１７９千円 １，３９２，１７９千円 １，３９２，１７９千円
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６０３ 区民の暮らしと調和する生産環境の確保 

エコタウンえどがわ推進計画※に基づき、（仮称）省エネルギー支援融資制度を検討します。 

※ エコタウンえどがわ推進計画：地球温暖化防止を図るため、温室効果ガス削減の数値目標等を定めた計画。 

施策コード ６０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

省エネルギー整備の支援 

【新】 

（仮称）省エネルギー支

援融資の検討 

（仮称）省エネルギー支

援融資あっせんの創設

（仮称）省エネルギー支

援融資あっせんの実施

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（２）企業間連携と情報化による競争力の強化 

６０４ ネットワーク構築支援 

江戸川区の産業を担う工業・商業・農業･伝統工芸等を区内外に広く紹介するとともに、区内中小企業のマー

ケティング等を支援するため、産業情報の拠点として Ei-net※（えいネット）のコンテンツの充実を図ります。 

また、区内企業とコラボ産学官参加大学との情報交流の促進を図り、区内企業と大学との連携を支援します。 

※ Ei-net：中小企業支援、農業・工業・商業・伝統工芸等の産業の紹介、関連イベント等の情報を掲載した区のホームページ。 

施策コード ６０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

産業情報ネットワークの拡充

えどがわ伝統工芸 

ワールドの拡充・更新 
同左 同左 

えどがわ花と野菜の 

ゆめワールドの拡充・更新
同左 同左 

えどがわ商業ワールド 

の拡充・更新 
同左 同左 

ものづくり MAP 

の拡充・更新 
同左 同左 

事業費 １０，０９９千円 １０，０９９千円 １０，０９９千円

コラボ産学官との連携の推進

再掲 602 

コラボ産学官参加大学と

区内企業のマッチング支援
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

６０５ 情報化に対する支援強化 

中小企業の技術、製品の開発・改善等に関する的確な情報提供を行うとともに、中小企業の相談支援等の周

知を図ります。 

施策コード ６０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

下請け・ものづくり相談の充実 
中小企業相談室での

相談受付・情報提供 
同左 同左 

事業費 ２９，１９８千円 ２９，１９８千円 ２９，１９８千円
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（３）ものづくり技術の継承 

６０６ 技術継承者の育成支援 

退職した熟練技術者等を技術継承のための研修会や講習会の講師等として活用する制度の設立に向けた

調査研究を進めます。 

 

６０７ ものづくりのＰＲ支援 

区内外の主に製造業を担う企業による展示実演等を行い、優れた製品及び技術力を広く紹介するとともに、

ビジネス情報交換会を開催し、企業間の連携づくりの場の提供します。併せて、製作実演・体験コーナー等を通

じて、産業教育の場としての活用を図ります。 

また、区内の産業を担う工業・商業・農業･伝統工芸等を区内外に広く紹介するとともに、区内中小企業のマ

ーケティング等を支援するため、産業情報の拠点として Ei-net（えいネット）のコンテンツの充実を図ります。 

施策コード ６０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

産業ときめきフェアの充実 

再掲 601 

ビジネスマッチングの場

の拡充 
同左 同左 

製作実演・体験コーナー

の拡充 
同左 同左 

産業教育の場 

の拡充 
同左 同左 

事業費 １２，６６４千円 １２，６６４千円 １２，６６４千円

産業情報ネットワークの拡充

再掲 604 

えどがわ伝統工芸 

ワールドの拡充・更新
同左 同左 

えどがわ花と野菜の 

ゆめワールドの拡充・更新
同左 同左 

えどがわ商業ワールド 

の拡充・更新 
同左 同左 

ものづくり MAP 

の拡充・更新 
同左 同左 

事業費 １０，０９９千円 １０，０９９千円 １０，０９９千円
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２ 商業・生活サービス業の活性化 

【施策の考え方】 

区内の商店街は、消費の低迷、多様化する消費者ニーズの変化等の影響のため、売上の減少、経営不振に

よる閉店等の厳しい状況に置かれています。 

このため、区では、空き店舗の活用等による独自の積極的な取り組み、これからの商店街に期待される新た

な社会的役割を担える商店街づくり等を支援し、商業・生活サービス業の再生と活性化を図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）新しい商店街への経営革新 

６０８ 商店街の計画的な振興 

中長期的な商店街振興を推進するため、商店街振興プランの着実な推進を図ります。特に「地域との協働に

よる商店街づくり」を基本に、各商店街が地域コミュニティの中核として、区民生活の楽しみの場となり、商店街

の売り上げも向上するよう支援します。 

施策コード ６０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

商店街振興プランの推進 
プランに基づいた 

計画的な事業の支援 
同左 同左 

事業費 １７４，４０６千円 ※※※千円 ※※※千円
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の
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化 

６０８ 商店街の計画的な振興 

ア． 商店街振興プランの推進 

 

６０９ みんなに楽しく便利な商店街づくり 

ア． 商店街パワーアップ支援事業 

イ． えどがわ商店街産学公プロジェクトの推進 

 

６１０ みんなにやさしく頼りにされる商店街づくり 

ア． モデル商店街事業の実施 

イ． 商店街エコ事業助成 【新】 

 

６１１ 空き店舗の有効活用に向けた取組み 

ア． 商店街パワーアップ支援事業 （再掲 609） 

 

６１２ 駐車・駐輪問題の解決に向けた取組み 

ア． 商店街パワーアップ支援事業 （再掲 609） 

 

６１３ 大規模商業施設、深夜営業商業施設の生活環境との調和

 

６１４ 生活サービス業の活性化 

新
し
い
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へ
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営
革
新 
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６０９ みんなに楽しく便利な商店街づくり 

商店街振興プランに基づく、イベント、装飾街路灯の設置等の計画的・継続的な活性化事業を支援します。 

また、千葉商科大学、区及び区内商店街が連携して実施する「えどがわ商店街産学公プロジェクト」を拡大し、

商店街の一層の活性化を図ります。 

施策コード ６０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

商店街パワーアップ 

支援事業の実施 

イベント・活性化・ 

商店街環境整備支援 
同左 同左 

事業費 ８９，０８０千円 ※※※千円 ※※※千円

えどがわ商店街 

産学公プロジェクトの推進 

小岩南支部での 

プロジェクト発足・実施

小岩南支部での 

プロジェクト実施 
同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

「－」：事業費は、モデル商店街事業（施策コード 610）のなかで計上しています。 

 
６１０ みんなにやさしく頼りにされる商店街づくり 

地域振興につながる活性化策を主体的に実施する商店街を「モデル商店街」に指定し、総合的に支援すると

ともに、当該事業を広報します。 

また、えどがわエコセンター等との連携を図りながら、「もったいない運動」等の商店街の環境に配慮した取り

組みを支援します。 

施策コード ６１０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

モデル商店街事業 
小岩南支部を 

モデル指定 

新たなモデル商店街 

の指定 
事業の推進 

事業費 １０，０００千円 ※※※千円 ※※※千円

商店街エコ事業助成 

【新】 
イベント・活性化支援 同左 同左 

事業費 ３，０００千円 ３，０００千円 ３，０００千円

 

６１１ 空き店舗の有効活用に向けた取組み 

空き店舗を活用した商店街の振興を支援します。 

施策コード ６１１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

商店街パワーアップ 

支援事業の実施 再掲 609 
イベント・活性化 同左 同左 

事業費 ８９，０８０千円 ※※※千円 ※※※千円
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６１２ 駐車・駐輪問題の解決に向けた取組み 

駐車場、駐輪場等の整備及び利用者のマナーの向上を図るため、関係機関等と協力･連携しながら、各商店

街の地域性を踏まえ、課題の解決に向けた取り組みの推進に努めます。 

施策コード ６１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

商店街パワーアップ 

支援事業 再掲 609 
イベント・活性化 同左 同左 

事業費 ８９，０８０千円 ※※※千円 ※※※千円

 
６１３ 大規模商業施設、深夜営業商業施設の生活環境との調和 

大規模商業施設、深夜営業商業施設等の出店に当たっては、大規模小売店舗立地法、住宅等整備事業に

おける基準等に関する条例に基づき適確な指導を実施するとともに、江戸川区大規模小売店舗連絡会を開催

する等、周辺の良好な住環境の保持に努めます。 

 

６１４ 生活サービス業の活性化 

  地域コミュニティにおける役割の一端を担い、区民生活に密着した公衆浴場等の生活サービス業の利用を

促進し、その活性化を図ります。 
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３ 情報産業・都市型ビジネスの育成 

【施策の考え方】 

産業のソフト化・サービス化の進展により、情報産業をはじめ、環境関連産業、福祉サービス産業等の新しい

都市型ビジネス（コミュニティビジネス等）が急成長しており、地域の生活者である区民自身が、自分たちの地域

が抱える課題を解決し、地域の活性化に努めています。 

このため、区では、情報産業等を区の新たな活力産業と位置づけ、重点的に支援するとともに、よりよい地域

社会の実現のためにも、環境関連産業や福祉サービス産業等の新しい都市型ビジネスを積極的に育成しま

す。 

【施策体系図】 
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６１５ 学習機会の提供の拡大 

 

６１６ 起業環境の整備 

ア． 起業環境の整備 

 

６１７ 都市型ビジネスのマッチング支援 

 

６１８ 都市型ビジネスの活動支援 
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（１）情報産業などの起業・育成支援 

６１５ 学習機会の提供の拡大 

情報産業等の起業を支援するため、実践的かつ効果的な学習機会等の提供に努めます。 

 
６１６ 起業環境の整備 

学習機会の提供、相談体制の整備等の、起業に関する計画から起業後の活動に係る支援を一貫して行うこ

とにより、区内の起業家の育成を図ります。 

施策コード ６１６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

起業環境の整備 

起業家ゼミナール 

の実施 
同左 同左 

ビジネスプランコンテスト

の開催 
同左 同左 

インキュベーションオフィス

の研究 

インキュベーションオフィス

の整備 

インキュベーションオフィス

の運営 

事業費 ３，４１０千円 ７，４１０千円 ４，１３０千円

 

（２）新たな都市型ビジネスの育成 

６１７ 都市型ビジネスのマッチング支援 

都市型ビジネスにおける優れたアイデアの事業化・製品化を支援するために、新たな分野への進出を図る企

業、研究開発機関等との連携の場の提供に努めます。 

 

６１８ 都市型ビジネスの活動支援 

都市型ビジネスのマーケティングを支援するため、中小企業診断士をはじめとする専門の相談員（テクニカル

マネージャー）による製品開発、販路開拓、起業、事業継続の可否等を含めた、総合的かつ継続的な相談支援

を行います。 
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４ 都市農業の継承 

【施策の考え方】 

区の農業は、小松菜や花卉等の特産物を有し、都市農業としては日本一ともいえる高い生産性を誇っていま

す。しかし、農地面積は年々減少を続けているほか、輸入農産物の増加による競争の激化等、区の農業を取り

巻く状況はいっそう厳しさを増しており、都市農業の存続が懸念されています。 

このため、区では、農地の保全に最大限努めるとともに、小松菜、花卉等の特産物を貴重な地域資源として

守り、特色ある地域産業として新たな展開を図ります。 

【施策体系図】 
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６１９ 生産環境の充実 

ア． 都市農業育成事業 

イ． 農業ボランティア制度の導入 

ウ． 農業経営の安定化支援 【新】 

 

６２０ 顔が見える農業の推進 

ア． 江戸川ブランドの活用 

イ． 直売所の設置 
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（１）特色ある都市農業の展開 

６１９ 生産環境の充実 

農地の保全及び安定した農業経営の継続を図るため、農業を支援する融資の斡旋を検討するとともに、生

産緑地の維持及び新規の指定、税制の優遇措置の要望等に努めます。併せて、都市農業の高い生産性を維

持するため、都市農業育成事業の充実及び環境に配慮した農業経営の推進を図ります。 

また、高齢化、後継者不足等により十分な活動を行えない農家を支援するとともに、区民と農業者の交流を

深めることに資するため、農業ボランティア制度※の充実等を図り、農家とボランティアの連携を支援します。 

※ 農業ボランティア制度：高齢化や後継者不足等の理由により、十分な活動が行えない農家にボランティアを派遣する制度。 

施策コード ６１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

都市農業育成事業 

都市農業基盤整備事業・

都市農業生産支援事業

の実施 

同左 同左 

事業費 ２６，０００千円 ２６，０００千円 ２６，０００千円

農業ボランティア制度 
の推進 

各種メニューの提供 同左 同左 

事業費 ８９６千円 ８９６千円 ８９６千円

農業経営の安定化支援 

【新】 

(仮称)農業支援資金 

融資あっせんの創設 

(仮称)農業支援資金 

融資あっせんの運営 

(仮称)農業支援資金 

融資あっせんの運営 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円

 

６２０ 顔が見える農業の推進 

区の特産農産物について、農家、弘前大学及び区が連携して実施する「えどがわ農業産学公プロジェクト」、

ロゴマーク、キャッチフレーズ等を活用しながら、江戸川ブランドの確立を図ります。併せて、「花と野菜のゆめワ

ールド」において、都市農業の振興を区内外に広報します。 

また、地産地消の推進を図るため、直売会・庭先販売所を支援します。併せて、都市農業に対する理解を促

進するため、区民農園・ふれあい農園の活用等を図るとともに、保育園、幼稚園、学校等と連携しながら、農業

の体験学習の推進及び学校給食における区内農産物の活用に努めます。 

施策コード ６２０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

江戸川ブランドの活用 

市場出荷に活用 同左 同左 

イベント等の 

キャンペーン活動 
同左 同左 

広報活動の強化 同左 同左 

事業費 １，６２６千円 １，６２６千円 １，６２６千円

直売所の設置 
直売会・庭先販売所 

のＰＲの充実 
同左 同左 

事業費 １，０４６千円 １，０４６千円 １，０４６千円
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５ 伝統的地場産業の継承、発展 

【施策の考え方】 

区には、伝統工芸品、金魚、花火等の長い歳月と人が織りなす伝統的地場産業が存在し、江戸川の独特の

文化を形成しています。これからも、伝統工芸品の高度な技術と製品を次代に継承していくために、国及び都

等との連携を進め、計画的な振興を図ります。また、金魚は区の伝統ある貴重な地域資源として保存・継承を図

ります。 

【施策体系図】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

（１）江戸川文化としての伝統的地場産業の振興 

６２１ 伝統工芸産業の振興 

新製品の開発、販路の拡大、江戸川ブランドの確立等「えどがわ伝統工芸産学公プロジェクト」を推進します。

併せて、区内の産業を担う工業・商業・農業･伝統工芸等を区内外に広く紹介するとともに、区内中小企業のマ

ーケティング等を支援するため、産業情報の拠点として、Ei-net※（えいネット）のコンテンツの充実を図ります。 

※ Ei-net：中小企業支援、農業・工業・商業・伝統工芸等の産業の紹介、関連イベント等の情報を掲載した、区のホームページ 

施策コード ６２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

えどがわ伝統工芸 

産学公プロジェクトの実施 

新製品開発 

広報・販路開拓 
同左 同左 

事業費 １５，６１１千円 １５，６１１千円 １５，６１１千円

江戸川ブランドの確立 
edogawa3 の 

ブランディングを推進 
同左 同左 

事業費 １５，６１１千円 １５，６１１千円 １５，６１１千円
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６２１ 伝統工芸産業の振興  

ア． えどがわ伝統工芸産学公プロジェクトの実施 

イ． 江戸川ブランドの確立 

ウ． 産業情報ネットワークの拡充 （再掲 604） 

 

６２２ 金魚、遊漁船の保存・継承 

ア． 金魚の保存･継承 

イ． 遊漁船の観光資源化・伝統技術の保存・継承支援 

ウ． 産業ときめきフェアの充実 （再掲 601） 
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産業情報ネットワークの拡充

再掲 604 

えどがわ伝統工芸 

ワールドの拡充・更新 
同左 同左 

えどがわ花と野菜の 

ゆめワールドの拡充・更新
同左 同左 

えどがわ商業ワールド 

の拡充・更新 
同左 同左 

ものづくり MAP 

の拡充・更新 
同左 同左 

事業費 １０，０９９千円 １０，０９９千円 １０，０９９千円

  

６２２ 金魚、遊漁船の保存・継承 

特長ある観光資源として、区内外に広く紹介し、区民と生産者の交流を促進するとともに、伝統的な技法を保

存・継承する団体の活動を支援します。 

施策コード ６２２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

金魚の保存・継承 

金魚まつりの実施 同左 同左 

観賞魚フェアの後援等 同左 同左 

金魚マスコットの広報等 同左 同左 

事業費 ３，７３９千円 ３，７３９千円 ３，７３９千円

遊漁船の観光資源化・ 
伝統技術の保存・継承支援

広報活動の充実 同左 同左 

団体支援 同左 同左 

事業費 １９２千円 １９２千円 １９２千円

産業ときめきフェアの充実 

再掲 601 

ビジネスマッチングの場

の拡充 
同左 同左 

製作実演・体験コーナー

の拡充 
同左 同左 

産業教育の場 

の拡充 
同左 同左 

事業費 １２，６６４千円 １２，６６４千円 １２，６６４千円
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６ 次代の産業を担う人材の育成 

【施策の考え方】 

経営者、技術者等の高齢化により、経営の後継者、技術の継承者の不足等が深刻化しています。優れた技

術の喪失や後継者不足による事業所、店舗等の閉鎖はまちの活力の減退の一因となる恐れがあります。 

このため、区では、区内産業の活力を維持、発展させていくために、学校と地域の連携による産業教育の充

実を図るとともに、後継者の確保、新しい産業を創出する若手人材の育成、若い技術者への技術の継承等の次

代を担う人材育成を支援します。 

【施策体系図】 
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６２３ 多様な産業教育の推進 

ア． インターンシップ実施の支援 

 

 

 

 

６２４ 後継者の育成支援 

ア． 商工経営研究会の助成 

イ． 後継者パワーアップ支援 【新】 

 

６２５ 企業内人材の育成支援 

 

６２６ 起業家の育成支援  

ア．起業環境の整備 （再掲 616） 
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（１）学校と地域の連携による産業教育の充実 

６２３ 多様な産業教育の推進 

産業界、青年会議所・各種産業団体との連携を図りながら、インターンシップを受け入れる企業等を紹介し、

その実施を支援します。 

施策コード ６２３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

インターンシップ実施の支援
インターンシップ 

受入先の紹介 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

（２）次代を担う人材育成の支援 

６２４ 後継者の育成支援 

青年会議所と協力して、経営者となるために必要な知識の習得等を図る後継者のスキルアップセミナーを実

施します。併せて、商店街連合会と協力して、商店会活動に必要な人材の発掘・育成を図るためのセミナーを

実施します。 

施策コード ６２４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

商工経営研究会の助成 講師の派遣 同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

後継者パワーアップ支援 

【新】 

スキルアップセミナー等

の開催 
同左 同左 

事業費 ３６０千円 ３６０千円 ３６０千円

 

６２５ 企業内人材の育成支援 

実践的かつ効果的な学習機会の提供に努めます。 

 
６２６ 起業家の育成支援 

学習機会の提供、相談体制の整備等、起業に関する計画から起業後の活動に係る支援を一貫して行うこと

により、区内の起業家の育成を図ります。 

施策コード ６２６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

起業環境の整備 

再掲 616 

起業家ゼミナール 

の実施 
同左 同左 

ビジネスプランコンテスト

の開催 
同左 同左 

インキュベーションオフィス

の研究 

インキュベーションオフィス

の整備 

インキュベーションオフィス

の運営 

事業費 ３，４１０千円 ７，４１０千円 ４，１３０千円
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７ 新たなパートナーシップの確立 

【施策の考え方】 

区では、多くの区民の声を活かしながら、産業政策の立案等を行ってきました。これからも、行政、産業関係

者、各企業、消費者としての区民等を含めた、それぞれの立場での意見を交換しながら施策の方向を見出して

いく政策形成を進めるとともに、よきパートナーとして区内産業を下支えする効果的なしくみづくりを図ります。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）産業界の主体性を重視した行政システム 

６２７ 産業界との連携強化 

６２８ 区民参加による産業振興 

産業構造の変化に伴う諸課題の解決を図り、効果的な産業振興施策の企画立案を支援するため、区内企業

の現状を把握する場を設けます。 

施策コード ６２７・６２８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域工場団体懇談会 課題等に応じて開催 同左 同左 

事業費 ４０９千円  ４０９千円  ４０９千円

 

６２９ 産業振興センターの有効活用 

区内各産業関係者が有効に産業振興センターを活用できるよう運営の充実を図ります。 
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６２７ 産業界との連携強化 

ア． 地域工場団体懇談会 

 

６２８ 区民参加による産業振興 

ア． 地域工場団体懇談会 （再掲 627） 

 

６２９ 産業振興センターの有効活用 
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８ 働く意欲あふれる環境づくり 

【施策の考え方】 

区内中小企業で働く人々が安心していきいきと働けることが、まちのにぎわいと活力を創造します。そのため

に、労働環境の改善、福祉制度の充実等を図り、働く意欲あふれる環境づくりを推進します。また、一部では厳

しい雇用情勢が続いており、新しい時代に併せた、区民の就業の場を柔軟に確保するとともに、雇用を多様化

させることが必要であり、多様な就業の場の確保と支援を図ります。 

【施策体系図】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（１）働く意欲あふれる環境づくりの推進 

６３０ 区内中小企業の人材確保・育成支援 

ハローワークとの連携を図りながら、えどがわ就職面接会の開催等を実施し、区内中小企業の円滑な広報及

び求人活動を支援します。 

 

６３１ 区内中小企業で働く人々の支援 

区内中小企業で働く人々の福祉の向上を図るため、企業の福利厚生事業における区の施設の活用の促進

等に努めます。併せて、労働衛生の向上のため、江戸川地域産業保健センター等との連携を図りながら、労働

環境の向上、職業相談の充実等に努め、区内中小企業で働く人々を支援します。 
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６３０ 区内中小企業の人材確保・育成支援 

 

６３１ 区内中小企業で働く人々の支援 

 

６３２ 雇用の拡大 

ア． 職業相談・紹介 

イ． えどがわ就職面接会 

 

６３３ キャリアアップ支援 

ア． キャリアカウンセリング 

イ． 就職応援セミナー 
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（２）多様な就業の場の確保と支援 

６３２ 雇用の拡大 

ハローワークとの連携を図りながら、「ほっとワークえどがわ」の就業相談、中高年齢者･若年者を対象とした就

職面接会の開催等の就労支援を行います。 

施策コード ６３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

職業相談・紹介 

フルタイム・パート・内職

の職業相談・紹介 
同左 同左 

就職情報の提供 同左 同左 

出張相談の実施 同左 同左 

事業費 １５，６５４千円 １５，６５４千円 １５，６５４千円

えどがわ就職面接会 

対象年齢、業種等を絞

った面接会及び小規模

面接会の開催 

同左 同左 

事業費 ５３６千円 ５３６千円 ５３６千円

 

６３３ キャリアアップ支援 

「ヤングほっとワークえどがわ」において、若年層を対象としたキャリアカウンセリング等を実施します。併せて、

ニート・フリーターをもつ保護者を対象とした就労支援セミナーを開催します。 

また、独立行政法人雇用・能力開発機構及びハローワークとの連携を図りながら、若年者を対象とした就職応

援セミナーを開催します。 

さらに、「ほっとワークえどがわ」において、中高年者を対象とした就職ガイダンスセミナーを開催します。 

施策コード ６３３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

キャリアカウンセリング 

キャリアカウンセリング 

（ヤングほっとワークえどがわ）
同左 同左 

パソコンを利用した 

適職診断 
同左 同左 

事業費 ５，９５３千円 ５，９５３千円 ５，９５３千円

就職応援セミナー 

若年者就職応援セミナー

（ヤングほっとワークえどがわ）
同左 同左 

ニート・フリーター 

就労支援セミナーの開催

（ヤングほっとワークえどがわ）

同左 同左 

就職ガイダンスセミナー 

（ほっとワーク） 
同左 同左 

事業費 １５６千円 １５６千円 １５６千円
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第6節 

区民の暮らしを力づよく 

支えるまちづくり 

 

１ 都市基盤の充実・質の向上 

（１）土地利用と市街地整備の方針 
（２）区民発意のまちづくりの推進 
（３）木造密集市街地の改善 

（４）良好な市街地環境の創出 

（５）大規模公園予定地の整備 

（６）地域生活圏と中心核の整備 

 

２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

（１）道路ネットワークの形成 

（２）鉄道の整備 

（３）楽しく快適に移動できる交通 

（４）情報通信ネットワーク化の推進 

 

３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

（２）美しい都市景観づくり 

（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

（５）安心して生活できるまちづくり 

 

４ 安全で災害に強いまちづくり 

（１）防災まちづくり 

（２）防災体制の充実 

（３）みんなで守るまちづくり 
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１ 都市基盤の充実・質の向上 

【施策の考え方】 

「江戸川区街づくり基本プラン」に基づき、安全で魅力ある都市の形成を目指して、計画的なまちづくりを進め

ます。特に、区民生活の質が高まるよう、社会経済状況の変化及び価値観の多様化に対応した、土地利用、市

街地整備等に取り組みます。 

併せて、これからのまちづくりにおいて、区民が主体的に活動するとともに、地域毎に将来のまちの姿につい

て区民と区が認識を共有しつつ、地区の個性に応じた区民発意のまちづくりを進めます。 

【施策体系図】  
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７０１ 良好な住宅市街地の形成 

７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成 

７０３ にぎわいある商業系市街地の形成 

ア． JR 小岩駅周辺地区の整備 

イ． 京成小岩駅周辺地区の整備 

ウ． 篠崎駅西部地区（連鎖型土地区画整理事業） 

７０４ 農地の保全 

７０５ 流通業務地区 

７０６ 土地利用調整地区 

 

７０７ 地区計画によるまちづくりの誘導 

ア． 住民合意による地区計画の策定 

７０８ 自主的なまちづくり活動の支援 

ア． まちづくり協議会活動の支援 

イ． まちづくり推進コンサルタントの派遣 

７０９ 区民提案によるルールづくりの推進 

 

７１０ 木造住宅密集地区の整備 

ア． 密集住宅市街地整備促進事業 

イ． 優良建築物等整備事業 

ウ． 地籍整備型土地区画整理事業 

７１１ 細街路の整備および狭小敷地の改善 

ア． 細街路の拡幅整備 

イ． 指定道路図・調書の作成 【新】 

ウ． 良質な居住水準への誘導 

７１２ 小松川地区防災拠点再開発事業 
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次ページへ 
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（１）土地利用と市街地整備の方針 
７０１ 良好な住宅市街地の形成  

地域地区※指定、地区計画※等を活用し、土地の細分化防止、建物の高さ規制等によって、地区ごとの特性

にあわせた良好な住環境の創出及び保全を図ります。 

また、木造住宅密集地区※については、密集住宅市街地整備促進事業※を活用することにより、生活道路を

拡幅し、安全な住宅市街地の形成を図ります。併せて、建替え更新時に狭あい道路の拡幅整備、狭小敷地の

改善のための隣接敷地買い増しの誘導等を図るとともに、一定規模の土地の開発に当たっては、周辺の住環

境と調和のとれた土地利用を誘導します。 

※ 地域地区：都市計画区域内の土地を利用目的によって区分し、建築物などについて必要な制限を課すことにより、土地の合

理的利用を図るもの。 

※ 地区計画：小規模な地区を対象として、用途地域では決められない詳細な土地利用、建築の形態などを決める計画。 

※ 木造住宅密集地区：木造住宅の密度が高く、その中に老朽住宅が相当数含まれ、道路等の公共施設整備の水準が低く、防

災危険度が高い地区。 

※ 密集住宅市街地整備促進事業：老朽木造住宅が密集している地区において、道路、公園等の公共施設、生活環境施設の整

備、老朽木造住宅の建替え等を促進し、居住環境の向上、良質な住宅供給等を行う事業。 

 
７０２ 調和のとれた住工共存型市街地の形成  

用途地域※、特別用途地区※、地区計画等を活用することにより、地区ごとの特性にあわせたきめ細かい地区

ルールづくりを推進し、住工が共存する環境の整備に努めます。 

また、工業系用途地域内での集合住宅等の土地利用の転換に当たっては、周辺環境との調和に配慮した建

設計画を誘導します。 

※ 用途地域：住宅・商店・工場などが混乱して立地するのを防ぐため、地域ごとに建てられる建物の種類を規制したもの。 

※ 特別用途地区：地域地区の目的を基本とし、これを補完するため、建築基準法に基づき地区の特性、課題等に応じて地方公

共団体の条例で建築物の用途に係る規制の強化又は緩和を行うもの。（本区の場合は、特別業務地区、特別工業地区の２種

類を指定） 
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７１３ 土地区画整理事業の推進 

     ア．区施行の土地区画整理事業の推進 

 

７１４ 地区別整備方針の確立 

 

 

７１５ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 

ア． 篠崎公園・宇喜多公園の整備促進 

７１６ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 

 

 

 

７１７ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 
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前ページより 
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７０３ にぎわいある商業系市街地の形成  
主要鉄道駅の周辺については、商業、交通等の拠点となるべく、それにふさわしい土地利用を誘導し、にぎ

わいのある商業系機能、事務所等の業務機能等の充実を図ります。特に、JR 小岩駅周辺地区については、道

路、駅広場等の基盤整備計画の早期決定及び地区別の事業を推進します。京成小岩駅周辺地区については、

地域協議を促進し、早期に事業化を図るとともに、駅前広場等の基盤整備計画の策定を推進します。 

また、篠崎駅周辺地区については、土地区画整理事業に併せた駅前の開発を促進します。 

施策コード ７０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ＪＲ小岩駅周辺地区の整備 事業計画の推進 基盤整備計画の決定 地区別の事業推進 

事業費 ３９，３９７千円 ※※※千円 ※※※千円

京成小岩駅周辺地区の整備
地域との協議 

基盤整備計画の検討 
事業計画の推進 同 左 

事業費 ３，１５０千円 ※※※千円 ※※※千円

篠崎駅西部地区 

（連鎖型土地区画整理事業）

篠崎駅前街区 

区民施設・駐輪場竣工
  

事業費 －千円

「－」: 事業費は、区施行の土地区画整理事業の推進（施策コード 713）のなかで計上しています。 

 

７０４ 農地の保全 
生産緑地地区の追加指定を行い、農地の保全に努めます。 

 
７０５ 流通業務地区 

東京東部の流通拠点としての環境を維持するとともに、高機能な物流拠点としての適切な誘導を図ります。 

 

７０６ 土地利用調整地区 
大規模な都市機能の転換に当たっては、地区の立地特性、機能特性等を考慮しながら、特別用途地区、地区計

画等の活用を図り、都市の魅力と活力につながる土地利用の促進に努めます。 
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（２）区民発意のまちづくりの推進 

７０７ 地区計画によるまちづくりの誘導  
住民の理解と参加による地域の特性にあった地区計画を策定し、建築物、土地利用等の規制、誘導及び一

部事業の導入によるまちづくりを推進します。なお、東京都が策定した「土地区画整理事業を施行すべき区域

※」見直しガイドラインに基づいた都市計画変更を適宜行います。 

※ 土地区画整理事業を施行すべき区域：戦災復興のもとに市街地の拡大を抑止するために緑地として整備することを指定された

旧緑地地域を指定解除することに伴って、土地区画整理事業により基盤整備水準を上げる予定地域として指定された区域。 

施策コード ７０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

住
民
合
意
に
よ
る
地
区
計
画
の
策
定 

一之江三丁目南地区 

地 区 計 画 決 定 

運 用 ・ 実 現 同左 

中西八丁目地区 

二之江西地区 

篠崎駅西部地区 
（七丁目その他街区） 

地区計画決定（追加） 

江戸川五丁目付近地区 地区計画決定（一部） 

地区計画決定（一部） 
運 用 ・ 実 現 
素  案  策  定 

東西一丁目付近地区 素  案  策  定 

北小岩一丁目東部地区 素 案 検 討 素  案  策  定 地 区 計 画 決 定  

上篠崎地区 素 案 検 討(一部) 同左 同左 

事業費 ５，２０５千円 ５，３００千円 ５，３００千円

 

７０８ 自主的なまちづくり活動の支援 

まちづくり協議会等の活動の支援、景観づくり活動支援のための必要に応じた専門家の派遣等を行うことに

より、住民参加による自主的なまちづくりの推進を図ります。 

施策コード ７０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

まちづくり協議会活動 

の支援 
６地区 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円

まちづくり推進コンサルタント

の派遣 
２地区 同左 同左 

事業費 ３００千円 ３００千円 ３００千円

「－」：事業費は、地区計画の策定（施策コード 707）、密集住宅市街地整備促進事業（施策コード 710）及び区施行の土地区画整

理事業の推進（施策コード 713）のなかで計上しています。 

 



132 
 

７０９ 区民提案によるルールづくりの推進 
区民提案による地区計画、建築協定※等の地区のルールづくりを推進します。 

※ 建築協定：土地所有者等の全員の合意によって建築物の敷地、位置、構造、用途、形態、意匠等の基準を定めた協定。 

 

（３）木造密集市街地の改善 

７１０ 木造住宅密集地区の整備  

主要生活道路及び防災生活道路、防災性を向上する公園、広場等の整備を促進し、老朽化した建築物

の建替え、不燃建築物の誘導等を図ることにより、燃えにくい街の形成に努め、安全性及び防災性の高

い市街地の形成を図ります。また、市街地環境の向上を図る優良建築物等整備事業※、地籍混乱の解消

を図る地籍整備型土地区画整理事業※等の実施を支援します。 

※ 優良建築物等整備事業：既成市街地において、土地利用の共同化、高度化等に寄与する優良建築物の整備促進を図ること

により、市街地環境の改善、住宅供給等を促進する事業。 

※ 地籍整備型土地区画整理事業：都市部で地籍整備が緊急に求められる地域のうち、地籍混乱が生じている地域において、土

地区画整理事業の実施により大きな整備効果が得られる事業。 

施策コード ７１０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

密
集
住
宅
市
街
地
整
備
促
進
事
業 

南小岩七・八丁目地区

道路拡幅整備 

道路拡幅・公園整備 同左 

松島三丁目地区 

下鎌田東地区 

一之江四丁目南地区 

春江町三丁目南地区 

江戸川一丁目地区 道路拡幅・公園整備道

一之江三丁目南地区 道路拡幅整備 

中西八丁目地区 

事業計画策定調査 事 業 開 始 道路拡幅・公園整備 

二之江西地区 

事業費 ６６７，３５４千円 ７００，０００千円 ８４０，０００千円
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 優良建築物等整備事業 

上篠崎４丁目 22 番地地区 
共同施設整備助成   

事業費 １７，５００千円

地籍整備型 

土地区画整理事業 

西篠崎地区 

換地計画助成 

清算事務 

清算事務 

組合解散 
 

事業費 ２６，０００千円 ０千円

 
７１１ 細街路※の整備および狭小敷地の改善 

 区民及び事業者の理解と協力を得ながら、助成金制度の活用を図りつつ、細街路の拡幅整備を推進します。

また、指定道路図・調書を作成し、閲覧に供することにより、建築行為全般を円滑に推進するよう図ります。 

併せて、７０㎡を超える土地の購入に対し資金を貸し付けることにより、敷地規模の拡大を促進し、居住環境

の向上及び良好な市街地の形成を図ります。 

※ 細街路：幅員４ｍ未満の道路 
施策コード ７１１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

細街路の拡幅整備 

区施工    ２，４００ｍ 同左 同左 

自己施工(助成)４００ｍ 同左 同左 

事業費 １６０，４４０千円 １６０，４４０千円 １６０，４４０千円

指定道路図・調書の作成 

【新】 
指定道路調書作成 

建築情報管理システム

への取込等 
閲覧開始 

事業費 ４４，１９５千円 ※※※千円 ※※※千円

良質な居住水準への誘導 
街づくり宅地資金貸付

５件 
同左 同左 

事業費 ４０，０００千円 ４０，０００千円 ４０，０００千円

 
７１２ 小松川地区防災拠点再開発事業 

平成 20 年度の事業終了に向け、東京都と未着工街区の調整を進めます。 

また、スーパー堤防※整備事業については、東京都及び国土交通省と積極的に調整を進めます。 
※ スーパー堤防：河川後背地の再開発等と併せて堤防背面の盛土を行い、耐震性および親水性の向上を図った堤防。 
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（４）良好な市街地環境の創出 

７１３ 土地区画整理事業※の推進 
災害に強い住みよいまちづくりを推進するため、土地区画整理事業による都市基盤整備を推進します。併せ

て、組合施行及び東京都施行による事業については早期完成を要請します。 

また、まちづくり協議会の活動を支援し、住民参加による自主的なまちづくりの推進を図ります。 

※ 土地区画整理事業：土地所有者などから土地の一部を提供してもらい、道路、公園等に活用し、市街地を面的に整備すること

で居住環境を向上させ、一方で宅地を整形化し利用増進を図ることを目的とした事業。 
施策コード ７１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進 

（篠崎駅西部地区） 

連鎖型土地区画整理事業

篠崎駅前街区 

区民施設・駐輪場竣工

換地処分 

清算事務  

上篠崎四丁目街区 

共同化住宅竣工 

換地処分 

清算事務  

七丁目 4・5・8・9 街区 

公園整備 

換地処分 

清算事務  

七丁目その他街区 

事業認可 
仮換地指定 

移転造成工事 

建物再建 

まちづくり協議会 

活動支援 
同左 同左 

事業費 １９７，4００千円 １，０００，０００千円 １，０００，０００千円

（瑞江駅北部地区） 換地計画・処分 
清算事務 

公園整備（４００㎡） 
 

事業費 ６１，４００千円 ５０，０００千円 千円

（一之江駅西部地区） 
換地計画 

公園整備（1,200 ㎡） 
換地処分 

清算事務 

公園整備（４００㎡） 

事業費 ４０１，８００千円 ５０，０００千円 ２０，０００千円

 
７１４ 地区別整備方針の確立 

住民の理解と参加による地区計画を策定し、適正な土地利用の促進を図ります。 
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（５）大規模公園予定地の整備 

７１５ 篠崎公園・宇喜田公園の整備促進 
篠崎公園・宇喜田公園について、周辺道路及び市街地整備と整合を図った整備の促進を都に要請します。 

施策コード ７１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

篠崎公園・宇喜田公園 

の整備促進 
整備促進要請 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

 

７１６ 江戸川緑地における整備のあり方の検討 
スーパー堤防※等の基盤整備、周辺市街地における一定のみどり率の確保等を踏まえつつ、地域の実態を

踏まえた整備のあり方を検討します。 

※ スーパー堤防：河川後背地の再開発等と併せて堤防背面の盛土を行い、耐震性および親水性の向上を図った堤防。 

 

（６）地域生活圏と中心核の整備 

７１７ 生活圏の個性を活かした魅力あるまちづくり 
区民生活の多様化を踏まえつつ、区内６つの地域（中央、小松川・平井、西、小岩、東部及び鹿骨）がそれ

ぞれ快適性、利便性及び安全性を高め、区民が誇りと愛着をもって生活できるよう、個性的で魅力的なまちづく

りを推進します。 
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２ 利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備 

【施策の考え方】 

都市計画道路、主要道路、橋梁の整備による道路ネットワーク、公共交通機関、自転車交通等を効果的に整

備及び活用し、誰もが安心・快適に移動できるまちづくりを進めます。 

また、高度情報化に対応した情報通信の利便性の高いまちを目指します。 

【施策体系図】 
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路
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７１８ 区民生活を担う道路の整備 

ア． 地域幹線道路の整備促進 

イ． 地域幹線道路の整備の準備 

７１９ 橋梁の整備 

ア． 既存橋梁の架け替え 

アー1 上一色中橋（新中川） アー2 中平井橋（旧中川） 

アー3 新川橋（新川） 

７２０ 自転車道路のネットワーク形成 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成 

ア． 歩行性を高める歩道改良 

イ． 路肩のカラー舗装 

 

７２２ メトロセブンの整備促進 

７２３ 京成線の立体化の検討 

ア．京成本線立体化の検討 

７２４ 鉄道混雑の緩和 

 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 

ア． 総合自転車対策の推進 

イ． 駐輪場の整備 

イー１ 西駅東西広場 イー2 平井駅南口広場 

イー3 一之江駅南口駐輪場 【新】 

７２６ 利便性の高いバス交通の充実 

ア． 環七シャトルバスの運行支援 

７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザインの推進 
ア． 歩道巻き込み部の段差解消・ 

視覚障害者用誘導ブロック改修 （再掲 426） 

イ． バス停の整備（ベンチ・上屋等） （再掲 426） 

ウ． 音声誘導装置の設置 （再掲 426） 

エ． 公共施設のバリアフリー化 （再掲 426） 

オ． バリアフリーマップの改訂・周知 【新】 （再掲 426） 

７２８ 自動車交通の円滑化 

ア． 違法駐車防止活動 

イ． 時間貸し駐車場の利用促進 

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 
鉄
道
の
整
備 

楽
し
く
快
適
に
移
動
で
き
る
交
通 

次ページへ 
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（１）道路ネットワークの形成 

７１８ 区民生活を担う道路の整備 

都市計画道路及び地域幹線道路の整備を推進し円滑な道路交通の確保及び質の高いまちづくりを推進しま

す。併せて、電線類の地中化の推進を図ります。 

特に都市計画道路補助第１４３号線（篠崎街道～旧江戸川護岸）については、その早期完成を図るため、区

受託事業として推進します。また、都市計画道路補助第２８６号線及び補助第２８８号線（上篠崎）のルート変更

を行い、スーパー堤防との一体的な整備を推進します。 

施策コード ７１８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進 

補助第 264 号線 

（北小岩） 

建物調査・算定 

用地買収 

建物調査・算定 

用地買収 
用地買収 

補助第 284・288 号線 

（中央） 

建物調査・算定 

用地買収・道路整備 

用地買収 

道路整備 

用地買収 

道路整備 

補助第 286 号線 

（中央） 

建物調査・算定 

用地買収 
用地買収 用地買収 

補助第 288 号線 

（南篠崎） 

用地買収 

道路整備 

用地買収 

道路整備 

用地買収 

道路整備 

補助第 288 号線 

（上篠崎） 

用地測量 

建物調査・算定 

建物調査・算定 

用地買収 
用地買収 

補助第 288・290 号線 

（一之江） 
用地買収 用地買収 

用地買収 

道路整備 

補助第 289 号線 

（船堀） 

用地買収 

道路整備 
道路整備（完成）  

補助第 289 号線 

（春江） 
建物調査・算定 

建物調査・算定 

用地買収 

建物調査・算定 

用地買収 

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進 

７２９ 情報通信基盤の整備促進 

７３０ 電子区役所への取り組み 

ア． 電子申請サービスの拡大 

イ． 江戸川区施設予約システム「えどねっと」の管理運営 

ウ． ＳＨＯＰ江戸川伝統工芸＋の運営 （再掲 601） 

エ． 図書館システムの置換 【新】 

７３１ 地域情報ネットワークの構築の検討 

ア． 地域活動ホームページの運営 

 

前ページより 
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地
域
幹
線
道
路
の
整
備
促
進 

補助第 289 号線 

（江戸川） 
建物調査・算定 

建物調査・算定 

用地買収 

建物調査・算定 

用地買収 

補助第 289 号線 

（東西） 
用地測量 建物調査・算定 

建物調査・算定 

用地買収 

区街 12 号線 

（春江） 

建物調査・算定 

用地買収 
道路整備（暫定完成）  

事業費 ２，６５２，１１９千円 ３，２００，０００千円 ３，６００，０００千円

補助第 143 号線 

（区受託事業） 
用地買収 用地買収 用地買収 

事業費 ３６４，６３０千円 ４００，０００千円 ４００，０００千円

地
域
幹
線
道
路
の
整
備
の
準
備 

補助第２８８号線 

（上篠崎） 
事業認可 

建物・調査算定 

用地買収 
用地買収 

事業費 １１，３４０千円 ６３８，１７０千円 １，６２０，０００千円

補助第２８６号線 

（上篠崎） 
  

地元説明 

現況測量 

事業費 ４，８４０千円

区画街路２５号線 

（上篠崎） 
  

地元説明 

現況・用地測量 

事業費 ３，４８０千円

 
７１９ 橋梁の整備 

老朽化した上一色中橋及び新川橋の架け替え工事を推進します。 

また、区と千葉県を結ぶ計画の橋梁（補助１４３号線、放射１６号線及び補助２８６号線の橋梁）等については、

関係機関に対して早期整備を要請します。 

施策コード ７１９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

既
存
橋
梁
の
架
け
替
え 

上一色中橋（新中川） 仮人道橋・旧橋撤去 橋台・橋脚工事 
橋台・橋脚工事・ 

桁製作 

事業費 １６６，４０４千円 ４６３，０００千円 ６７５，０００千円

中平井橋（旧中川） 

〈墨田区と共同事業〉 

仮橋撤去・護岸工事 

（橋は 20 年 3 月完成）
  

事業費 ６５，１０１千円

新川橋（新川） 
仮桟橋・橋台工事・ 

桁架設工事 

仮桟橋・橋台工事・ 

桁架設工事 

仮桟橋撤去・ 

上部仕上工（完成） 

事業費 ５３６，５００千円 ３４６，０００千円 １３７，４００千円
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７２０ 自転車道路のネットワーク形成 
利便性及び安全性の向上を図るため、自転車歩行者道路等の整備を推進し、自転車道路ネットワーク化に努め

ます。併せて、レクリエーション活動が身近に行えるよう、河川堤防上通路等の利用を図り、サイクリングロードの

充実に努めます。 

 

７２１ 歩行者に安全な道路ネットワークの形成  
老朽化した歩道及び街路樹の根上がり箇所の補修を実施し、より安全で安心して歩ける歩道の整備に努め

ます。併せて、区内の交通事故減少を図るため、警察と連帯しながら、交通事故多発路線を重点として安全対

策等に取り組みます。 

施策コード ７２１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

歩行性を高める歩道改良 
７路線 

２,３００ｍ 
同左 同左 

事業費 ２５６，０００千円 ２５６，０００千円 ２５６，０００千円

路肩のカラー舗装 ２，４００ｍ 同左 同左 

事業費 ４７，０００千円 ４７，０００千円 ４７，０００千円

 

（２）鉄道の整備 

７２２ メトロセブンの整備促進 
「今後整備について検討すべき路線」として、運輸政策審議会答申に位置付けられている中、その実現に向

けて、導入空間、システムの選択等について調査及び検討を行い、諸課題の解決に取り組みます。 

 

７２３ 京成線の立体化の検討 
京成本線立体化について、東京都、飾区及び京成電鉄と、鉄道連続立体高架方式の調整を進めます。併

せて、京成小岩駅及び江戸川駅の駅前広場の整備、再開発事業等の周辺まちづくりの検討、他の事業との調

整等を図るとともに、地域で具体的なまちづくりに関する意見交換を行います。 

施策コード ７２３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

京成本線立体化の検討 京成本線立体交差化実現に向けて東京都等と調整 

事業費 ６，６５０千円 ※※※千円 ※※※千円

 
７２４ 鉄道混雑の緩和 

各路線における通勤・通学の混雑緩和策の検討を、鉄道事業者に要請します。 
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（３）楽しく快適に移動できる交通 

７２５ 自転車を利用しやすい環境整備 
地域拠点にふさわしい交通処理機能及び美しさ、快適さ等をあわせもつ駅前広場の形成を図るため、西

駅東西広場の修景工事及び平井駅南口広場の整備工事を推進します。また、一之江駅南口に駐輪場を新設

します。 

併せて、駅周辺の放置自転車防止活動をより効果的なものとするため、駅別の一括業務委託等を柱とする

「総合自転車対策」を推進します。 

 

 
７２６ 利便性の高いバス交通の充実 

区内南北交通状況の改善を図る基幹的な公共交通軸の形成を目的として、平成１９年度に実証運行を実施

した環七シャトルバスの運行を継続して支援し、その運行の安定化に努めます。 

併せて、バス利用の利便性の向上を図るため、既設路線の維持、新規路線の整備等事業者と協議及び調整

を行います。 

施策コード ７２６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

環七シャトルバスの運行支援 

運行支援   

走行環境・魅力づくり支援 同左 同左 

事業費 ５１，５１８千円 ※※※千円 ※※※千円

 

施策コード ７２５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

総合自転車対策の推進 

駐輪場運営業務等の

駅別一括業務委託 

１０駅で実施 

同左 同左 

事業費 １，２５１，０９０千円 １，２６０，０００千円 １，２６２，０００千円

駐

輪

場

の
整

備 

西駅東西広場 

（20 年４月から 

駐輪場供用開始） 

広場修景工事〈完成〉   

事業費 ２８４，２８０千円

平井駅南口広場 

円形躯体築造工事 

機械式駐輪 

施設設置工事 

機械式駐輪 

施設設置工事 

広場修景工事（完成） 

 

事業費 ５０９，２５０千円 ３０，０００千円

一之江駅南口駐輪場 

【新】 
円形躯体築造工事 

機械式駐輪 

施設設置工事 

広場景修工事 （完成）

 

事業費 ６２４，７５０千円 ３１，５００千円
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７２７ 誰もが快適に移動できるユニバーサルデザイン※の推進 
バリアフリー※のまちづくりを進めるために、歩道巻き込み部の段差解消・視覚障害者用誘導ブロック改修、音

声誘導装置の設置、バス停の整備等を推進するとともに、エレベーター、自動扉の設置等のバリアフリー化を推

進します。また、バリアフリーマップの改訂版を作成し、その周知及び活用に努めます。 

併せて、誰もが利用しやすく快適に移動できる駅の整備を、鉄道事業者に要請します。 

※ ユニバーサルデザイン：年齢、性別、障害の有無などにかかわりなく、どんな人でも使えるように設計されたデザイン。 

※ バリアフリー：人が生活する上で妨げとなる障害（バリア）が、街、施設、道路、住宅、人々の意識、社会等から取り除かれた状態。 

施策コード ７２７ 年次計画 

計画事業内容  ２０年度  ２１年度  ２２年度 

歩道巻き込み部の段差解消

再掲 426 道路改修箇所 

にあわせて改修 
同左 同左 

視覚障害者用誘導ブロック改修

再掲 426 

事業費 ２５，５００千円 ２５，５００千円 ２５，５００千円

バス停の整備（ベンチ・上屋等）

再掲 426 
３か所 ６か所 同左 

事業費 ８，６００千円 １７，２００千円 １７，２００千円

音声誘導装置の設置 

再掲 426 
８基 同左 同左 

事業費 ８，４００千円 ８，４００千円 ８，４００千円

公共施設のバリアフリー化

再掲 426 

エレベーター設置 

２施設 

エレベーター設置 

１施設 
同左 

事業費 ９０，０００千円 ４５,０００千円 ４５,０００千円

バリアフリーマップの改訂・周知

【新】 再掲 426 

バリアフリーマップ 

改訂版作成・周知・配布
周知・配布 同左 

事業費 ３，８８５千円 ０千円   ０千円

 

７２８ 自動車交通の円滑化 
区民との協働による違法駐車防止キャンペーン、パトロール等を実施し、平成２２年度には瞬間違法駐車台

数２，０００台以下の実現に努めます。併せて、「時間貸し駐車場マップ」の作成及び普及に努めるとともに、（財）

東京都道路整備保全公社との連携を図りながら、駐車場の空き状況等、適切な情報提供に努めます。 

施策コード ７２８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

違法駐車防止活動 
違法駐車防止キャンペーン、

パトロール等の実施 
同左 同左 

事業費 １１，１５５千円 １１，１５５千円 １１，１５５千円

時間貸し駐車場 

の利用促進 

時間貸し駐車場マップ

の作製・配布 
同左 同左 

満空情報端末機の普及 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円
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（４）情報通信ネットワーク化の推進 

７２９ 情報通信基盤の整備促進 
情報通信基盤を活用することにより、快適な情報提供環境を促進します。 

 
７３０ 電子区役所への取り組み 

申請・届出等の各種手続きの電子化の取り組みを計画的に促進するとともに、施設予約システム、「SHOP 江

戸川伝統工芸＋」等の適正な運営を図る等、利便性の向上に努めます。 

施策コード ７３０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

電子申請サービスの拡大 対象の拡大 同左 同左 

事業費 ５，０００千円 ５，０００千円 ５，０００千円

江戸川区施設予約システム

「えどねっと」の管理運営 
検討及び管理・運営 同左 同左 

事業費 ４７，３２５千円 ４３，８６１千円 ４３，８６１千円

SHOP 江戸川伝統工芸＋ 

の運営 再掲 601 

篠崎文化プラザとの 

連携による販売促進 

江戸川区特産品 

の販売促進 
同左 

事業費 ５，０４０千円 ５，０４０千円 ５，０４０千円

図書館システムの置換 

【新】 
システムの選定 移行作業・運用開始 新システムの運用 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７３１ 地域情報ネットワークの構築の検討 
地域内の情報交流と地域からの情報発信を高めるために、関係機関と連携し、地域情報ネットワークの構築

を検討していきます。また、地域活動ホームページの活用を図り、町会・自治会の活動の透明性の向上及び

加入の促進に努めます。 

施策コード ７３１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域活動ホームページの運営 随時更新 同左 同左 

事業費 ０千円   ０千円 ０千円
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３ 地域の魅力を高めるまちづくり 

【施策の考え方】 

水辺、緑等のさまざまな都市の資源と魅力を育て、まちづくりに活かします。また、事故、犯罪等を防止した、

安心して暮らせる魅力の高いまちづくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
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７３２ 区民主体の環境づくり 

ア． アダプト制度の推進 （再掲 515） 

イ． 水と緑の区民カレッジ講座の開催 （再掲 515） 

ウ． みんなの家に花いっぱい運動の推進 （再掲 515） 

７３３ 緑の回廊の形成 

ア． 公共施設の屋上緑化 （再掲 534） 

イ． 民間屋上緑化の促進 （再掲 534） 

ウ． 河川敷の並木づくり （再掲 517） 

エ． 親水緑道の整備 （再掲 518） 

７３４ 水辺空間の整備・充実 

ア． 水辺に親しむ環境学習の場の設置 （再掲 522） 

イ． 新中川の河川敷の整備 

ウ． 新川環境整備（新川千本桜計画） 【新】 

７３５ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 

ア． 親水緑道の整備 （再掲 518） 

 

７３６ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 

ア． 景観計画の策定 【新】 

イ． 古川親水公園沿線の景観地区指定 【新】 

７３７ 電線のない街の実現 

ア． 電線類の地中埋設化 

７３８ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

ア． まちづくり推進コンサルタントの派遣 （再掲 708） 

 

７３９ 総合的な住宅施策の展開 

７４０ 住まいに関する相談や情報の提供の充実 

ア． 分譲マンションの維持・管理支援 

７４１ 多様で良質な住宅の供給支援 

ア． 中古市場の活性化及びリフォーム資金融資 

イ． 良質な居住水準への誘導 （再掲 711） 

７４２ 地域特性を活かした住環境づくり 

ア． 住民合意による地区計画の策定 （再掲 707） 

イ． 密集住宅市街地整備促進事業 （再掲 710） 

ウ． 区施行の土地区画整理事業の推進 （再掲 713） 
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７４３ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

ア． 住まいのバリアフリーの普及促進 

イ． 耐震改修の支援 【新】 

７４４ 高齢者などの居住支援策の充実 

ア． 三世代同居住宅資金貸付 （再掲 408） 

イ． 民間賃貸住宅家賃助成 （再掲 408） 

ウ． 住まいの改造助成 （再掲 408） 

エ． 民間賃貸住宅居住支援事業 （再掲 408） 

７４５ 公営住宅への対応 

ア． 公営住宅の有効活用 

 

 

７４６ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

７４７ 魅力あるにぎわいの場づくり 

ア． JR 小岩駅周辺地区の整備 (再掲 703) 

イ． 京成小岩駅周辺地区の整備 (再掲 703) 

ウ． 篠崎駅西部地区（連鎖型土地区画整理事業） （再掲 703） 

 

７４８ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

 

７４９ 交通安全の推進 

ア． 交通安全の意識啓発の推進 

イ． 交通事故相談 

７５０ 地域ぐるみの防犯対策 

ア． 防犯活動の推進 

イ． 自転車盗ゼロ作戦の推進 

ウ． 安心して歩ける道づくり 

７５１ 通行支障箇所の改善 
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（１）水と緑にあふれる都市環境の充実 

７３２ 区民主体の環境づくり 
区民相互の交流の促進、相談支援、情報の収集・提供などに努めるとともに、えどがわエコセンター※との連

携を図りながら、講習会、自然観察会等の開催等を行い、環境づくりのための様々な区民の活動を支援します。 

また、みんなの家に花いっぱい運動を推進し、四季折々の花と緑があふれるまちづくりを進めます。 

※ えどがわエコセンター：江戸川区という地域社会を舞台として区民、事業者、行政が連携・協働するという新たなパートナーシッ

プのもと、多くの人々に環境にやさしい生活を広げるため全区的に設立した特定非営利活動法人。 

施策コード ７３２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ア
ダ
プ
ト
※

制
度
の
推
進 

公園ボランティアの 

育成・支援 再掲 515 

公園ボランティア 

連絡会の支援等 
同左 同左 

事業費 ６，００３千円 ６，００３千円 ６，００３千円

まちかどボランティアの 

育成・支援 再掲 515 
活動の支援相談 同左 同左 

事業費 １０１千円 １０１千円 １０１千円

緑のボランティアの 

育成・支援 再掲 515 

アダプトサインの設置 同左 同左 

活動の支援相談 同左 同左 

事業費 ３，１１１千円 ３，１１１千円 ３，１１１千円

水辺のボランティアの 

育成・支援 再掲 515 

水辺の活動交流会等

の支援 
同左 同左 

事業費 ２，６６０千円 ２，６６０千円 ２，６６０千円

水と緑の区民カレッジ 

講座の開催 再掲 515 
２３講座 ２４講座 ２５講座 

事業費 ８，６１７千円 ８，８２０千円 ９，０２０千円

み
ん
な
の
家
に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進 

花鉢アレンジ 

講習会の開催 再掲 515
１４会場 １５会場 同左 

事業費 ６１４千円 ６５７千円 ６５７千円

庭木の手入れ 

講習会の開催 再掲 515

講習会 ９会場 同左 同左 

花と緑の相談所 １２会場 同左 同左 

事業費 １８８千円 １８８千円 １８８千円

ウェルカムガーティ゛ナー

の育成 再掲 515 
５会場 同左 同左 

事業費 ７６５千円 ７６５千円 ７６５千円

※ アダプト制度：道路、河川、公園等の公共スペースで実施する清掃等のボランティア活動。 
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７３３ 緑の回廊※の形成  

区内七つの河川の堤防天端及び河川敷への桜を主とした植栽を計画的に実施します。併せて、親水河川空

間をネットワーク化し、地域の憩いの場となる利用を推進するとともに、生態系に配慮した、より自然に近い親水

緑道の整備を図ります。 

また、住宅等整備事業における基準等に関する条例※に基づいた屋上緑化を推進することにより、ヒートアイ

ランド現象の抑制を図ります。 

※ 緑の回廊：公園、河川、学校などの緑の核をなす施設を親水緑道、緑道等、緑豊かな道路で結んだ回遊性のあるﾈｯﾄﾜｰｸ。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用の基準等を定めたもの。 
施策コード ７３３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

公共施設の屋上緑化 
再掲 534 

３施設 ４施設 ３施設 

事業費 ２１，０００千円 ２８，０００千円 ２１，０００千円

民間屋上緑化の促進 

再掲 534 

促進件数  １００件 同左 同左 

見本園の活用及び広報 同左 同左 

 パンフレット等の作成  

事業費 １００千円 ３００千円 １００千円

河川敷の並木づくり 

再掲 517 

新川・旧中川他 

桜等 １２０本 
同左 同左 

事業費 ２２，０００千円 ２２，０００千円 ２２，０００千円

親水緑道の整備 

再掲 518 
本郷用水（工事）   

事業費 １７７，２４０千円
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７３４ 水辺空間の整備・充実  
新川については、新川千本桜計画の推進に併せた「塩の道」に相応しい江戸文化を醸し出す修景整備を、

地域との協働を図りながら推進します。 

また、新中川については、東京都の暫定整備の実施状況を踏まえながら、利用の促進を図ります。 

施策コード ７３４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

水辺に親しむ環境学習 

の場の設置 再掲 522 

環境学習の場 

として活用 ３か所 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

新中川の河川敷の整備 河川敷緑地の管理 同左 同左 

事業費 ２，３５０千円 ２，３５０千円 ２，３５０千円

新
川
環
境
整
備
（
新
川
千
本
桜
計
画
） 

【新
】 

耐震護岸整備 

（新川橋～新川口橋） 
１００ｍ ４５０ｍ ５５０ｍ 

人道橋 ３橋 ３橋 ２橋 

広場橋  ２橋 １橋 

船堀ｸﾞﾘｰﾝﾛｰﾄﾞ 

（新川～船堀駅） 
地中化設計委託 地中化工事 道路整備 

緑道整備 

（西水門～宇喜田橋） 
整備 整備 整備 

地域交流センター  用地買収 
建設 

（２３年度完成） 

江戸風修景整備 整備 整備 
整備 

（２４年度完成） 

事業費 ４６９，０００千円 ２，５１７，０００千円 ２，５６７，０００千円

 
７３５ 自然豊かな親水公園・親水緑道づくり 

親水河川空間をネットワーク化し、地域の憩いの場となる利用の促進を図るとともに、生態系に配慮した、より

自然に近い親水緑道の整備を推進します。 

施策コード ７３５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

親水緑道の整備 

再掲 518 
本郷用水（工事）   

事業費 １７７，２４０千円
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（２）美しい都市景観づくり 

７３６ 地域の特性を活かした個性ある景観形成 
潤いと風格ある生活環境の創造を目指した新たな景観形成の創出を推進するため、景観計画を策定します。

併せて、古川親水公園沿線の水と緑が溢れる魅力ある景観づくりの推進を図るため、沿線の周辺住民との合意

を得ながら、「景観地区」（都市計画決定）指定を行います。 

施策コード ７３６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

景観計画の策定 

【新】 

景観計画策定委員会の設置

景観計画案の作成 

区民説明会 

都市計画審議会諮問 

景観計画策定 

条例の制定 

事業費 ９，３８６千円 ６，０００千円 ０千円

古川親水公園沿線 

の景観地区指定 【新】 

住民説明会 

都市計画決定 

個別建替え等に併せた

景観誘導（認定） 
同左 

事業費 ３００千円 ０千円 ０千円

 
７３７ 電線のない街の実現 

都市計画道路、土地区画整理事業等の推進に併せて、電線類の地下埋設化等を関係機関に要請し、快適

な都市景観の形成を図ります。 

施策コード ７３７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

電線類の地中埋設化 ２７０ｍ ４５０ｍ ５３０ｍ 

事業費 １３９，７００千円 １５７，５００千円 １８５，５００千円

 

７３８ 区民・事業者と区の協働による景観づくり 

区民の自主的な景観づくり活動を支援するために、情報提供、専門家の派遣等を行います。 

施策コード ７３８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

まちづくり推進コンサルタント

の派遣 再掲 708 
２地区 同左 同左 

事業費 ３００千円 ３００千円 ３００千円
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（３）住みよく永住できる居住環境づくり 

７３９ 総合的な住宅施策の展開 

社会状況の変化、住まいに関する法整備等を踏まえながら、適宜、「住まいの基本計画」の見直しを図り、生

涯生活都市の実現に努めます。 

 

７４０ 住まいに関する相談や情報の提供の充実  

居住者自らが実施する分譲マンションの維持・管理に関する取り組みの充実を図るため、「マンション通信」の

発行を支援します。併せて、学習会等への専門家派遣、マンション問題に関する研究活動等の支援を行い、管

理組合のネットワークづくり等を推進します。 

施策コード ７４０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の 

 
 
 
 

維
持
・
管
理
支
援 

マンション通信発行の支援 年４回 同左 同左 

マンション交流の支援 

専門講師の派遣 
年４回 同左 同左 

マンション問題 

に関する懇談、 

研究活動等の支援 
研究活動等の支援 同左 同左 

事業費 ８７６千円 ８７６千円 ８７６千円

 

７４１ 多様で良質な住宅の供給支援 

既存の住宅資源を有効に活用し、老朽化した住宅の改修・建替えを促進するため、改修に係る資金の融資

あっせんを行い、住宅の質及び防災性の向上並びに住宅産業の振興を図ります。併せて、７０㎡以上の土地の

購入に係る資金の貸し付けを行い、敷地規模の拡大を促進し、居住環境の向上及び良好な市街地の形成を図

ります。 

また、開発事業者に対しては、江戸川区住宅等整備事業における基準※等に関する条例に基づき、より良好

な共同住宅及び戸建て住宅を供給するよう適確な指導を実施します。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用の基準等を定めたもの。 
施策コード ７４１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

中古市場の活性化及び 

リフォーム資金融資 

住宅リフォーム資金の融資

２０件 
同左 同左 

利子補給件数 

１２０件 

利子補給件数 

１３５件 

利子補給件数 

１４０件 

良質な居住水準への誘導 

再掲 711 

街づくり宅地資金貸付

５件 
同左 同左 

事業費 ４１，７５１千円 ４２，４００千円 ４２，９００千円
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７４２ 地域特性を活かした住環境づくり 

コミュニティの機能を活かしながら、住民合意に基づいた地区計画制度を活用するとともに、密集住宅市街地

整備促進事業の導入、土地区画整理事業の推進を図り、魅力ある良好な住環境を形成します。 

また、住まいづくりワークショップを活用し、隣接住民と協調した住まいのルールづくりを推進します。 

施策コード ７４２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

住民合意による 

地区計画の策定  

再掲 707 

７地区 同左 同左 

事業費 ５，２０５千円 ５，３００千円 ５，３００千円

密集住宅市街地整備促進事業

再掲 710 
９地区 同左 同左 

事業費 ６６７，３５４千円 ７００，０００千円 ８４０，０００千円

区施行の土地区画整理事業

の推進 

再掲 713 

３地区 ３地区 ２地区 

事業費 ６６０，６００千円 １，１００，０００千円 １，０２０，０００千円

 

７４３ 安全で健康に配慮した住宅づくりの推進 

建物の新築、増改築に当たっては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、東京都高齢

者、身体障害者等が利用しやすい建築物の整備に関する条例及び江戸川区住宅等整備事業における基準等

に関する条例※によるバリアフリー建築を誘導するとともに、「江戸川区住宅改修ガイド」の活用を図り、バリアフリ

ー化の普及を促進します。 

また、「江戸川区耐震改修促進計画」に基づいた、住宅の耐震対策を支援することにより、災害に強いまちづ

くりの形成を図ります。 

※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用等の基準を定めたもの。 
施策コード ７４３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

住まいのバリアフリー 

の普及促進 
普及促進 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

耐震改修の支援 
【新】 

戸建住宅、分譲マンション等に対し耐震化支援事業の実施及び普及啓発 

事業費 ２４１，７５２千円 ※※※千円 ※※※千円
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７４４ 高齢者などの居住支援策の充実  

熟年者が住み慣れた地域にいつまでも安心して住み続けられるよう、その状態に応じた多様な住まいの普及

及び整備の促進に努めるとともに、三世代同居住宅貸付※、民間賃貸住宅家賃助成※、民間賃貸住宅居住支

援事業※等により、熟年者の住まいの確保・改善等を図ります。 

※ 三世代同居住宅資金貸付：熟年者と同居または同居しようとする人が、住宅を新築、購入又は増改築する場合、資金を融資す

ることで、熟年者との同居促進とバリアフリー住宅の普及を図る。 

※ 民間賃貸住宅居住支援事業：保証人がいないため賃貸住宅に入居できない熟年者に対して、民間会社の債務保証制度、緊

急通報システム等を活用し、安定した賃貸住宅市場の整備を図る。 

※ 民間賃貸住宅家賃助成：建物の取り壊し等で家主から転居を迫られた熟年者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる

ように、緊急処置として住み替え家賃の差額を助成する。 

施策コード ７４４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

三世代同居住宅資金貸付

再掲 408 
１５件 同左 同左 

事 業 費 ９１，１０７千円 ９１，１００千円 ９１，１００千円

民間賃貸住宅家賃助成 

再掲 408 
３０５件 同左 同左 

事 業 費 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円 １２０，６５８千円

住まいの改造助成 

再掲 408 
１２０件 同左 同左 

事 業 費 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円 ４３，７８６千円

民間賃貸住宅居住支援事業

再掲 408 
１５件 ２０件 同左 

事 業 費 １７０千円 １７０千円 １７０千円

 

７４５ 公営住宅への対応  

区営住宅の施設管理及び計画修繕については、指定管理者制度を活用し、効果的かつ効率的な管理・運

営に努めます。 

また、大規模団地の建替えに当たっては、円滑な建替えの実施、効果的な敷地の活用、都営住宅の再編成

と集約等に向けた調整、協議等を行います。 

施策コード ７４５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

公営住宅の有効活用 

区営住宅の管理・修繕

３団地６５戸 
同左 同左 

大規模団地建替え調整 同左 同左 

事業費 ３９，８５５千円 １８，２００円 ２４，０００千円
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（４）歩いて楽しめる個性あるまち 

７４６ 歩いて楽しめる水と緑の道づくり 

地域の水と緑の資源を活かし、沿道の魅力を高め、ゆったりと過ごせる道空間の創出に努めます。 

 

７４７ 魅力あるにぎわいの場づくり  

主要鉄道駅の周辺については、商業、交通等の拠点となるべく、それにふさわしい土地利用を誘導し、にぎ

わいのある商業系機能、事務所等の業務機能等の充実を図ります。特に、JR 小岩駅周辺地区については、道

路、駅広場等の基盤整備計画の早期決定及び地区別の事業を推進します。京成小岩駅周辺地区については、

地域協議を促進し、早期に事業化を図るとともに、駅前広場等の基盤整備計画の策定を推進します。 

また、篠崎駅周辺地区については、土地区画整理事業に併せた駅前の開発を促進します。 

施策コード ７４７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ＪＲ小岩駅周辺地区の整備 

再掲 703 
事業計画の推進 基盤整備計画の決定 地区別の事業推進 

事業費 ３９，３９７千円 ※※※千円 ※※※千円

京成小岩駅周辺地区の整備

再掲 703 

地域との協議 

基盤整備計画の検討 
事業計画の推進 同 左 

事業費 ３，１５０千円 ※※※千円 ※※※千円

篠崎駅西部地区 

（連鎖型土地区画整理事業）

再掲 703 

篠崎駅前街区 

区民施設・駐輪場竣工
  

事業費 －千円

「－」: 事業費は、区施行の土地区画整理事業の推進（施策コード 713）のなかで計上しています。 

 
７４８ 親しまれ、受けつがれる地域の風物詩づくり 

地域のイベント、地域のボランティア活動等を情報提供し、地域住民のふれあいの場づくりを図ります。 
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（５）安心して生活できるまちづくり 

７４９ 交通安全の推進 

交通安全運動等の啓発活動、学校等における交通安全教育等を実施し、自転車マナー、ルール等の啓発

活動を強化することにより、平成２２年度末に交通事故件数２，０００件以下の実現に努めます。 

また、関係機関等と連携しながら、交通事故当事者が円滑に解決できるよう相談等の支援を行います。 

施策コード ７４９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

交通安全の意識啓発 

の推進 

交通安全意識の啓発 同左 同左 

交通安全教室の開催 同左 同左 

事業費 ３１，５９７千円 ３１，５９７千円 ３１，５９７千円

交通事故相談 交通事故相談 同左 同左 

事業費 ４，０２３千円 ４，０２３千円 ４，０２３千円

 

７５０ 地域ぐるみの防犯対策 

「安全・安心まちづくり運動大綱」に基づき、区民が日々安全で安心して暮らせるまちづくり実現のため、区民、

区及び警察等関係機関が一体となって、犯罪防止を図っていきます。 

具体的には、①総合的な犯罪抑止対策として、町会･自治会員、民間企業、委託警備会社、公用車・自転車

を用いた区職員等によるパトロール及び安心して歩ける道づくりを推進します。②身近な犯罪抑止対策として、

自転車盗ゼロ作戦の実施、イベント会場におけるＰＲ活動、防犯メールニュース及び MCA 無線を活用した不審

者情報の配信、広報紙及びホームページの活用等により、安全で安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

施策コード ７５０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

防犯活動の推進 
１１，０００件 

（犯罪件数） 

１０，７５０件 

（犯罪件数） 

１０，５００件 

（犯罪件数） 

自転車盗ゼロ作戦の推進 
３，４００件 

（自転車盗件数） 

３，３００件 

（自転車盗件数） 

３，２００件 

（自転車盗件数） 

事業費 ４７，２９９千円 ４７，２９９千円 ４７，２９９千円

安心して歩ける道づくり 

PR による合意地域の拡大 同左 同左 

街路灯、街路樹の見直し 同左 同左 

歩道照明の設置 同左 同左 

事業費 ３，０００千円 ３，０００千円 ３，０００千円

 
７５１ 通行支障箇所の改善 

安心して安全に利用できる歩行空間の形成を図り、段差、電柱等の交通支障箇所の改善を推進します。
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４ 安全で災害に強いまちづくり 

【施策の考え方】 

「自分たちのまちは自分たちで守る」という意識を高め、区民と区の役割を明確にし、区民、関係機関等と一

体となった災害に強いまちをつくります。 

また、安心して住み続けられるよう、木造密集市街地の整備等の都市基盤の整備を進め、都市化の進展によ

る都市型水害、ヒートアイランド現象の対応等を推進します。 

【施策体系図】 
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７５２ 災害に強い都市基盤の整備 

ア． 橋梁の耐震補強対策 

イ． 住宅・建築物の耐震化支援 【新】 

７５３ 防災空間の確保 

ア． 指定道路図・調書の作成 【新】 （再掲 711） 

７５４ 高規格堤防などの整備促進 

ア． スーパー堤防とまちづくり 

イ． 篠崎地区まちづくり 

７５５ 都市水害への対策 

ア． 雨水貯留施設の整備 （再掲 534） 

イ． 洪水ハザードマップの作成・周知 

７５６ ヒートアイランド現象への対策 

ア． 公共施設の屋上緑化 （再掲 534） 

イ． 民間屋上緑化の促進 （再掲 534） 

 

７５７ 災害対応力の強化 

ア． 防災センターの整備 【新】 

イ． 危機管理体制の充実 【新】 

ウ． 緊急地震速報装置の設置 【新】 

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

ア． 防災行政無線屋内受信機の設置 

イ． ＭＣＡ携帯無線機の整備 

７５９ 連携体制の強化 

７６０ 救援・救護体制の強化 

ア． 防災情報の充実 

 

７６１ 自主的な防災の推進 

ア． 自主防災組織の活動支援 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 

防
災
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（１）防災まちづくり 

７５２ 災害に強い都市基盤の整備  

土地区画整理事業の実施、都市計画道路及び木造住宅密集市街地の整備等の都市基盤の整備を着実に

推進します。 

また、大規模地震の被害を最小限に抑え、緊急交通網及び避難路の確保を図るため、橋梁の耐震補強工事

を実施するとともに、緊急輸送道路沿道建築物の耐震化を促進します。併せて、住宅及び私立幼稚園・保育園

の耐震診断、耐震改修設計及び耐震改修工事に係る費用の一部の助成等を実施し、耐震化を促進します。 

施策コード ７５２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

橋梁の耐震補強対策 
落橋防止・橋脚補強等

５橋 

落橋防止・橋脚補強等

４橋 

落橋防止・橋脚補強等

４橋 

事業費    １，０７８，６７０千円    １，３６７，０００千円      ７０１，０００千円

住宅・建築物の耐震化支援

【新】 

戸建住宅耐震化支援 同左 同左 

分譲マンション耐震化

支援 
同左 同左 

緊急輸送道路沿道 

建築物耐震化支援 
同左 同左 

私立幼稚園・保育園 

耐震化支援 
同左 同左 

事業費 ２６９，２２２千円 ※※※千円 ※※※千円

 

７５３ 防災空間の確保 

区民及び事業者の理解と協力を得ながら、助成金制度の活用を図りつつ、細街路の拡幅整備を推進します。

また、指定道路図・調書を作成し、閲覧に供するこにより、建築行為全般を円滑に推進するよう図ります。 

施策コード ７５３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

指定道路図・調書の作成

【新】 再掲 711 
指定道路調書作成 

建築情報管理システム

への取込等 
閲覧開始 

事業費 ４４，１９５千円 ※※※千円 ※※※千円
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７５４ 高規格堤防（スーパー堤防）などの整備促進 

北小岩地区及び篠崎公園地区の高規格堤防の整備を促進するためのまちづくり事業を推進します。 

施策コード ７５４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

ス
ー
パ
ー
堤
防
と
ま
ち
づ
く
り 

（北小岩一丁目東部地区） 
区画整理事業 

（都市計画決定） 

区画整理事業（認可） 

用地買収 

建物調査 

用地買収 

移転交渉 

（北小岩地区） 合意形成 合意形成 同左 

（篠崎公園地区） 

区画整理事業（認可） 

緑地事業（認可） 

用地買収 

用地買収 

建物調査 

移転交渉 

同左 

事業費 １，１３３，０００千円 ３，０９９，０００千円 ２，８６７，０００千円

篠崎地区まちづくり 基本構想作成 基本構想作成 基本計画検討 

事業費 １５，７５０千円 １２，６００千円 ２９，４００千円

 

７５５ 都市水害への対策  

既設歩道部の透水機能の改善を図るため、透水性舗装※の整備を推進し、その洗浄を強化します。併せて、

雨水の有効利用を図るため、雨水貯留施設の整備を推進します。また、住宅等整備事業における基準等に関

する条例※等に基づく、民間開発における透水性舗装、緑地の確保及び雨水貯留施設の設置を誘導します。 

洪水ハザードマップを全戸に配布し、洪水等に対する防災意識の向上及び避難活動等における活用を図り

ます。 

※ 透水性舗装：雨水の地中への浸透により、雨水流出抑制、雨天時の歩行性の向上等に効果がある舗装。 
※ 住宅等整備事業における基準等に関する条例：中高層共同住宅、一定規模以上の土地利用の基準等を定めたもの。 
施策コード ７５５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

雨水貯留施設の整備 

再掲 534 
１基（３００㎥） 同左 同左 

事業費 ２８，３５０千円 ２８，３５０千円 ２８，３５０千円

洪水ハザードマップ 

の作成・周知 
作成 ３５万部 ・周知 周知 同左 

事業費 ３３，４４０千円 ０千円 ０千円
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７５６ ヒートアイランド現象※への対策 

公共施設の屋上緑化を推進するとともに、住宅等整備事業における基準等に関する条例に基づいた民間敷

地内の緑化、屋上緑化、駐車場設置部分等に透水性舗装、保水性舗装※を誘導するとともに省エネルギー機

器設置住宅に対する容積率の緩和をすることにより省エネ住宅の建設を促進し、ヒートアイランド現象の抑制を

図ります。また、雨水貯留槽の設置を誘導することにより、水資源の活用を促進します。 

※ ヒートアイランド現象：都市中心部の都市活動の結果として生じる気温上昇現象。 
※ 保水性舗装：道路の舗装断面に保水機能をもたせた舗装。雨天時に吸収した水分を晴天時に蒸発させ、気化熱を奪うことに

より路面の温度が下がる効果が期待できる。 

施策コード ７５６ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

公共施設の屋上緑化 
再掲 534 

３施設 ４施設 ３施設 

事業費 ２１，０００千円 ２８，０００千円 ２１，０００千円

民間屋上緑化の促進 

再掲 534 

促進件数  １００件 同左 同左 

見本園の活用及び広報 同左 同左 

 パンフレット等の作成  

事業費 １００千円 ３００千円 １００千円
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（２）防災体制の充実 

７５７ 災害対応力の強化 

災害時に迅速かつ的確な災害対応を行い、被害の低減を目的に、地域防災計画の着実な推進を図ります。 

このため、防災センターを整備するとともに、庁内危機管理体制の整備及び職員の危機対応能力の向上を

図ります。併せて、区民との協力体制の推進及び関係機関との連携強化に努めます。 

また、地震発生時に適切な避難行動をとれるよう、緊急地震速報装置を区施設に設置し、区民の安全・安心

の向上に努めます。さらに、被災時の円滑な都市復興に対応するため、都市復興マニュアルの活用、被災建築

物応急危険度判定員及び判定コーディネイターの増員等を図り、都市復興体制を整備します。 

施策コード ７５７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

防災センターの整備 

【新】 

地図情報システム 

の導入 

地図情報システム 

操作訓練 
同左 

防災センターを活用した

職員訓練の実施 

防災センターを活用した

職員訓練の充実 
同左 

事業費 ４２，０００千円 １０，０００千円 １０，０００千円

危機管理体制の充実 

(国民保護計画に基づく取組)

【新】 

危機管理課題の検討 
危機管理課題 

の検討・実践 
同左 

危機管理意識の徹底 同左 同左 

事業費 ８５８千円 ※※※千円 ※※※千円

緊急地震速報装置の設置

【新】 

緊急地震速報受信機 

の設置 

緊急地震速報受信訓練

の実施 
同左 

事業費 １２０，９７７千円 １０，５３４千円 １０，５３４千円

 

７５８ 災害情報の効果的・効率的な収集と伝達 

正確な情報を迅速に提供するため、区施設内の防災行政無線屋内受信機の設置を推進します。 

また、移動系無線機を機能性・操作性の高い MCA 無線に更新するとともに、その活用を図ります。 

施策コード ７５８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

防災行政無線屋内受信機 

の設置 
６基 同左 ６０基（買い替え） 

事業費 ２，４００千円 ２，４００千円 ６０，０００千円

ＭＣＡ携帯無線機の整備 
防水携帯無線機器 

の更新 
無線機の活用・習熟 同左 

事業費 １，５００千円 ３００千円 ３００千円

 

７５９ 連携体制の強化 
応急物資等の即時調達と多様な調達先を確保するため、協力協定を拡充します。 

 



159 
 

７６０ 救援・救護体制の強化  

正確な防災情報を周知するため、ホームページを充実し、適切な防災関連情報の提供に努めます。 

施策コード ７６０ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

防災情報の充実 ホームページの充実 地域防災計画の改定 ホームページの充実 

事業費 ０千円 ２００千円 ０千円

 

（３）みんなで守るまちづくり 

７６１ 自主的な防災の推進  

地域の自主的な防災活動を支援するため、地域防災訓練の実施、地域相互支援ネットワークの形成等を推

進するとともに、町会自治会等における防災マップづくりを通して、防災に関する自助･共助の意識啓発等を推

進します。 

施策コード ７６１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

自主防災組織の活動支援 地域防災訓練の充実 同左 同左 

事業費 １，３００千円 １，３００千円 １，３００千円

 

７６２ 地域における防災コミュニティの確立 

災害時に、必要な情報を迅速かつ的確に把握し、適切な対応をとることができるよう、区、地域、ボランティア

等が相互に連携し、支援できる体制づくりを推進します。 

 

７６３ 実践的な防災教育・防災訓練の充実 
子ども、保護者等が災害発生時に適切な対応がとれるよう、あらゆる機会を通じ、より実践的な防災教育及び

防災訓練の実施に努めます。 
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第３章 計画の実現のために 

 

１ 信頼と協働による推進 

 

２ 区民本位で効率的な区政運営 
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１ 信頼と協働による推進 

ボランティア、ＮＰＯ等の活動の支援、情報技術を活用したコミュニケーション体制の整備等を通して、区民と

区の多様で豊かな協働を築くための環境づくりを進めます。 

 

２ 区民本位で効率的な区政運営 

（１）電子区役所への取組み 

現行の情報処理体制が抱える課題の解決を図り、区民サービスの向上及び事務処理の効率化を目的とする

新たな情報処理体制の整備を促進します。併せて、江戸川区情報セキュリティポリシー※に基づいた適切な情

報管理、職員の情報リテラシー※の向上等を図ります。 

※ 情報セキュリティポリシー：江戸川区情報安全管理対策要綱・同対策基準（平成１４年４月１日 区長決定）江戸川区の情報セ

キュリティ対策について総合的、体系的に取りまとめたもの。 

※ 情報リテラシー：コンピュータやネットワークを活用して情報の検索、整理、発信等を行う能力のこと。 

施策コード ８０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

情報処理体制の再整備 

e-SHIP の構築・運用 同左 同左 

業務システム 

の構築・運用 
同左 同左 

事業費 ３，０４５，０００千円 ２，７２０，０００千円 ２，１９２，０００千円

住民記録システムの再構築

【新】 

業務管理体制の見直し

業者選定 

システム設計・開発 

システム開発 

データ移行 

業務研修 

試験及び本稼動 

本稼動 

事業費 ２２０，０００千円 ２２０，０００千円 ９０，０００千円

情報セキュリティ※対策 

セキュリティ内部点検・

外部診断の実施 
同左 同左 

セキュリティ改善計画に

基づくリスク対策の実施
同左 同左 

事業費 ７，０００千円 ７，０００千円 ７，０００千円

職員の情報リテラシー向上 情報化研修等の実施 同左 同左 

事業費 ２３，０００千円 ２３，０００千円 ２３，０００千円

※ 情報セキュリティ：情報システムとその取扱う情報についての機密の保持及び正確性、完全性の維持並びに業務等で必要な

範囲でシステムの利用可能な状態（可用性）を維持することをいう。 
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（２）区民への積極的な情報提供 

区民への積極的な情報提供を推進し、より開かれた区政の実現を図ります。 

高齢者、障害者等の、より多くの方が利用しやすいホームページの作成に努めます。また、映像広報につい

ては、デジタルハイビジョン化の動向を踏まえ、資機材の検討・整備を進めます。 

施策コード ８０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

えどがわ区民ニュース 

制作機器 HD※化 【新】 
機器予備調査 同左 

機器更新 

ハイビジョン番組制作 

事業費 ０千円 ０千円 ７８，０００千円

公式ホームページの拡充 

ホームページ作成・運用

管理システム（CMS※） 

の導入 

CMS※の運用 同左 

 コンテンツの拡充  

 
よくある問合せと回答

（FAQ）システムの検討
 

  e モニター制度※の検討

  SNS※の検討 

事業費 －千円 ６，８００千円 ６，８００千円

意見公募手続の適切な運営 運営 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円

※ HD：High Definition（テレビ等における高解像度（高精細・高画質）のことであり、BSデジタル及び地上デジタル放送における

HD放送（ハイビジョン放送）がこれに相当）。 

※ CMS（コンテンツ・マネジメント・システム）：テキスト、画像等を統合的に管理するシステム。 

※ e モニター制度：パソコン、携帯電話等のメールを活用した、区政に関するアンケート調査等を行うモニター制度。 

※ SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）：人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型サービス。 

「－」：事業費は、情報処理体制の再整備（施策コード 802）のなかで計上しています。 

 

（３）行政評価のしくみづくり 

施策及び事業がどのように実施されているか等を区民にわかりやすく説明するとともに、施策の有効性、改善

すべき課題、方向性等を明確にし、区民ニーズにあった施策を展開するため、行政評価制度を推進します。 

施策コード ８０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

行政評価の適切な運営 実施 同左 同左 

事業費 ２２５千円 ２２５千円 ２２５千円

 



164 
 

（４）民間活力の導入 

既に指定管理者制度を導入した２４施設（平成２０年３月３１日現在）に加えて、民間の経営手法、柔軟な運営

体制等を活かすことが可能な公の施設については、指定管理者制度の導入を図ります。 

施策コード ８０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

指定管理者制度の導入 篠崎文化プラザ 
さくらの家 

水辺のスポーツガーデン
図書館 

事業費 ０千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（５）職員の能力開発と意識改革 

施策及び事業を区民本位で、効率的に実施していくために、職員の能力開発及び意識改革に努めます。 

 

（６）財政基盤の強化 

健全な財政運営を長期的・計画的に行うために、事務事業、執行体制のあり方等を探求するとともに、税収

等の確保に努めます。 

施策コード ８０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

債権確保の強化 

【新】 

公債権の徴収及び 

滞 納 処 分 の強 化 
同左 同左 

弁護士会との連携に

よる私債権の整理徴収

及び強制執行の強化 

同左 同左 

インターネット公売 同左 同左 

住民税のコンビニ 

収納に向けた準備 
住民税のコンビニ収納 同左 

 
クレジットカード等 

による収納の検討 
同左 

事業費 １７５，４９５千円 ※※※千円 ※※※千円

 

（７）広域的な連携・協力の推進 

災害時の対応、防犯対策、広域交通網の整備、自動車環境汚染対策等区だけでは対応、解決等が困難な

課題について、国及び都に必要な働きかけを行うとともに、周辺自治体と連携・協力してその解決を図ります。 

 


	01目次
	02第3期実施計画　（第1章）
	03第3期実施計画　（第2章　分野別計画の見方）
	04第3期実施計画　（第2章第1節）
	05第3期実施計画　（第2節）
	06第3期実施計画　（第3節　〔１〕）
	07第3期実施計画　（第3節　〔２〕）
	08第3期実施計画　（第4節）
	09第3期実施計画　（第5節）
	10第3期実施計画　（第6節）
	11第3期実施計画　（第3章）

